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令和６年 第４回 錦 町 議 会 定 例 会 議 録 （第１号） 

招 集 年 月 日 令和６年１２月１０日 招 集 の 場 所 錦 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 及 び 宣 告 
開 会 

散 会 

令和６年１２月１０日 

令和６年１２月１０日 

午前１０時００分 

午前１１時４８分 

  出 席 及 び 欠 席 議 員 
議 席 

氏     名 
議 席 

氏     名 
番 号 番 号 

出席議員    １２名  １ 出   谷 口 一 也 １０ 出   金 山 民 幸 

欠席議員     ０名  ２ 〃   丸小野 聖 一 １１ 〃   髙 田 孝 徳 

  ３ 〃   梶 原 誠 二 １２ 〃   荒 川 孝 一 

凡 例  ４ 〃   早 田 和 彦    

   出        出席  ５ 〃   澤 田 眞 二    

   欠        欠席  ６ 〃   石 松 まゆ子    

  公 欠   公務欠席  ７ 〃   竹 田 農利人    

  ８ 〃   岡 田 武 志    

  ９ 〃   池 田 秀 晴    

会 議 録 署 名 議 員  ６     石 松 まゆ子  ７     竹 田 農利人 

職務のため議場に出席した者の職、氏名 議 会 事 務 局 長  蓑  田  和  也  

地 方 自 治 法 第 １ ２ １ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 説 明 の た め 出 席 し た 者 の 職 、 氏 名 

職 氏     名 職 氏     名 職 氏     名 

町  長 森 本 完 一 
住民福祉

課 長 
山 園 琢 磨 

農林振興 

課 長 
東  貴 志 

副 町 長 深 水 英 雄 
保険政策

課 長 
吉 田 誠 二 

地域整備 

課 長 
上 野 陽 一 

総務課長 有 瀬 耕 二 
健康増進

課 長 
吉 田 誠 二 

農業委員会

事務局長 
髙 波 昌 一 

教 育 長 毎  床  三 喜 男 税務課長 簑 田 俊 哉 
教育振興 

課 長 
尾 方 良 一 

会計管理者 白 川 裕 美 
企画観光

課 長 
岩 尾 和 文   

議 事 日 程   別紙のとおり 

会 議 に 付 し た 事 件   別紙のとおり 

会 議 の 経 過   別紙のとおり 
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議事日程 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 会期の決定 

  日程第３ 諸般の報告 

  日程第４ 議案第81号 専決処分の承認を求めることについて 

        専第８号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号） 

  日程第５ 議案第82号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第６ 議案第83号 令和６年度錦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  日程第７ 議案第84号 令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第８ 議案第85号 令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第９ 議案第86号 令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第10 議案第87号 錦町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第11 議案第88号 錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第12 議案第89号 大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約について 

  日程第13 議案第90号 林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事請負変更契約について 

  日程第14 議案第91号 財産の取得について（追認） 

  日程第15 議案第92号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 

  日程第16 議案第93号 人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 

  日程第17 議案第94号 錦町教育委員会委員の任命について 

  日程第18 議案第95号 錦町教育委員会委員の任命について 

  日程第19 陳情第１号 農業委員会への女性登用に関する要請書について 

  日程第20 休会の件 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 会期の決定 

  日程第３ 諸般の報告 

  日程第４ 議案第81号 専決処分の承認を求めることについて 

        専第８号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号） 

  日程第５ 議案第82号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第６ 議案第83号 令和６年度錦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  日程第７ 議案第84号 令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第８ 議案第85号 令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第９ 議案第86号 令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第10 議案第87号 錦町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第11 議案第88号 錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

  日程第12 議案第89号 大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約について 
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  日程第13 議案第90号 林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事請負変更契約について 

  日程第14 議案第91号 財産の取得について（追認） 

  日程第15 議案第92号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 

  日程第16 議案第93号 人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 

  日程第17 議案第94号 錦町教育委員会委員の任命について 

  日程第18 議案第95号 錦町教育委員会委員の任命について 

  日程第19 陳情第１号 農業委員会への女性登用に関する要請書について 

  日程第20 休会の件 

 

午前10時00分開会 

○議長（荒川 孝一君）  おはようございます。定刻となり、出席議員が定足数に達しておりますので、ただ今から令

和６年第４回錦町議会定例会を開会し、直ちに開議いたします。 

 本日の日程は、お手元に配付してある日程表のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、６番、石松まゆ子議員、７番、竹田農利人議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（荒川 孝一君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 本定例会の会期は、去る１２月３日に議会運営委員会を開催し、御協議を願っております。 

 結果について、報告願います。議会運営委員長、岡田武志議員。 

○議会運営委員長（岡田 武志君）  おはようございます。議会運営委員長の岡田武志です。報告します。 

 去る１２月３日に議会運営委員会を開催し、本定例会の会期については、次のとおり協議しましたので報告いたし

ます。 

 会期は、令和６年１２月１０日火曜日から１２月１３日金曜日までの４日間です。 

 １０日火曜日は本会議、１１日水曜日は各常任委員会、１２日木曜日、１３日金曜日は本会議となります。なお、

一般質問は１２日木曜日と１３日金曜日に行います。 

 以上で、議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日から１３日までの

４日間とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１３日までの４日間とすること

に決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸般の報告 

○議長（荒川 孝一君）  日程第３、諸般の報告を行います。 
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 お諮りします。報告の中で、字句、数字、その他文言整理を要するものがありましたら、その整理を議長に委任さ

れたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、整理については、議長に委任することに決定しました。 

 まずは、議長が報告します。諸般の報告。報告議員、荒川孝一。 

 １、組合等名、球磨郡議長会。２、報告件名、下記のとおり。３、開催日及び場所、下記のとおり。４、内容（要

点）。 

 （１）９月定例郡議長会議、日時、９月２７日（金曜日）午後３時、場所、球磨地域振興局寺町別館。 

 協議事項。①球磨川の河川整備と道路をめぐる最近の動きについて。②令和６年度町村議会議員グラウンドゴルフ

大会開催について。③令和６年度第１回熊本県町村議会議員研修会の開催について。④令和６年度議長全国大会及び

産業行政視察について。⑤球磨郡町村議長会と人吉市議会との合同研修会について。 

 （２）１０月定例郡議長会議、日時、１０月１０日（木曜日）午後３時、場所、球磨地域振興局寺町別館。 

 協議事項。①球磨川の河川整備と道路をめぐる最近の動きについて。②令和５年度本会議事業報告と決算について。

③令和６年度議長全国大会及び産業行政視察について。④球磨郡町村議長会と人吉市議会との合同研修会について。 

 （３）１１月定例郡議長会議、日時、１１月８日（金曜日）午前９時３０分、場所、相良村ふれあいセンター。 

 協議事項。①球磨川の河川整備と道路をめぐる最近の動きについて。②八代・天草シーライン建設促進議員連盟へ

の加入促進について。③令和６年度議長全国大会及び産業行政視察について。④球磨郡町村議長会と人吉市議会との

合同研修会について。⑤１２月定例郡議長会議及び正副議長・議会事務局合同会議の開催について。 

 以上、議長会の報告とします。 

 次に、人吉球磨広域行政組合議員、早田和彦議員。 

○人吉球磨広域行政組合議員（早田 和彦君）  おはようございます。それでは、諸般の報告をいたします。報告議員、

早田和彦。 

 １、組合等名、人吉球磨広域行政組合。２、報告件名、令和６年第４回人吉球磨広域行政組合議会定例会。３、開

催日及び場所、日時、令和６年１１月２９日（金曜日）午前１０時、場所、人吉球磨クリーンプラザ・大会議室。４、

内容。 

 議事日程。日程第１、会議録署名議員の指名。日程第２、会期の決定。日程第３、行政報告。日程第４、認定第

１号令和５年度人吉球磨広域行政組合一般会計歳入歳出決算の認定について（継続）。日程第５、議案第６号人吉球

磨広域行政組合負担金条例の一部を改正する条例の制定について。日程第６、議案第７号令和６年度人吉球磨広域行

政組合一般会計補正予算（第２号）。日程第７、議案第８号熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及

び規約の一部変更について。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  次に、人吉下球磨消防組合議員、竹田農利人議員。 

○人吉下球磨消防組合議員（竹田農利人君）  おはようございます。諸般の報告。報告議員、竹田農利人。 

 １、組合等名、人吉下球磨消防組合。２、報告件名、令和６年１１月第４回人吉下球磨消防組合議会定例会。３、

開催日及び場所、日時、１１月２５日（月曜日）午後３時、場所、人吉下球磨消防組合消防本部会議場。４、内容

（要点）。 

 議事日程。日程第１、会期の決定。日程第２、会議録署名議員の指名。日程第３、議案第１号令和５年度人吉下球
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磨消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について。日程第４、議案第２号人吉下球磨消防組合監査委員条例の一部を

改正する条例の制定について。日程第５、議案第３号令和６年度人吉下球磨消防組合一般会計補正予算（第３号）に

ついて。日程第６、議案第４号熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部改正について。

日程第７、消防庁舎建設に関する特別委員会委員長の報告。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  これで諸般の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第８１号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第４、議案第８１号専決処分の承認を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  おはようございます。本日は、令和６年第４回錦町議会定例会を招集しましたところ、議員

各位におかれましては大変お忙しい中、御出席を賜り、お礼を申し上げます。 

 昨日、そして今朝と霜が一面に降り、１２月に入り、寒さも例年に近い状況となってまいりました。今年の天気は

異常なものでありましたので、社会環境、生活環境には皆様御苦労なされたことと思っております。早いもので、本

年最後の月となってまいりました。この１年、大変お世話になりました。ありがとうございました。来る年がすばら

しいものとなることを願っております。 

 それでは、提案をしております議案について説明いたします。 

 議案第８１号専決処分の承認を求めることについて、専第８号令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号）でござ

います。 

 本案件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をしましたので、今回、同条第３項

の規定により承認をいただきたく提案をするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  専第８号令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号）について説明いたします。 

 まず、概要ですが、別紙でお配りしております令和６年度各会計予算の推移を御覧ください。右から２番目の欄が

今回の専決処分となります。 

 専第８号令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号）は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

７４０万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ６８億６,８４１万９,０００円とする案件ですが、内容は

１０月２７日に執行されました衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る選挙執行費用の補正となりま

す。 

 事項別明細書により説明いたします。１２ページ、１３ページをお願いします。歳入からです。 

 １５款３項１目４節衆議院議員選挙委託金７４０万円です。１０月２７日執行の衆議院議員選挙に係る委託金とな

ります。 

 次のページをお願いします。歳出です。 

 ２款４項８目衆議院議員選挙費１節報酬４１万７,０００円は、選挙管理委員会４名分の報酬及び会計年度任用職

員２名分の報酬になります。 
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 次に、３節職員手当３６７万１,０００円は、期日前投票選挙執行当日投開票事務に勤務した職員の時間外手当で

す。 

 次に、８節旅費７９万４,０００円は、会議、期日前投票、投開票事務に係る選挙管理委員会委員の費用弁償及び

投開票に係る立会人の費用弁償となります。 

 次に、１０節需用費５２万３,０００円は、事務手引書、ブルーシートなどの消耗品３０万円、入場券等の印刷製

本費１８万円になります。 

 次に、役務費７８万７,０００円は、入場券郵送等の通信運搬費になります。 

 次に、１２節委託料７９万５,０００円は、ポスター掲示場設置・撤去業務委託料が３６万１,０００円、投票用紙

分類読取機等保守業務２２万５,０００円、開票システム改修業務委託料１４万３,０００円等になります。 

 次に、１３節使用料及び賃借料４１万３,０００円は、投開票用のパソコン賃借料６万６,０００円、ポスター掲示

板の賃借料２７万３,０００円等になります。 

 以上で、専第８号についての説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 それでは討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。専第８号令和６年度錦町一般会計補正予算（第５号）については、原案のとおり承認することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、専第８号は原案のとおり承認することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第８２号 

日程第６．議案第８３号 

日程第７．議案第８４号 

日程第８．議案第８５号 

日程第９．議案第８６号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第５、議案第８２号令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号）から日程第９、議案第

８６号令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号）までの５議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第８２号令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号）、議案第８３号令和６年度錦町国

民健康保険特別会計補正予算（第１号）、議案第８４号令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号）、議案

第８５号令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号）、議案第８６号令和６年度錦町下水道事業会計補正予算

（第３号）、以上５議案につきましては、令和６年度各会計の補正予算に関する案件でございます。 

 まず、一般会計補正予算（第６号）は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億３,９９０万
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６,０００円を追加し、予算の総額を７０億８３２万５,０００円とする案件でございます。補正の主なものは、町道

平野線道路改良事業、木上小グラウンド排水対策工事、砂防指定河川志戸内川及び町道野間高原線の災害復旧費、人

事院及び熊本県人事委員会勧告に準じた人件費の増額ほか、債務負担行為と地方債の補正でございます。 

 次に、国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,１０６万

４,０００円を追加し、予算の総額を１３億３,５０５万７,０００円とする案件でございます。 

 次に、介護保険特別会計補正予算（第３号）は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５９万

２,０００円を減額し、予算の総額を１３億２,８９６万３,０００円とする案件でございます。 

 次に、水道事業会計補正予算（第３号）は、収益的収入及び支出の補正で、収入を４８０万円、支出を４５９万

５,０００円、資本的収入及び支出の補正で、収入を３５０万円、支出を３７０万５,０００円それぞれ増額する案件

と企業債の補正でございます。 

 次に、下水道事業会計補正予算（第３号）は、収益的収入及び支出の補正で、収入を８０万円増額し、支出を

３３万３,０００円減額し、資本的収入及び支出の補正で、収入を１,０８０万円、支出を１,１９３万３,０００円そ

れぞれ増額する案件と企業債の補正でございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  それでは、一般会計から説明いたします。 

 議案つづり２６ページをお願いします。第２表、債務負担行為、追加１件です。事項、期間、限度額の順に説明を

いたします。 

 合併７０周年・町政施行６０周年記念ロゴマーク募集事業、期間は令和６年度から令和７年度で、限度額は８万

４,０００円です。内容は、合併７０周年・町政施行６０周年記念事業に伴い、記念ロゴの一般公募を行う際の最優

秀賞・優秀賞に係る副賞で、年度開始前の１月から一般公募を行いたいことから、債務負担行為の設定を行うもので

す。 

 債務負担行為についての説明は以上です。 

 次のページをお願いします。第３表、地方債補正、追加が２件、変更が２件です。 

 まず、追加分の農業水利防災事業ですが、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりであり、起債の限度額を

１９０万円とするものです。内容は、井手の口取水口保護工事の財源として、借入額を計上するものです。 

 次に、公共土木施設災害復旧事業ですが、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりであり、起債の限度額を

７００万円とするものです。内容は、町道野間高原線災害復旧工事、志戸内川災害復旧工事の財源として、借入額を

計上するものです。 

 次に、変更分の道路整備事業ですが、起債の限度額を１,９００万円増額し、１億３,５１０万円とするものです。

内容は、町道平野線道路改良事業の財源として増額するものです。起債の方法、利率、償還の方法については記載の

とおりであり、補正前と変更はありません。 

 次に、農道整備事業ですが、起債の限度額を２０万円増額し、２３０万円とするものです。内容は、錦南部５期地

区農道整備事業の財源として増額するものです。起債の方法、利率、償還の方法については記載のとおりであり、補

正前と変更はありません。 

 地方債補正についての説明は以上になります。 
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 ３２ページ、３３ページをお願いします。まず、一般会計の歳入から申し上げますが、５万円未満の補正について

は慣例により、以降の各課長からの説明は原則として割愛させていただきますので、御了承をお願いします。 

 １１款１項１目１節地方交付税５,３９６万円は、財源調整として普通交付税を計上しています。 

 ３６ページ、３７ページをお願いします。一番下です。 

 １７款１項１目１節土地建物貸付収入、減額の２２２万１,０００円は、９月議会で承認いただきましたゼンカイ

ミート株式会社及び錦グリーンパワーの土地無償貸付期間の延長による減額です。 

 次のページをお願いします。上からです。 

 １８款１項１目１節一般寄附金１０１万９,０００円は、法人２件、町外にお住まいの個人の方から１件分の寄附

金となります。 

 次に、２０款１項１目１節前年度繰越金８８８万７,０００円は、今回の補正の財源として計上するものです。 

 次に、２１款４項１目１節雑入３５１万円のうち、総務課関係としまして、市町村振興宝くじ交付金１３万

８,０００円となります。 

 次のページ、２２款町債は、地方債補正で御説明したとおりです。 

 次に歳出ですが、まず、全般的なことを申し上げますと、今回の補正予算では議案第８７号で御審議いただきます

が、人事院勧告及び県人事委員会勧告に伴う主に若年層に重点を置いた給料月額の引上げと、期末手当・勤勉手当の

各支給割合を年額０.０５月分ずつ増額する条例改正を上程しており、それに係る補正予算を計上しております。そ

のほか現段階で判明している手当等の調整等を計上しておりますが、その件については説明を割愛させていただきま

す。併せて、歳入と同様５万円未満の補正についても、以降の各課長からの説明は原則として割愛させていただきま

す。 

 それでは、４４ページ、４５ページをお開きください。２段目です。 

 ２款１項５目財産管理費１０節需用費８０万円は、就業センター照明修繕及び庁舎電気料の不足見込額になります。 

 次に、１４節工事請負費１００万円は、大王原仮設団地利活用事業における廃棄物処理量の増、クロス張替えの増

によるものです。 

 次に、２１節補償補痾及び賠償金、減額の１００万円は、電柱移転費用が不用となったことにより減額するもので

す。 

 次に、７目交通安全費１０節需用費、減額の２０万円、次の１４節工事請負費２０万円は、カーブミラーの新設工

事費が不足することから、修繕料の不用見込額と組み替えるものです。 

 次に、８目防犯費１０節需用費４０万円は、防犯灯修繕料の増額になります。落雷被害により、修繕が増えたこと

によります。 

 次に、６８ページ、６９ページをお開きください。 

 ９款１項１目消防総務費１８節負担金補助及び交付金２９万９,０００円は、上球磨及び下球磨消防組合の消防通

信指令システムの共同運用化に伴い設立された、事務協議会の運営負担金です。 

 次に、２目非常備消防費１８節負担金補助及び交付金７万１,０００円は、能登半島地震被災地支援金で、県の消

防協会を通じての支援金になります。消防団１人当たり２００円の３５２人分となります。 

 以上で、総務課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  住民福祉課関係について御説明いたします。 
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 まず、歳入です。３２、３３ページをお願いします。下段です。 

 １５款１項１目民生費国庫負担金４節児童手当国庫負担金１１５万６,０００円は、児童手当の歳出補正に伴う負

担金の増額です。 

 ３４、３５ページをお願いします。 

 １５款２項１目総務費国庫補助金１節社会保障・税番号制度個人番号カード交付事業補助金２９万８,０００円は、

会計年度職員分の人件費増に伴う増額です。 

 同項２目民生費国庫補助金６２万９,０００円のうち２節児童福祉費補助金１５万４,０００円は、児童手当の振込

手数料増額に係る補助金です。 

 ４節社会福祉費補助金４７万５,０００円は、障がい者総合支援事業費補助金で、障がい者自立支援給付審査支払

等システム改修補助金です。２分の１補助です。 

 １６款１項１目民生費県負担金４節児童手当県負担金１４万４,０００円は、児童手当の歳出補正に伴う負担金の

増額です。 

 次に、歳出です。５０、５１ページをお開きください。 

 ３款１項１目社会福祉総務費１,１８７万６,０００円のうち、１１節役務費８万６,０００円は、一般事務費の手

数料で、錦町慰霊塔墓誌記名手数料です。新たに自治功労者６名を合祀することとなったため、増額をするものです。 

 １２節委託料９５万円は、説明欄１３４、障がい者福祉サービス事業の就学前障がい児発達支援無料化に係る認定

手続簡素化に伴うシステム改修委託料です。 

 ２２節償還金利子及び割引料９０２万５,０００円は、令和５年度事業分の国県負担金交付金の精算による返還金

で、説明欄記載の８件分です。 

 ５２、５３ページをお願いします。下段です。 

 ３款２項１目児童福祉総務費１,１２９万５,０００円のうち、２２節償還金利子及び割引料９６１万５,０００円

は、令和４年度・５年度事業分の国交付金の精算による返還金で、説明欄記載の９件分です。 

 ５４、５５ページをお願いします。 

 同項２目児童措置費１６０万円のうち、１１節役務費１５万５,０００円は、児童手当の振込手数料です。 

 １９節扶助費１４４万５,０００円は児童手当で、今後の不足見込分を増額するものです。 

 次に、５６、５７ページをお願いします。中段です。 

 ４款１項３目環境衛生費２９万６,０００円のうち、７節報償費５万９,０００円、８節旅費、減額５万９,０００円

は、ごみ対策推進員の謝礼で、地方公務員法の改正により、費用弁償相当分を報償費から支出することとなったため、

予算を組み替えるものです。 

 以上で、住民福祉課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  企画観光課関係を御説明いたします。 

 歳入からです。議案つづりは、３６、３７ページをお開きください。上段です。 

 １６款２項１目総務費県補助金１８節球磨川流域復興基金交付金事業等２０４万６,０００円のうち、説明欄２行

目のグリーンニューディール創造支援事業８０万円は、後ほど歳出で説明いたします。 

 ２段目の１６款３項１目総務費委託金３節農林業センサス委託金５万３,０００円は、交付決定予定額に伴う増額

です。 
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 次のページをお願いします。下段です。 

 ２１款４項１目１節雑入３５１万円のうち、企業立地促進補助金返還金２７７万７,０００円は、令和３年９月に

創業を開始しました誘致企業が、錦町企業立地促進補助金交付要綱第１２条に規定いたします補助金の返還等に該当

したことから、令和４年１１月に交付しました２,１４０万円のうち、２７７万７,７７７円の返還を求めたものを予

算化するものです。 

 歳入は以上です。 

 次に歳出です。４６、４７ページをお願いします。下段です。 

 ２款５項２目指定統計費、次のページをお願いいたします。１節報酬１３万７,０００円は、歳入でもございまし

た農林業センサス委託金の交付決定予定額に伴う増額です。 

 ２款７項１目企画費１２節委託料７万７,０００円は、先ほど総務課長から債務負担行為で説明がございました合

併７０周年記念ロゴデータ作成業務委託料で、今後、募集いたしますロゴマークをデータとして保存するための委託

料です。 

 １８節負担金補助及び交付金８０万円は、歳入で計上いたしました球磨川流域復興基金交付金を活用し、人吉・球

磨１０市町村の地域課題を横断的に解決するために、それぞれの市町村が同額を負担するものです。内容としまして

は、１０市町村合同の先進地研修費用、ウェブ広告費用等に活用されます。 

 説明欄８２９のふるさと回帰推進事業、減額の１６０万６,０００円は、地域おこし協力隊１名が不在であること

から、４月から１１月分の報酬、期末手当、勤勉手当をそれぞれ減額するものです。 

 企画観光課関係の説明は以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  簑田税務課長。 

○税務課長（簑田 俊哉君）  税務課関係を説明いたします。 

 歳入です。議案つづり３２、３３ページをお願いいたします。上段です。 

 １款２項１目固定資産税２節滞納繰越分４７１万２,０００円です。収納実績によるものです。 

 以上、税務課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  吉田保険政策課長。 

○保険政策課長（吉田 誠二君）  保険政策課及び健康増進課関係の説明をいたします。 

 まず、一般会計の歳入からです。議案つづり３６ページ、３７ページをお願いいたします。 

 １６款２項２目民生費県補助金５節介護基盤緊急整備特別対策事業費補助金９７万２,０００円は、介護予防拠点

施設の改修補助金を計上するものです。 

 次のページをお願いします。 

 ２１款４項１目１節雑入３５１万円のうち、令和５年度後期高齢者医療市町村療養給付負担金返還金５５万

１,０００円は、令和５年度分負担金の確定によるものです。 

 歳入は以上です。 

 次に歳出です。５０ページ、５１ページをお願いします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費２７節繰出金４４万３,０００円は、国民健康保険特別会計への繰出金で、人件費の

増額によるものです。 

 ２目老人福祉費５９万２,０００円のうち、次のページをお願いします。１９節扶助費１７万円は、おむつ等の介

護用品支給事業の利用者の増加に伴う不足見込額を計上するものです。 
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 ２７節繰出金２９万３,０００円は、介護保険特別会計への繰出金で、人件費等の増額によるものです。 

 ４目国保基盤安定費２７節繰出金、減額３５５万９,０００円は、交付見込額の減額によるものです。 

 ５目後期高齢者医療事業費１８節負担金補助及び交付金、減額３０５万６,０００円は、後期高齢者医療広域連合

への療養給付費負担金の減額によるものです。 

 ５６ページ、５７ページをお願いします。 

 ４款１項２目予防費２２節償還金利子及び割引料３０万６,０００円は、令和５年度緊急風しん抗体検査事業負担

金の確定による返納金です。 

 ６目保健センター費１０節需用費６万円は、保健センター電気料の不足見込分を計上するものです。 

 １１目感染症特別対策事業費２２節償還金利子及び割引料２３０万９,０００円は、令和５年度新型コロナワクチ

ン接種対策費国庫負担金等の確定による返納金です。 

 一般会計については以上です。 

 次に、国民健康保険特別会計です。 

 ９０ページ、９１ページをお願いします。歳入です。 

 ４款１項３目保険給付費等交付金１節保険給付費等交付金（普通交付金）１,０００万円は、高額療養費の増額に

よるものです。 

 ２節保険給付費等交付金（特別交付金）６０万７,０００円は、会計年度任用職員報酬等の増額によるものです。 

 次に、６款１項１目一般会計繰入金、減額３１１万６,０００円、内訳は２節保険基盤安定繰入金（保険料軽減

分）、減額２４５万３,０００円、３節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）、減額１２６万５,０００円は、交付金

決定によるものです。 

 ４節職員給与費等繰入金４４万３,０００円は、人件費の増額によるものです。 

 ７節未就学児均等割保険料繰入金、減額６万８,０００円、８節産前産後保険料繰入金２２万７,０００円は、交付

金決定によるものです。 

 次のページをお願いします。 

 ７款１項２目１節その他繰越金、減額２１６万２,０００円は、前年度繰越金で財源調整です。 

 ８款３項５目１節雑入５７３万５,０００円は、令和６年２月診療分の診療報酬等精算金です。 

 歳入は以上です。 

 次のページをお願いします。歳出です。 

 ２款２項５目高額療養費１８節負担金補助及び交付金１,０００万円は、不足見込分を計上するものです。 

 国民健康保険特別会計の説明は以上です。 

 次に、介護保険特別会計です。 

 １１０ページ、１１１ページをお願いします。歳入です。 

 ３款１項１目介護給付費負担金、減額１２５万円、２項４目介護保険事業費補助金、減額８８万５,０００円、

５款１項１目介護給付費負担金１２５万円は、交付額変更に伴うものです。 

 ６款１項４目その他一般会計繰入金２９万３,０００円、内訳として、１節職員給与費等繰入金１３５万５,０００円

は、人件費の増額によるものです。 

 ２節事務費繰入金、減額１０６万２,０００円は、介護保険システム改修業務の不要によるものです。 

 次のページをお願いします。歳出です。 
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 １款１項１目一般管理費１２節委託料、減額１９４万７,０００円は、令和６年度で予定しておりました、介護保

険制度改正に伴うシステム改修業務が不要となったものです。 

 ２款１項１目居宅介護サービス給付費、減額７８５万円、３目地域密着型介護サービス給付費、減額２,６３５万

円、５目施設介護サービス給付費２,５００万円、次のページをお願いします。７目居宅介護福祉用具購入費６０万

円は、いずれも１８節負担金補助及び交付金で、今後見込まれる過不足分を計上するものです。 

 ２項１目介護予防サービス給付費７８５万円、次のページをお願いします。介護予防サービス計画給付費７５万円

は、いずれも１８節負担金補助及び交付金で、今後見込まれる不足分を計上するものです。 

 次のページをお願いします。 

 ４款３項２目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費１２節委託料１０万円は、主任介護支援専門員の時間外

勤務手当の不足見込分を計上するものです。 

 ３目任意事業費７節報償費、減額１０万円は、成年後見人報償金の不用額を計上するものです。 

 以上で、保険政策課、健康増進課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  農林振興課関係を説明いたします。 

 歳入からです。議案つづり３６ページ、３７ページをお願いします。 

 １６款２項１目総務費県補助金１８節球磨川流域復興基金交付金事業等２０４万６,０００円のうち、令和２年

７月豪雨被災者等支援交付金として１２４万６,０００円、内訳は、畜産物輸出再開・拡大支援事業及び林業者の森

林作業等自立復旧支援事業になります。いずれも補助率は２分の１となります。 

 次に３段目、４目農林水産業費県補助金１節農業費補助金５２９万３,０００円の減額です。内訳は、水田産地化

総合推進事業費補助金の交付決定に伴う減額が２６万７,０００円、多面的機能支払事業補助金の交付対象面積確定

による減額が５０２万６,０００円となります。 

 次に、３節林業費補助金１２万１,０００円、造林事業補助金になりますが、竹たけのこ生産事業補助金で、１生

産組合に対する竹林整備等に係る補助金になります。補助率は２分の１です。 

 次のページをお願いいたします。２段目です。 

 １９款２項１２目１節森林環境譲与税基金繰入金２５万７,０００円は、会計年度任用職員１名分の人事院勧告に

伴います歳出の人件費補正分の財源調整によるものです。 

 歳入は以上です。 

 歳出になります。５８、５９ページをお願いします。 

 ６款１項３目農業振興費１８節負担金補助及び交付金１１７万８,０００円のうち、農業担い手支援給付事業

７５万円は、新規就農者に対する補助金で、令和６年中の追加採択者１名分になります。 

 次の農業用ビニールハウス等設置事業４２万８,０００円は、単棟ビニールハウス１件分の補助となります。補助

率は６割になります。 

 次に、４目畜産業費１８節負担金補助及び交付金は、歳入で説明いたしました球磨川流域復興基金交付金事業の畜

産物輸出再開・拡大支援事業補助金で６２万６,０００円になります。令和２年７月豪雨で被災した畜産加工販売事

業者に対する輸出や新たな輸出先開拓に向けた取組に対する支援となります。補助率は２分の１、事業期間は２ヶ年

で本年が最終年度となります。 

 次に、５目農地費１２節委託料２１１万５,０００円、次のページをお願いいたします。内訳は説明欄３３６、団
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体営土地改良事業における本別府地区揚水ポンプ設備更新設計業務委託料１３万３,０００円の増額です。現地測量

の追加に伴う増額となります。 

 続いて、総務課長からありました地方債補正の追加分で説明がありました説明欄８８９、農地等防災減災事業費に

おける井手の口取水口保護工事に伴う河川構造物測量設計業務委託料１９８万２,０００円が内訳となります。 

 続いて、１８節負担金補助及び交付金２９０万９,０００円の減額になります。内訳は、県営事業負担金における

県営錦南部５期地区農道整備事業負担金で２９万３,０００円及び同地区における地域密着型農業基盤整備事業負担

金として３５０万円です。残土処分の運搬距離の増加に伴う工事費の増加分と、同地区の法面保護及び防草対策のた

めのモルタル吹きつけが行われることとなっております。 

 説明欄７９２、多面的機能支払交付金事業６７０万２,０００円の減額です。交付対象面積確定に伴う減額ですが、

資源向上支払の長寿命化分におきまして、およそ８５％の内示額であったため減額となります。 

 次に６目です、水田農業構造改革対策事業費１８節負担金補助及び交付金２６万７,０００円の減額です。歳入で

もありました水田産地化総合推進事業費補助金の交付額確定に伴う減額です。 

 次に、２項１目林業総務費、次のページをお願いいたします。３段目の１８節負担金の補助になります。７４万

１,０００円、内訳はいずれも歳入でありました竹たけのこ生産支援事業補助金１２万１,０００円、球磨川流域復興

基金交付金事業における令和２年７月豪雨被災者等支援交付金として、林業者の森林作業等自立復旧支援事業として

６６２万円となります。 

 少々飛びまして、７４、７５ページをお願いいたします。 

 下から２段目の１１款１項２目農業用施設災害復旧費２２節償還金利子及び割引料７２万２,０００円は、令和

４年台風１４号によって被災した農業用施設の災害復旧事業における補助金の返納金となります。 

 以上で、農林振興課を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  地域整備課関係を御説明します。 

 歳入からです。３２ページ、３３ページをお開きください。３段目です。 

 １３款２項２目土木費負担金１節道路橋梁費負担金２４６万２,０００円は、木綿葉大橋補修補強事業相良村負担

金１７５万９,０００円及び町道平野線道路改良事業あさぎり町負担金７０万３,０００円で、いずれも町で実施しま

す工事における各町村からの一部負担金となります。 

 次に、１５款１項２目１節公共土木施設災害復旧費負担金１,４３０万４,０００円は、本年７月の大雨により被災

した木上迫地区の町道野間迫線及び８月の台風１０号により被災した高原地区の町道野間高原線、一武山仁田地区の

志戸内川の災害復旧事業に係る国負担分となります。 

 次のページをお開きください。中ほどです。 

 ２項４目土木費国庫補助金１節社会資本整備総合交付金２,１００万円及び１０節道路メンテナンス事業補助

３７９万円は、内示予定額及び所要額を計上するものです。 

 歳入は以上です。 

 次に、歳出です。６４ページ、６５ページをお開きください。下段です。 

 ８款２項１目道路維持費３８１万６,０００円のうち、１０節需用費２１０万円は、道路維持に係る修繕費で、今

後の所要額を見込み増額補正するものです。 

 １４節工事請負費９０万円は、町道錦中央線に係る舗装の段差解消に伴う工事について増額補正するものです。 
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 １７節備品購入費１１万６,０００円は、道路維持及び安全確保等のため、ラバーポール等を設置する際にアン

カー打設をする必要があることから、削孔するためのハンマードリルを購入するものです。 

 １８節負担金補助及び交付金７０万円は、町道等支障木伐採補助金で、今後の見込額を補正するものです。 

 次に、２目道路新設改良費１４節工事請負費５,９１８万７,０００円は、町道平野線平野工区の道路改良事業

４,４００万円のほか、７件の側溝改修、舗装復旧事業、道路改良事業及び橋梁補修事業の増額分について追加補正

を行うものです。 

 次に、５目用悪水路費１４節工事請負費６５万円は、土屋地区排水路修繕工事について所要額を補正するものです。 

 次に、３項２目河川管理費１６節公有財産購入費減額の９万６,０００円は、志戸内川に係る用地購入分で、後で

説明します災害復旧事業費に組み替えるため減額するものです。 

 次に、５項１目住宅管理費１０節需用費６万７,０００円は、公営住宅に係る電気料金で、今後の不足見込額を計

上するものです。 

 次に、７４、７５ページをお開きください。最下段です。 

 １１款２項１目現年災害復旧費２,２０９万６,０００円のうち、１４節工事請負費２,１９０万円及び、次のペー

ジ、１６節の公有財産購入費１９万６,０００円は、志戸内川及び町道野間高原線の災害復旧に係る工事費及び用地

取得費について計上するものです。 

 一般会計は以上です。 

 次に、水道事業会計補正予算を御説明します。 

 別冊の水道事業会計補正予算書、２ページをお開きください。議案第８５号令和６年度錦町水道事業会計補正予算

（第３号）になります。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を計上しており、それぞれ収入で４８０万円、支出で４５９万５,０００円

を増額しております。 

 第３条では、資本的収入及び支出の補正を計上しており、それぞれ収入で３５０万円、支出で３７０万５,０００円

を増額しております。 

 次のページをお開きください。 

 第４条で、企業債の補正をしております。起債の限度額を２００万円から３５０万円増額し、５５０万円に変更し

ます。起債の目的及び方法、利率、償還の方法については変更ありません。内容は、久保宇野地区への配水管布設工

事分となります。 

 次に、補正の内容について、予算実施計画明細書により御説明します。 

 ９ページをお開きください。収益的収入です。 

 １款１項２目その他の営業収益２節加入金８０万円は、町水道への加入金４８件分です。内訳としては、久保宇野

地区で８件、建設予定の大東建託分で２６件、その他、今後の見込分１４件となります。 

 ３目１節受託工事収益１００万円は、県が実施する狩政地区の錦南部農道整備事業において、埋設されている本町

の水道管の基準となる深さが確保できず、保護工事をする必要があるため、その費用について、県から補償金として

支給されるものです。 

 ２項５目１節雑収益３００万円は、８月の落雷により、木上浄水場のテレメーターが被害を受けたため、修繕に係

る保険金を計上しております。 

 次に、収益的支出です。１０ページをお願いします。 
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 １款１項１目原水及び浄水費２２節修繕費３００万円は、先ほど申しました木上浄水場の落雷被害に対する修繕費

です。 

 ６目受託工事費１節工事請負費１００万円は、収入で申しました錦南部農道整備に係る町水道管の保護工事分を計

上しております。 

 次に、１１ページをお開きください。資本的収入です。 

 １款１項１目１節企業債３５０万円は、先ほど第４条企業債で説明したとおりです。 

 次に支出です。次のページをお願いします。 

 １款１項１目１節水道施設整備事業費３５０万円は、企業債で説明しました久保宇野地区の配水管布設に係る工事

費です。 

 ３目１節営業設備費２０万５,０００円は、止水栓購入に係る分で水道事業の固定資産に計上されるものとなりま

す。 

 次に、下水道事業会計補正予算を御説明します。 

 別冊の下水道事業会計補正予算書、２ページをお開きください。議案第８６号令和６年度錦町下水道事業会計補正

予算（第３号）になります。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を計上しており、それぞれ収入で８０万円の増額、支出で３３万３,０００円

の減額補正をしております。 

 第３条では、資本的収入及び支出の補正を計上しており、それぞれ収入で１,０８０万円、支出で１,１９３万

３,０００円を増額しております。 

 次のページをお開きください。 

 第４条で、企業債の補正をしております。起債の限度額を１,３４０万円から１,０８０万円増額し、２,４２０万

円に変更します。起債の目的及び方法、利率、償還の方法については変更ありません。内容は、県が行う流域下水道

建設事業の町負担金で、国の補正予算により浄化センター施設等の改築更新工事などを実施する予定となっており、

それに係る町の負担金分となります。 

 次に、補正の内容について、予算実施計画明細書により御説明します。 

 ８ページをお開きください。収益的収入です。 

 １款１項１目１節下水道使用料３０万円は、財源調整です。 

 ２項７目１節雑収益５０万円は、８月の落雷により、平岩マンホールポンプ場が被害を受けたため、修繕に係る保

険金を計上しております。 

 次に、収益的支出です。次のページをお開きください。 

 １款１項１目汚水管渠費２２節修繕費４４万円は、先ほど申しました平岩マンホールポンプ場の落雷被害による修

繕費、ほか所要額を追加補正するものです。 

 ２項３目１節その他雑支出、減額の１１３万３,０００円は消費税で、中間申告により当初見込額から減額を見込

み、現時点における不用額を減額するものです。 

 次に、１０ページをお願いします。資本的収入です。 

 １款１項１目１節企業債１,０８０万円は、先ほど第４条、企業債で説明したとおりです。 

 次に支出です。次のページをお開きください。 

 １款１項４目１節流域下水道建設負担金１,１９３万３,０００円は、企業債で説明したとおり、県が実施する流域
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下水道施設の改築、更新、工事等に係る町負担分です。 

 以上で、地域整備課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  教育振興課関係を御説明します。 

 歳出です。７０、７１ページをお願いします。 

 １０款２項１目学校管理費１４節工事請負費４５４万７,０００円は、一武小及び木上小学校における学校施設の

改修工事になります。一武小学校は、校舎及び校舎周辺において漏水が発生しているものの、場所の特定が困難であ

るため、水道管の切替工事を行い、漏水の解消を図るものです。木上小学校は、グラウンド東側の排水が悪く、学校

行事に支障を来すことから、排水対策工事を行うものです。 

 次に、下段になります。４項１目社会教育総務費２９２万５,０００円のうち３節職員手当等、時間外勤務手当

３８万７,０００円は、社会教育及び社会体育事業に係る今後の所要見込額を追加計上するものです。 

 次のページをお願いします。 

 １０節需用費、印刷製本費、減額１４７万５,０００円、次の１２節委託料２９７万円は、説明欄５４７番の町史

編さん事業費における町史第６巻の出版のためのデータ入力業務と印刷製本業務を一括して実施するための組替えに

なります。 

 同項２目青年会館費１０節需用費、光熱水費５万５,０００円、次の３目コミュニティーセンター費１０節需用費、

光熱水費７万３,０００円は、いずれも施設電気料の不足見込額になります。 

 同項４目図書館費１０５万４,０００円のうち、１０節需用費、光熱水費１８万１,０００円は、電気料の不足見込

額になります。 

 ５項２目体育施設費４５万３,０００円は、次のページをお願いします。国体記念球場トイレ照明修繕ほか２件分

の増額計上になります。 

 以上、教育振興課関係の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりました。 

 本案に対する質疑、採決は、１３日に行います。 

 ここで１０分ほど休憩します。休憩後は１１時１５分から開議します。 

午前11時06分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時15分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議案第８７号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１０、議案第８７号錦町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第８７号錦町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

 本案件につきましては、人事院及び熊本県人事委員会の勧告に準じ、一般職の職員の月例給及び賞与を引き上げる

ものでございます。 
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 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  議案つづり１２３ページをお願いします。議案第８７号錦町一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 今回の改正は、人事院及び熊本県人事委員会勧告に準じ、給与条例の一部を改正するものです。 

 改正の主な内容は、毎月の給料を特に若年層を重点的に引き上げるもの、６月と１２月に支給される期末手当と勤

勉手当をそれぞれ年額０.０５月分ずつ引き上げるものです。 

 それでは、新旧対照表で御説明いたします。新旧対照表の２ページをお開きください。 

 左の欄が改正後、右の欄が改正前となります。 

 まず、第８条の２は、初任給調整手当に関する規定ですが、医師・歯科医師の職員が対象で、本町にはおりません

ので、説明を割愛いたします。 

 次に、第１９条は、期末手当に関する規定となります。 

 第２項で、改正前の率は１００分の１２２.５ですが、改正後は１００分の１２７.５とし、年間１００分の５、

０.０５月分引き上げる改正となっております。 

 次に、第３項は、定年前再任用短時間勤務職員に対する規定で、改正後の率は、６月は１００分の６８.７５でそ

のまま、１２月は１００分の７１.２５とし、年間１００分の２.５、０.０２５月分引き上げる改正となります。 

 第２０条は、勤勉手当に関する規定となります。 

 ４ページをお開きください。 

 第２項、第１号で改正前の率は１００分の１０２.５ですが、改正後の率は６月は１００分の１０２.５でそのまま、

１２月は１００分の１０７.５とし、年間で１００分の５、０.０５月分引き上げる改正となります。 

 次の第２号では、定年前再任用短時間勤務職員の率を規定しています。改正後は、１００分の４８.７５でそのま

ま、１２月は１００分の５１.２５とし、年間１００分の２.５、０.０２５月分引き上げる改正となります。 

 別表第１は、行政職給料表となります。 

 給料月額に下線のある金額が改正する号給となりますが、今回は全号が改正対象となります。 

 左の欄、改正後の１級５号給の欄を御覧ください。この金額は、高校卒業程度新規採用職員の初任給となりますが、

１８万８,０００円となります。改正前の右側の表では、１６万６,６００円ですので、２万１,４００円の引上げと

なります。 

 議案つづり１４１ページをお開きください。 

 第２条では、第１条で改正した期末手当、勤勉手当の率を再度改正する内容となります。 

 第１条では、期末手当、勤勉手当、いずれも１２月分で率を引き上げましたが、第２条では、期末手当、勤勉手当、

いずれも６月と１２月で率を均等に調整する改正で、年間の引上げ率はいずれも同じです。 

 １４２ページをお開きください。 

 最後に附則として、第１条第１項では、施行期日を規定し、第１条、改正は公布の日から、第２条、改正は令和

７年４月１日から施行することとしております。 

 附則、第１条第２項では、第１条、改正については、令和６年４月１日から遡及適用することとしています。 

 附則、第２条では、給与の内払について、第３条では、条例の施行について、その他必要な事項は規則で定めるこ



- 18 - 

ととしています。 

 以上で、議案第８７号の説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第８７号錦町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとお

り可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８７号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．議案第８８号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１１、議案第８８号錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第８８号錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例でございます。 

 本案件につきましては、内閣府令により、小規模保育事業所における保育士等の配置基準が見直されたため、改め

るものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  １４３ページをお願いいたします。議案第８８号錦町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 令和６年３月に、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準の一

部を改正する内閣府令が公布されました。 

 これは、保育士・保育事業者の配置基準を見直すもので、利用定員が６人以上１９人以下の小規模保育事業所及び

事業所内保育事業所における配置基準を町の条例で定めていることから、今回の改正を行うものです。 

 なお、基準施行日は令和６年４月１日ですが、公布日から施行までの期間が短いことから一部改正府令の附則第

３項の規定で、施行日から１年間は条例改正を猶予する経過措置が定められているため、今回提案するものです。 

 新旧対照表で説明いたします。３２、３３ページをお願いします。 

 錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例中、第２９条及び第３１条中（３）満３歳以上満

４歳に満たない児童、おおむね「２０人につき１人」を「１５人につき１人」に、（４）満４歳以上の児童、おおむ

ね「３０人につき１人」を「２５人につき１人」に改めます。 
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 ３３、３４ページをお願いします。 

 第４４条及び第４７条中、（３）満３歳以上満４歳に満たない児童、おおむね「２０人につき１人」を「１５人に

つき１人」に、（４）満４歳以上の児童、おおむね「３０人につき１人」を「２５人につき１人」に改めます。 

 なお、この条例は公布の日から施行します。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第８８号錦町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８８号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第８９号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１２、議案第８９号大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約についてを議題としま

す。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第８９号大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約についてでございます。 

 本案件につきましては、地方自治法第９６条第１項第５号並びに錦町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定に基づき、令和６年第３回定例会において、工事請負契約に際しての議決をいただ

いたところでございますが、契約金額の変更が生じたため、今回提案をするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  議案第８９号大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約について御説明いたします。 

 １、契約の目的、大王原公園仮設団地改修工事。２、契約の方法、指名競争入札。３、契約金額、変更前、一金

９,７９０万円（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額８９０万円）、変更後、一金１億２５６万４,１６３円

（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額９３２万４,０１４円）。４、契約の相手方、住所、熊本県人吉市城本

町１０８８番地。商号又は名称、株式会社速永工務店。代表者氏名、代表取締役速永一郎。 

 今回の変更の主な要因としましては、屋外に備えつけられている物置・室外機について、改修工事の際、一時的に

移設する必要が出てきたこと、また、玄関鍵の交換について、当初は別途業務委託する予定でありましたが、工事内

での施工が費用を抑えられることから、シリンダー交換作業を追加で施工するものです。 

 以上で、説明を終わります。 
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○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第８９号大王原公園仮設団地改修工事請負変更契約については、原案のとおり可決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８９号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．議案第９０号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１３、議案第９０号林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事請負変更契約について

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第９０号林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事請負変更契約についてでございます。 

 本案件につきましては、令和５年第２回定例会において、工事請負契約に際しての議決をいただき、本年度へ繰り

越したところでございますが、契約金額の変更が生じたため、今回提案をするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  議案つづり１４５ページをお願いいたします。議案第９０号林道志戸内線第１・

２号箇所災害復旧工事について御説明いたします。 

 １、契約の目的、林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事。２、契約の方法、指名競争入札。３、契約金額、変

更前、一金７,２６０万円（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額６６０万円）、変更後、一金６,３７９万

６,５６４円（うち取引に係る消費税額及び地方消費税額５７９万９,６８７円）。４、契約の相手方、住所、熊本県

球磨郡錦町大字一武２１９２番地３３。商号又は名称、株式会社興陽建設。代表者氏名、代表取締役吉本陽一。 

 この工事につきましては、令和２年７月豪雨及び令和４年台風１４号により被災いたしました林道志戸内線の路肩

崩壊箇所、総延長１４３メートルの災害復旧工事でございます。 

 今回の減額の主な要因といたしましては、仮設工におきまして被災箇所の土砂を利用し、搬入土を最小限に留める

ことにより、運搬、盛土工、撤去工法等の数量が減り、減額となるものです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第９０号林道志戸内線第１・２号箇所災害復旧工事請負変更契約については、原案のとおり可

決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９０号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第９１号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１４、議案第９１号財産の取得について（追認）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第９１号財産の取得について（追認）でございます。 

 本案件につきましては、地方自治法第９６条第１項第８号並びに錦町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第３条の規定に基づき、予定価格７００万円以上の財産の取得については、議会の議決を経るべ

きところ、これを経ずして取得したため、議会の追認をお願いするものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  議案つづり１４６ページをお願いします。議案第９１号財産の取得（追認）につい

て、読み上げ説明の後、内容を御説明します。 

 １、取得の目的、教科用図書改定に伴い教師用として小学校で使用するため。２、取得した財産、小学校教師用図

書・指導書。３、契約の方法、随意契約。４、取得金額、一金２,１１３万８,６１４円（うち取引に係る消費税額及

び地方消費税額１８９万６,０００円）。５、契約日、令和６年３月２５日。６、契約の相手方、住所、熊本県人吉

市五日町５番地。名称、清藤書店。代表者、清藤宏六。 

 今回の追認議案につきましては、今年３月に教師用として小学校での授業に使用するための教科書等の書籍類を取

得する際に、地方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、本来

７００万円以上の財産の取得については、契約後の直近の議会において議決を経なければならなかったところですが、

その手続を経ず財産の取得を行っていたものです。 

 このことは、県内外の他自治体において同様に議決を経ずに教師用教科書等を購入した事案が報道されたことを受

け、本町の事案を確認したところ判明したものです。 

 今回判明した事案は、いずれも書籍等の消耗品の購入に係る契約であったため、消耗品が動産に含まれないと判断

し、議会の議決が必要ないものと誤認したことが原因であります。 

 認識の誤りとはいえ、行政運営上あってはならない事務処理を行っており、深く反省しております。今後において

は、このようなことが起きないよう、法令遵守の徹底のため研修を重ね、職員一人一人が適正な事務処理ができるよ

う取り組んでまいります。 

 このような事態を招きましたことに関し、議会議員の皆様をはじめ、町民の皆様にこの場を借りて深くおわび申し

上げますとともに、全体の奉仕者として自覚と責任を持ち、町民の皆様の信頼回復に取り組んでまいります。大変申



- 22 - 

し訳ございませんでした。 

 以上、説明を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第９１号財産の取得について（追認）は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９１号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第９２号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１５、議案第９２号熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第９２号熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更につ

いてでございます。 

 本案件につきましては、一部事務組合の構成団体である山鹿市が、令和７年３月３１日をもって、交通災害事務か

らの脱退の申出をされております。 

 一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更するためには、関係市町村議会の同文議決が必要となりま

すので、よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第９２号熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更については、

原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９２号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．議案第９３号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１６、議案第９３号人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部
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変更についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第９３号人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

でございます。 

 本案件につきましては、広域行政組合から人吉球磨観光地域づくり協議会への職員派遣が終了したことに伴い、組

合の共同処理する事務及びふるさと市町村圏基金に関する規約を改めるものでございます。 

 規約を変更するためには、関係市町村議会の同文議決が必要となりますので、よろしく御審議の上、御決定賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第９３号人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更については、原

案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９３号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第９４号 

日程第１８．議案第９５号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１７、議案第９４号錦町教育委員会委員の任命について及び日程第１８、議案第

９５号錦町教育委員会委員の任命についての２議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。森本町長。 

○町長（森本 完一君）  議案第９４号錦町教育委員会委員の任命について、議案第９５号錦町教育委員会委員の任命

についてでございます。 

 教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、

議会の同意を経て行うこととなっております。 

 現委員であります穂積景子氏は、平成２８年１２月に教育委員に就任をいただいて以来、現在２期目であり、令和

６年１２月２４日をもって任期満了となりますが、引き続き穂積氏を任命したく提案するものでございます。 

 もう一人は、前任者の任期満了に伴い、その後任に松田晃二氏を提案するものでございます。松田氏は、昭和

６０年４月に教職に就かれ、令和２年３月に相良南小の校長を退職されるまで、教職として３５年の経験をお持ちで

ございます。また、退職後も町内学校において講師や学校協同推進員として、今日まで教育に携われておられます。

教職者としての豊富な経験により、本町の教育行政を推進していただくものと確信をしております。 

 両氏とも、人格高潔にして教育・学術及び文化に関し識見高く、教育委員として最適任者でございますので、よろ

しく御審議の上、御同意賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 
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○議長（荒川 孝一君）  提案理由の説明が終わりましたので、本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決します。 

 お諮りします。議案第９４号錦町教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９４号は原案のとおり同意されました。 

 お諮りします。議案第９５号錦町教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第９５号は原案のとおり同意されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．陳情第１号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１９、陳情第１号農業委員会への女性登用に関する要請書についてを議題とします。 

 本件の内容は、お手元に配付してあるとおりです。内容からして、厚生文教経済常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．休会の件 

○議長（荒川 孝一君）  日程第２０、休会の件についてを議題とします。 

 明日１１日は各常任委員会のため休会としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、明日１１日は休会とすることに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（荒川 孝一君）  本日予定されました日程が全部終了しました。 

 これにて令和６年第４回錦町議会定例会１日目の会議を散会します。 

午前11時48分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和６年 第４回 錦 町 議 会 定 例 会 議 録 （第２号） 

招 集 年 月 日 令和６年１２月１０日 招 集 の 場 所 錦 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 及 び 宣 告 
開 議 

散 会 

令和６年１２月１２日 

令和６年１２月１２日 

午前１０時００分 
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  出 席 及 び 欠 席 議 員 
議 席 

氏     名 
議 席 

氏     名 
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凡 例  ４ 〃   早 田 和 彦    

   出        出席  ５ 〃   澤 田 眞 二    

   欠        欠席  ６ 〃   石 松 まゆ子    

  公 欠   公務欠席  ７ 〃   竹 田 農利人    

  ８ 〃   岡 田 武 志    

  ９ 〃   池 田 秀 晴    

会 議 録 署 名 議 員  ６     石 松 まゆ子  ７     竹 田 農利人 

職務のため議場に出席した者の職、氏名 議 会 事 務 局 長  蓑  田  和  也  

地 方 自 治 法 第 １ ２ １ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 説 明 の た め 出 席 し た 者 の 職 、 氏 名 

職 氏     名 職 氏     名 職 氏     名 

町  長 森 本 完 一 
住民福祉

課 長 
山 園 琢 磨 

農林振興 

課 長 
東  貴 志 

副 町 長 深 水 英 雄 
保険政策

課 長 
吉 田 誠 二 

地域整備 

課 長 
上 野 陽 一 

総務課長 有 瀬 耕 二 
健康増進

課 長 
吉 田 誠 二 

農業委員会

事務局長 
髙 波 昌 一 

教 育 長 毎  床  三 喜 男 税務課長 簑 田 俊 哉 
教育振興 

課 長 
尾 方 良 一 

会計管理者 白 川 裕 美 
企画観光

課 長 
岩 尾 和 文   

議 事 日 程   別紙のとおり 

会 議 に 付 し た 事 件   別紙のとおり 

会 議 の 経 過   別紙のとおり 
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議事日程 

  日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

  日程第１ 一般質問 

 

午前10時00分開議 

○議長（荒川 孝一君）  おはようございます。定刻となり、出席議員が定足数に達しておりますので、ただ今から令

和６年第４回錦町議会定例会３日目の会議を開きます。 

 なお、２番、丸小野聖一議員から、本日の会議を欠席する旨の届出がありましたので、報告します。 

 本日の日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１、ただ今から一般質問を行います。 

 質問の順序は、抽選により決定しております。 

 ４番、早田和彦議員、６番、石松まゆ子議員、５番、澤田眞二議員、９番、池田秀晴議員、８番、岡田武志議員、

３番、梶原誠二議員、１０番、金山民幸議員、１番、谷口一也議員、１２番、荒川孝一の順となっております。 

 本日は、４番、早田和彦議員、６番、石松まゆ子議員、５番、澤田眞二議員、９番、池田秀晴議員、８番、岡田武

志議員、３番、梶原誠二議員の予定です。 

 ４番、早田和彦議員の一般質問を許可します。４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  皆様、おはようございます。４番議員、早田和彦でございます。ただ今議長より質問

の許可を頂きましたので、令和６年第４回１２月錦町議会定例会一般質問を行います。 

 今回の質問では、事項１に、下水道受益者負担金制度について、事項２に、年収の壁による、税収入減少の影響に

ついて、事項３に、学童保育委託金についての３項目について通告をしております。 

 また本日は、寒い中にもかかわらず区長会の皆様、地域の皆様に議会傍聴に来ていただきましたことに深く御礼を

申し上げます。 

 それでは、これより質問席にて一般質問を行います。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。それでは質問事項の１、下水道受益者負担金制度について質問を行います。 

 私の自宅は浄化槽でありますので、下水道は来ておりませんので、この制度についてはちょっと理解をしておりま

せんでした。しかしながら地域のちょっと離れた地域のほうには下水道が来ておりますので、こういった負担金が発

生しておるということであります。そこで、下水道の整備から受益者負担金、支払い義務者、納付の方法等までを質

問してまいります。 

 質問の要旨の１、下水道の整備についてを質問いたします。 

 下水道工事本管整備から敷地内へ引き込む工事の流れについて質問をいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 
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 錦町の下水道事業は、熊本県と上・中球磨５ヶ町村が一体となり、球磨川上流流域下水道事業として整備され、錦

町においては、全体計画２２０ヘクタールの面的整備については平成２８年度に完了しており、現在の接続率は

７８.５％という状況です。下水道本管の整備は町で行い、工事を実施する区間の建物等の所有者へ接続意向調査を

実施し、接続意向のある方については、下水道本管から分岐して道路境界付近から１メートル以内の民地部分へ公共

ますを設置いたします。公共ますを設置しましたら、建物等の所有者がトイレ、お風呂などの宅内排水管を公共ます

へ接続することになります。 

 なお、接続意向のない方につきましては、公共ますについては設置しておりません。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。今、接続率７８.５％ということで聞きましたが、残りの２１.５％ほどの方は

どういった方々になりますか。お願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  接続率７８.５％につきましては、人口比での接続率となっております。戸数でい

きますと約６０％が接続率となります。これにつきましては、公共ますを設置しておりながら下水道に接続している

方になります。戸別にいきますと約６０％の方が接続されているということになります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。ただ今なるだけ詳しく説明をしていただきました。誠にありがとうございます。 

 下水道に関しては、本管、それから自宅内に引き込むときにはまた別途お金がかかるということでありますけども、

私のところは目の前に浄化センターはありますけど、下水道は来ておりませんで何でかなというところは前々から不

思議に思っておったところでございます。 

 それでは、質問の要旨の２、受益者負担金はどのような費用なのかについて質問をいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 道路など利用者が不特定多数の場合は、その建設費は全て公費で賄うことになりますが、下水道のように、施設の

整備によって特定の限られた人のみが利用し、利益を受ける場合には、その建設費の全てを公費、いわゆる税金で賄

うことは税の負担の公平を欠くことになります。このような場合、利益を受ける方々に建設費の一部を負担していた

だくことが、負担の公平という観点から適当であり、その理由で採用されるものが受益者負担金であり、本町は都市

計画事業はございませんので、地方自治法第２２４条に基づく受益者分担金を賦課することにしております。 

 また、税の公平性のほかに、下水道の整備によって特定の地域について環境が改善され、未整備地区に比べて利便

性、快適性が著しく向上し、結果として、当該地域の土地の資産価値が上がることもその理由にあります。 

 このように、本来であれば下水道が整備された区域にある土地、建物に対し、ひとしく分担金を課することになり

ますが、本町では接続意向のある方で公共ますを設置した方々に対し、分担金を賦課することとしております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。下水道は膨大な資金が必要になるということと、また特定の限られた人のみが

利益を受けるということから、建設費の全てを税金に賄うことは公平性に欠けるということで負担金を賦課させてい
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ただいているということでありますし、また環境が改善された土地の資産価値も上がるということですが、隣とうち

では価値が違うのかなというちょっと解せない部分もありますけど、通常であれば土地の面積に応じての負担金の割

合というようなことで伺っておりますが、その辺についてはまた後ほど伺いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、受益者負担金の支払いの義務者は誰になるのかということで伺いますが、通常であれば土地所有者、面

積に関わるんですが、それについてお尋ねをいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 支払い義務者、いわゆる受益者につきましては、ほかの自治体では土地所有者となっているところもございますが、

本町では排水区域内にある建物等の所有者を受益者ということで条例に定めております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。これ、私もちょっと調べましたけれども、ほとんどのところが土地の所有者に

賦課すると。そしてまた、なおかつ土地の面積に応じて金額が変わってくるということでありましたので、土地で計

算するとまあまあな金額になるかと思います。ところが本町では建築物、建物に対しての所有者に賦課していただく

ということであれば、当然土地よりも建物が狭いんで、非常に優しい計算方法で徴収をされているのかなというふう

に感じたところでした。よその自治体では必ず土地の広さに応じてなので、負担率、金額的には桁が１つも２つも変

わってくることもあるかと思います。ここは非常に評価したいところで、私も錦町の人はよその地区に比べても負担

が少なくていいのではないかなと感じたところです。そのような条例で定めてあるということで賦課をしていただく

ということでありますけども、それでは質問の要旨の４に行きます。 

 では納付の方法について伺います。 

 納付の方法は色々、月払いとかあるかもしれませんが、現状において納付の方法、それについて質問いたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 本町の場合、一般世帯につきましては、１戸当たり一律１３万円となっており、それを１年間で４期、それを５年

間２０回払いで納付することにしております。１期当たり６,５００円です。 

 なお、一括で納付することも可能となっており、令和３年度までは一括納付奨励金を交付しておりましたが、現在

その奨励金については廃止となっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。一括納付奨励金が以前はありましたけども、これは奨励金が廃止されたからと

いうことで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 奨励金につきましては、令和３年度まで交付しておりましたけれども、それ以降は廃止ということで交付はしてお

りません。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 
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○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。それでは最後に、下水道負担金制度についてですけども、最後の質問の要旨の

５に行きます。ここは一番重要なところかなと私感じているんですけど、下水道を使用しない場合、家の前まで本管

が来ておりまして、事情があって接続せずに既存の施設を使い続ける場合、やはりこの負担金というものが発生する

のかということと、また後で引き込む場合はどのようになるのかということについてお尋ねします。ただ、１番目の

答弁の中に地区的には受益者負担いただくということですけど、そこも含めたところで答弁をお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 本町では、下水道本管工事をする際に既設の浄化槽を使い続けることなどを理由に接続意向のなかった方が浄化槽

をそのまま使い続けることについては、特に制限をしておりません。 

 ただし、本町の場合は、先ほど申しましたように、接続意向のない方への公共ます設置は行っておりませんので、

後年になって下水道使用のため接続したいという場合には公共ますが設置されていない状況ですので、使用者本人が

公共ますを含めた接続工事を御負担いただくことにしております。 

 なお、使用されている浄化槽が単独浄化槽の場合は、トイレ排水のみを処理しており、台所排水や風呂場などの排

水は処理されておりません。河川の水質環境への影響を減らすためにも、整備区域内の方については下水道接続をお

願いしたいところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。まとめますと、工事区間の建物所有者は必ず負担金が発生するということと、

下水道が整備されていると資産価値が上がる、受益者負担金は接続しないでも発生する、意思がなかった場合は使用

者本人が公共ますを含めた接続工事を個人負担をしていただくということになるということでよろしいですよね。 

 また、未接続の方は、河川の水質を保つためにも是非つないでいただきたいということで答弁を頂きましたけども、

下水道については、今回の質問の中においても、資産価値も上がるし、河川汚染も防げるということで、非常に本管

整備が進んでおりますので是非つないでいただきたいと私もそのように思います。 

 また、今後とも重要な施設になりますので、親切丁寧な説明をお願いしまして、接続推進をお願いしたいと思いま

す。 

 それでは続きまして、質問事項の２に参ります。質問事項の２に年収の壁による、税収減少の影響についてという

ことで通告をしております。 

 先日、国のほうの今年度補正予算をめぐって３党が協力していくということで合意をされまして夕方ほどのニュー

スで出ましたけれども、その合意書の中では１０３万円の壁は１７８万円を目指して来年から引き上げると。ガソリ

ンの暫定税率は廃止するということを盛り込んで、補正予算の採決が多分今日されると思いますけれども、このよう

なことを踏まえまして質問をさせていただきます。 

 年収の壁による税収減少の影響についてですが、さきの衆議院選挙で大躍進をした政党が公約に掲げていましたが、

年収の壁の見直しであります。所得税の基礎控除、給与所得控除の水準を現行の１０３万円から１７８万円まで引き

上げ、住民税についても同様の措置を講じる。その場合、税収の減少額が国の試算では、７兆円から８兆円になると

国が試算しております。熊本県においてもそのような中、約４８０億円の減収ということで試算をしております。 

 そこで要旨の１になりますが、本町の税収入の予測金額について質問をいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  簑田税務課長。 
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○税務課長（簑田 俊哉君）  質問の要旨１、税収入減収の予測金額についてお答えいたします。 

 現在、国において、１０３万円の壁として、税制度について議論されていますが、内容についてはまだ確立されて

おらず、内容についても報道等のみの情報で、何ら分からない状況です。よって、質問の要旨１、税収入減収の予測

金額については分かりません。 

 以上、お答えいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。予測金額についてはまだ分からないと。当然今から段階的になるのか、一度に

１７８万円になるのかはまだ決まっておりませんけれども、しかしながら県においてはもう大体の試算が出ています

ので、減ることは間違いないとそういうふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  今朝の新聞にもございましたように、どのようになるかと。ただ、今朝の新聞は、政党間の

幹事長の合意ということでございます。共同通信社が１１月の１６、１７の両日に実施しました全国の電話調査で、

年収１０３万円を超えると所得税が発生する、年収の壁見直しへの賛成は約７０％であったと報じてございます。現

在、先ほど言いましたように、引上げ幅が争点となっておりますけれども、今朝の新聞のように、まだまだ分からな

い点ということでありますので、これを分からずにその議論をしてもどうしようもないと思っておりますので、今後

の答弁については控えさせていただきたいと思っております。 

 ただ、従来の住民税が３億６,０００万円ほどございますけれども、これがマイナスの場合については、既存の住

民サービスができなくなるということから、減収補痾の要望を国には強く要望してまいりたいと思っております。今

後、政府の動向というのをしっかりと注視をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。ただ今町長から全ての内容を含めていただいた答弁を頂きました。この後、質

問を続ける予定でありましたけれども、最後に強く要望をしていくということを頂きましたので、私がちょうど聞き

たかったのを全て言っていただきました。大分端折ってしまうことになりますけれども、とにかく地方をいじめてい

ただきたくないということで、もしこのような措置が出てきた場合には、やはり一般財源は大事ですので、そこはし

っかりと補痾要望をしていただきたいと思います。 

 ただ、一つだけ総務課長に伺いますが、地方交付税とかそういったことで自治体の減収が予想された場合、補痾の

ルールがあると思いますが、その件についてはちょっと説明を頂きたいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 地方交付税を算定する際のルールとしまして、例えば住民税だったら標準的な収入額といいますか、収入見込額の

７５％を基準財政収入額で見るということになっておりますので、その部分が減ることになれば地方交付税がその分

増額するというようなルールになっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。そういうルールがあったとしても油断はできないということであります。平成

１７年に当時の小泉総理大臣がおっしゃった、地方交付税は国税五税の一定割合が地方団体に法律上当然帰属すると
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いう意味でおっしゃっております。地方の固有財源であるとその当時に言っておられます。地方交付税、大事な部分

を減額されるようであれば、我々も協力しますけれども、町村会、知事会、共に手を握っていただいて財政の復活等

を、住民サービスが低下しないように是非お願いしたいところであります。 

 この質問事項の２につきましては、予定よりも短くなりましたけども、答弁いただきましたことに、そしてまた町

長の意気込みも確認できましたので、この辺についてはお礼を申し上げたいとそのように思います。 

 それでは続きまして、質問事項の３、学童保育の委託金について質問をいたします。 

 学童保育については、非常に重要な子ども支援策の一つとそのように私も考えておりますが、学童保育の目的・役

割は、共働き、ひとり親世帯の小学生の放課後、土曜日、長期の学校休業中は一日、長期については一日の生活を継

続的に保障することを通して、親の仕事と子育ての両立性を保障すること、そして成長期にある児童が安心して過ご

せる生活の場を提供するとともに、働く保護者をサポートする点にあるとそのように厚労省は言っている。そしてま

た重要な子育て支援策の、本町においても、一つだと考えております。 

 そこで伺います。質問の要旨の１、本町において、まず一般的な学童保育の利用時間、個人負担の利用金額につい

て伺います。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  利用時間と個人負担の金額についてお答えいたします。 

 放課後児童健全育成事業につきましては、町内４つの団体で事業運営がされております。 

 利用時間は、平日が、１５時から１８時までや１８時３０分まで、また１４時から１８時まで。長期休暇期間中は、

午前７時や７時３０分、または８時から１８時までとなっております。 

 利用料金は、団体ごとに月４,０００円から６,０００円、１日４００円から６００円です。 

 夏休み期間中は、月８,０００円から１万１,０００円と、金額に差がございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。私もこの前、学童をちょっと訪問させていただきましたけども、先生方も大変

だろうというふうにまず第一印象は感じまして、今、利用時間の話もされましたけれども、大体平日でいきますと、

年間１９８日、時間にしますと７４２時間ほど、土曜日が４９日、４５２時間ほど、長期休業日になりますと４７日

間の４５９時間、合計で２９７日、１,６５３時間の時間を使って学童保育で面倒を見ておられると。これ、学童保

育に預けるということでは、働くお父さんお母さん、そしてひとり親世帯につきましても非常に助かっておられると。

しかしながら、料金的にはこの金額になっておりますので、指導される先生方に関しては非常に厳しいんじゃないか

なと私はそう感じたところであります。 

 そこで、学童保育の委託金の内容とその支給時期について、まずお伺いをしたいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  お答えいたします。 

 委託金の基準は、児童福祉法に基づく事業で国が利用者負担の目安を示しているものとして、放課後児童クラブの

費用負担割合は、公費、利用者負担がそれぞれ５割という基準があります。この考え方で事業を委託しているところ

です。 

 また、委託金の支払い時期は、令和５年度事業分につきましては、令和６年４月に支払いをしています。 

 以上です。 
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○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。年に１回、４月に委託金の支払いをしているということですけれども、その年

に１回の支給においては、なかなか運営資金の谷間があるというふうに伺っておるところでございます。谷間がある

ということであれば、誰かがその分立て替えたりとかすることもあるやもしれません。 

 それでは、委託金については、本町の委託、その事業委託と内容等、他の自治体について違いがあるのか、または

同等なのかについて伺います。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  お答えいたします。 

 他自治体の状況につきましては、児童数や指導員の数、利用料、開所日数、開所時間も個別のクラブごとに異なる

ことから、国庫補助基準額内でそれぞれの市町村の考え方で支出をしております。 

 錦町では、先ほど述べましたとおり、公費、利用者負担がそれぞれ５割という基準で事業委託を支出しているとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。国庫補助基準ということでほかの自治体もやっているんだろうと私も思ってお

りますが、そこで違いがあれば、これはまた問題なので、是非基準を守りながら健全な事業委託をしていただきたい

と思います。ただ、運営資金、運転資金に関しましては、やはり厳しい状況が続いている、これは事実であります。

例えば４月に１回、事業決定で支払う金額を前払い、つまりは概算払いをしていただくならばその運営資金の谷間が

解消できるんじゃないかとそのように考えておりますけれども、その概算払いでできるかどうか、まず質問をいたし

ます。 

○議長（荒川 孝一君）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  お答えいたします。 

 議員御質問の件につきましては、契約に基づき概算払いで支払うことは可能です。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田議員。 

○議員（４番 早田 和彦君）  ４番。是非この概算払い、これはやっていただきたいとそのように思います。本町も

子ども支援策の一つとしておりますので、そういった預かっていただける方にやはり御迷惑はかけられないと。そこ

でやっぱり運転資金等の谷間がないように、これからも安心して、そして安全な学童にしていただきたいなと思いま

すので、是非これは達成していただきたいなとそのように思います。 

 一応通告しておりました質問は全てでありますけども、質問要旨の２で大分時間が余りましたので、これで質問を

終わりたいと思いますが、今後も年収の壁、税収については注目していかないといけないとそのように考えます。そ

してまた、弱小な地方自治体をやっぱりいじめてもらっちゃ困るというところで、是非、議会も執行部も力を合わせ

て要望していきたいとそのように考えております。是非とも注視していかなければならない案件でございますけれど

も、またそのときになれば議会と執行部と協力していきたいと、いかなければならないと思いますので、またよろし

くお願いします。 

 大分、今回については時間が余ってしまいましたけれども、重要な質問だと思っておりましたので、通告をさせて

いただいたところであります。 
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 それではこれで私の質問を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  ４番、早田和彦議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  ここで石松議員にお伺いします。予定時間より多少早くなりますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  それでは、ここで休憩します。休憩後は午前１０時４５分から開議します。 

午前10時33分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時45分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ６番、石松まゆ子議員の一般質問を許可します。６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。皆様、こんにちは。６番議員の石松まゆ子でございます。議長のお許しを頂

きましたので、通告書に従い、一般質問をさせていただきます。 

 本日は、大変お忙しい中に傍聴いただき、誠にありがとうございます。また、あいねっと放送をお聞きの皆様に心

より感謝申し上げます。 

 今年の１０月２７日、国政選挙の衆院選が行われました。一票の格差をなくすため、人口の多い地域の議席を増や

し、少ない地域を減らす１０増１０減を含め、２５都道府県、１４０選挙区で区割りが変更され、新たな区割りが導

入されて行われました。区割変更で一票の重みは均衡していきますが、都市部と比べて人口の少ない地方は議席が減

るところであります。地域を代表する議員が少なくなれば、農業問題にしても、私たちの声にしても、国政に届くだ

ろうかなと思いながら選挙に行ったところであります。今回、石破内閣にて、地方創生で地方を回る推進や改正食

料・農業・農村基本法に基づく新たな基本計画を策定し、農林水産業の収益力向上の実現を通した農業・農村の所得

増大を進めるとされておりますので、非常に期待をしているところであります。 

 今回の一般質問通告書には、農業の振興と福祉に関わる２項目を掲げております。 

 １つ目は、農業の振興について。 

 １、錦町の現状について。 

 ２、担い手の減少をどのように捉え、対策を講じていくのか。 

 ３、地方創生１０年の取組と成果。 

 ４、農業への取組は。 

 ５、今後の農業への交付金活用について。 

 ６、農業所得向上に向けた企業との連携は。 

 ７、ミシマサイコの産地維持に向けた取組はについて。 

 ２つ目、帯状疱疹について。 

 １、帯状疱疹ワクチンに対しての町の考えと認識について。 

 ２、帯状疱疹ワクチン接種の助成の考えはについて質問をいたします。 

 まず、登壇席より１項目を質疑し、ほかは質問席より順次質疑させていただきます。 

 農業の現状についてお尋ねいたします。 

 錦町の基幹産業は農業であります。町の発展には、農業が元気でなければなりません。しかし農業を取り巻く状況



- 34 - 

は年々変化しておりますし、今年は夏の記録的高温などによって色々な作物に影響があったところであります。農畜

産物の生産出荷量が減りまして、生産現場では収量や品質が落ちて、収益の確保ができず大変だったと聞いておりま

す。また、近年の課題であります担い手の減少や高齢化の問題、中山間地域における農地の問題、耕作放棄地の問題、

鳥獣害対策の問題など多くの課題が山積する中、肥料、飼料、燃料、資材などの物価高騰にもかかわらず出荷価格の

形成ができていないのが今の農業の現状であります。全国では、農家は赤字が出て農業を辞める人が多く、新聞に、

２０３０年には経営体半減、これにより２０年前と比べ９２万ヘクタールが耕作されないということであります。こ

のように農業の継続や生活、経済活動の影響が危惧されております。 

 そこで錦町の現状について、まずお尋ねをいたします。農業経営体数、耕地面積、主要農産物、認定農業者数、総

農家数、そして基幹的農業従事者の平均的年齢、５年間の新規就農者数の推移と定着状況について、まずお尋ねいた

します。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  お答えいたします。 

 主に令和２年農林業センサス調査結果になりますが、当町における経営体数は５７１戸、耕地面積は、田が

１,２００ヘクタール、畑が３５３ヘクタールです。 

 主要農産物につきましては、水稲、葉たばこ、茶、畜産、ミシマサイコ、果樹であります。 

 認定農業者数が１２２名で、総農家数は７７８戸。基幹的農業従事者数は８１７人で、６５歳以上が６５.７％を

占めております。 

 過去５年間の新規就農者数につきましては、令和２年度１０名、令和３年度６名、令和４年度１２名、令和５年度

４名、令和６年度３名で、平均年齢は３０.３歳となっております。 

 青年就農給付金としてスタートいたしました農業次世代人材投資事業につきましては、平成２４年からこれまで

３４経営体、４２名の方が給付を受け、就農されておりますが、定着状況といたしましては、２経営体の方が離農さ

れておられます。 

 一方、平成３０年度から町単独事業としてスタートいたしました農業担い手支援給付事業につきましては、これま

で２１経営体、２１名の方が給付金を受け、就農されて、定着状況といたしましては、１経営体の方が受給中に離農

され、給付が終了しております。合わせますと定着率は９４％となります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 

 今答弁を頂きましたが、少しは私もちょっと数字的に違うところもあるかと思いますけれども、私が人吉球磨の全

体の農林業センサスの中で調べてみますと、総農家数も３０年前に比べて、錦町でも１,７６６戸あったのが、令和

２年には８８５、約４５％が減少になっているところであります。 

 また、基幹的農業者数にしても、１,１５３人がいらっしゃったんですけれども、８１７人と、２０年前からする

と４０％が減少しております。私が農業委員をしていた頃は、６５歳以上の農業者が４１.４％ぐらいでございまし

たけれども、今課長の答弁の中にもありましたように、２０２０年の農林業センサスでは、６５歳以上の方が

６５.７％というデータがあります。これは錦町だけの問題ではないと思いますけれども、担い手の減少とともに、

いかに高齢化が進んでいるのかということが分かると思います。 

 また、新規就農者の推移の定着状況も答弁いただきましたけれども、錦町は本当に国の事業を含め、錦町独自の担
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い手支援給付事業も開始を頂いて、活用していただきまして若い担い手の育成にも非常に頑張っていただいておると

ころでございますが、しかし、今答弁のあったように、令和３年以降は新規就農者数が減少していると思っておりま

す。農業は、考えてみてください、私たちが生きていくための根源的に必要なことでありまして、食物を本当に作り

出す重要な産業だと思っております。地域農業の持続的発展を図るためには、担い手の確保育成が重要になると考え

ます。それには、認定農業者、認定新規就農者の確保育成が鍵になってくるんではないかなと私は思っております。

前回、担い手の確保をするためには新規就農者の所得増や安定的な経営確立が必要でありますし、持続可能な経営体

に成長してもらうためには、地域のサポートが欠かせない。それには、より経営に重点を置いた専門かつ長期にわた

るサポートチームによる伴走的な支援をしていく必要があると思います。町はどのように考えているかという質問を

したことがありましたけれども、その中でやはり先輩農業者を含む体制の整備が求められておりますので、それをし

ながら県、ＪＡ、農業委員のチームの中にその方たちが入っていただいてアドバイスをして進めるという答弁を頂き

ましたけれども、それが進んでいるのか。 

 また、農家の経営継承に対して最大１００万円を支援する事業がありましたけれども、経営継承・発展事業の取組

についてもどのように考えているかという質問を前にしたことがありましたけれども、その質問の答弁の中に、国と

地方が一体となって担い手を確保し、農地を守っていく施業でありますので、当然取り組んでいかなければならない

事業と考えるという答弁でございましたが、それはどのようになっているのか。 

 また、錦町ではこのような担い手の減少をどのように捉え、対策を講じていくのか。この３点について、町の見解

をお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  まず、１点目の担い手の減少についてお答えいたします。 

 先ほどの答弁と重複する部分がございますが、町の担い手支援給付事業につきましては、本年度３名の方に給付を

しております。制度開始の平成３０年度から延べ２１名に給付の実績がございますが、今後、高齢化が進み、農業者

数が減少していくこと、人口減少に伴い新規就農者数も減っている状況は紛れもない事実だと受け止めています。人

吉球磨の人口も減少していることから、親元就農をはじめとした親族内での継承や、非農家出身の新規就農者はほと

んど見込めない状況にあり、ゼロから農業を始めるには相応の初期投資が必要であることも新規就農の壁になってい

るのかと推察いたします。 

 ２点目のサポート体制についてお答えをいたします。 

 定着のためのサポート体制としましては、経営、技術、資金、農地の分野から県、ＪＡ、農業委員さんで構成され

るチームに加え、その新規就農者の同業者の先輩農業者をサポート体制に含めて対応を行っております。同業者の先

輩農業者に対しては、積極的にきめ細やかな技術指導を受けられているようです。県、ＪＡ、農業委員さんに対して

サポートを求められることは少ない状況でありますが、個人が特定されて詳しくは言えませんが、技術指導を受ける

ために町外の農業者へのあっせんなどの実績はございます。 

 次に３つ目の、経営継承についてお答えいたします。 

 令和３年度から経営継承・発展等支援事業として農家の経営継承に対し最大１００万円を支援する取組があります

が、これは地域の中心的な経営体の後継者が経営発展に向けた計画を作成して継承した場合、経営継承時に１００万

円を交付する内容でございますが、経営継承の形態は親子間、第三者間の継承かは問われません。令和３年度以降で

担い手支援給付事業に申請された方には、この制度の御案内を行ってきておりますが、販路の開拓、農業生産管理工

程の認証取得、新品種の導入、営農の省力化、デジタル技術の活用、経営管理の高度化などといった計画を策定する
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必要があり、この制度活用を希望される方がいなかったのが現状です。このような状況から、後継者のいない経営体

をターゲットとして、経営資産の移譲と営農指導を含めた第三者継承を行うため、全国の就農希望者と経営移譲者を

マッチングする事業を進めておりますが、これは農業だけでなく、商工業も含めた事業継承事業として企画観光課と

連携して進めたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 

 今答弁を頂きましたが、同業者等の支援というのは、非常に相談があっているということを今答弁頂きましたけれ

ども、やはり私は、この農業委員も農地関係は非常に詳しく勉強しておりますし、県も技術指導とかそういうのも非

常に進んでおります。またＪＡ関係も、資材関係とか農薬関係、いろんな相談ができると思いますので、これは農業

者の方と一緒に、ＪＡ、県、農業委員会が連携してフォローする体制というのは非常に私は大切になってくると思い

ますので、これは是非進めていただきたいなと思っているところでございます。 

 また、経営発展事業もなかなか活用できなかったということでございましたけれども、この経営継承というのは、

農業を守るためにも、担い手をつくるためにも大事になってくると思いますので、是非進めていただきたいなと思っ

ております。 

 それに、この間、１１月２８日に、三重県の南伊勢町から錦町に、子育ての支援が非常に錦町は進んでおりますの

で、そういう研修とか、観光の振興について、観光にも今非常に錦町は力を入れておりますので、そういうところの

研修と、スマート農業にも非常に錦町は取り組んでおりますので、そういうところの研修を１７名、議員さんと事務

局と来られて、非常に熱心に聞いておられるなと思ったんですけれども、そこが二、三日前にテレビに出ておりまし

た。そこでは経営継承・発展事業、経営継承が日本一ということをテレビであっておりましたけれども、先ほど課長

が言われたように、商工業も含めた事業継承として企画観光課と連携して進めたいということを言われましたけれど

も、やはりそこも同業者じゃなくて、自動車産業とそれと養鶏場を継承されていたことをテレビでやっておりました

けれども、やはりいろんな人たちとの継承というのは大事になってくると思いますので、三重県の南伊勢町が経営継

承が１位ということですので、是非研修でも行っていただいてそういうのを活用していただければと私は思っており

ます。 

 また、就農支援にしても、親元就農というのは今までは親と異なる品目を作らなければならなかったんですけれど

も、今回、親元就農とか、第三者継承で農業を始める人にも同じ次世代交付金事業を交付するということが決まりま

した。その代わり親元就農は経営をバージョンアップをするとこの国の事業に乗るということでございますので、資

金としては錦町の就農支援事業も７５万円ということに非常に助かっておりますけれども、この国の事業は１５０万

円でございますので、できればそちらのほうに乗せていただいて進めていただければ、国の事業を活用していただけ

ればまた非常に農業の振興にもつながると思いますので、是非提案として国の事業を大いに活用していただきたいな

と思っているところでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、地方創生の１０年の取組と成果についてお尋ねをいたします。 

 前回一般質問の中で、安心して営農ができる対策として、地方創生臨時交付金を活用して資材とか肥料とか、物価

高騰を受けた農家に特に畜産農家の支援をお願いをしたところ、温かい手を差し伸べていただきました。この場をお

借りいたしまして本当にお礼を申し上げます。この地方創生の交付金については、前回の答弁の中でもありましたけ

れども、学校給食の補助とか、プレミアム商品券、にぎわい商品券事業、コロナ感染防止対策事業などを実施したと
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ありましたが、この地方創生の取組が始まってから今１０年と聞いております。地方が抱える課題は地域ごとに様々

ある中、この地方創生推進に当たっては、それぞれの自治体が主体的に行う創意工夫の取組を国が後押しをすること

が基本となっているようでございますが、この地方創生１０年での交付金はどのように配分し、取り組んできたのか。

その取組の内容と成果についてお尋ねをいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  質問の要旨３、地方創生１０年の取組と成果についてお答えいたします。 

 地方創生推進交付金の活用につきましては、平成２６年度から令和５年度の１０年間で１５７事業、総事業費

２１億７,４６２万８,１８９円で、うち交付金充当経費としまして１４億９,７４２万２,８４３円となっております。 

 内訳としましては６つございまして、まず、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）、こ

ちらが平成２６年・２７年度で５事業の５,３００万２,６８４円です。 

 次に、地方創生推進交付金、こちらは今名称もちょっと変わっておりますので、平成２８年度から令和５年度まで

ですけれども、１９事業で３億７,９８８万７,９００円です。 

 次に、地方創生拠点整備交付金、こちらが平成２９年度から令和２年度ですけれども、４事業で４億７,６７９万

３,２１３円です。 

 次に、新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金、こちらの交付金は１００％充当できたものですけれども、令和

２年度から令和５年度までで１２１事業、９億５０６万５,３１０円です。 

 次に、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、こちらは令和５年度ですけれども、４事業で１億３,８２０万

９,８９７円です。 

 最後に、デジタル田園都市国家構想交付金のデジタル実装タイプ、こちらは令和４年度と令和５年度ですけれども、

４事業で２億２,１６６万９,１８５円となっております。 

 御質問の成果といたしましては、まず、観光振興関連におきまして、人吉海軍航空基地資料館の整備、教育・子育

て支援関連におきまして、小中学校のＩＣＴ整備、タブレット等ですね、と学校給食費の補助、テニスコートの改修、

あとＡＬＴの増員。このほか、先ほど質問議員もおっしゃいましたが、全世帯の商品券、またプレミアム付きの商品

券と農業・食品産業強化対策整備交付金、あとあいねっとのＩＰ告知端末を今回タブレットに更新した事業と、あと

近年の物価高騰対策など、幅広い分野で交付金活用ができたところです。これによりまして、観光入込客数の増加や

子育て世代の方々、或いは物価高騰の影響を受けておられる事業者の方々、あと住民の皆様の一助になったものと捉

えているところです。 

 今後におきましても、地方創生関連の交付金に関しましては、課の連携を密にし、それぞれ知恵を出し合い、自主

財源も勘案しながらになりますが、積極的に活用しなければならないと考えているところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 

 今、取組、交付額の配分などを答弁を頂きましたが、これは窓口が企画観光課になっているようでございますが、

この各課にはこの情報を伝えていらっしゃるのか、ちょっとだけ教えていただければと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 各課に関して情報をということですけれども、随時これまで流してきておったところです。特に令和２年度からの
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新型コロナの臨時交付金に関しましては、１００％充当できるということで、その際も県からの前任の派遣職員が担

当してくれておりましたので、各課から様々な人の出入りがあったと記憶しているところです。これまでの発信の仕

方が足りないというような声も昨日伺ったところですので、その辺深く反省しまして、今後におきましては、まず、

まさに今日午後４時から、国がこのたび追加で発表しました重点支援地方交付金の……。（発言する者あり） 

○議長（荒川 孝一君）  よろしいですか。６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  すいません。ありがとうございました。ちょっと時間の都合でどうかなと思ったも

のですから、そこのところを聞いたところでございます。 

 配分の内容については、非常に分かりやすく答弁を頂きましたので分かったところでございますが、私は、この各

課に伝えているということを聞きましたけれども、各課も、今町長は非常に財源がない、財源がないということで町

も厳しかぞとよく言われますので、各課とも自分たちから少しでもこの国の事業に手を挙げていただいて、少しでも

この国の事業を活用していただければと、心がけていただきたいなということを提案したいと思っております。今回、

国は地方創生に取り組む自治体に配分するデジタル田園都市国家構想交付金を新しい地方経済・生活環境創生交付金

として交付額を倍増して前倒しで取り組むとされております。地方創生を目指す上でも、この農業というのは絶対に

無視することはできないと私は思っております。地方創生に取り組む配分の中で農業への取組と成果、また、錦町の

農業を守り発展させていくためには、今後の農業への取組について町の見解をお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  質問の要旨４、農業への取組はということで回答させていただきます。 

 先ほど企画観光課長の答弁がありましたが、地方創生推進交付金の農業への活用につきましては、比較的活用の自

由度が高い新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金において、令和２年度から令和５年度にかけて、

１４事業、デジタル田園都市国家構想交付金において、１事業で、総事業費は約１億５,０００万円を活用させてい

ただいております。 

 この１５事業の中で、主要な取組は、令和２年度に実施したＪＡくま茶工場の再編になります。町負担として地方

創生臨時交付金を活用し、７,５５３万８,０００円を交付しております。その効果は、再編を行うことにより、茶栽

培面積の保持拡大、生産者の茶工場利用の増加に伴う安定した生葉の買取り、製品の販売を行い、生産者の経営安定

につながっております。 

 本交付金では、町長のマニフェストでもありますスマート農業の推進にも活用しており、令和４年度にロボット草

刈り機など、スマート農業推進協議会で導入し、実証実験を行って、本年度が最終年度となります。事業費５９０万

３,０００円のうち、交付金を２分の１充当しており、特にロボット草刈り機については、労働力の軽減及び労働時

間の短縮の効果があり、現在は町内で１６台が稼働しております。利用者からは、草を刈る作業が要らなくなった分

ほかの作業に当てられたり、休むこともできているなどの声を頂いているところです。 

 また、同年、畜産の飼料が高騰し、畜産農家の経営継続が非常に厳しい状況であったため、畜産農家へ頭数に応じ

総額４,７３８万円の支援金を１０７経営体へ交付しました。本対策を講じていなければ、最悪は畜産農家が廃業し、

堆肥が不足することにより耕畜連携のバランスが崩れ、耕種農家への影響にも波及するため、全農家に影響があった

のではと思われます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 
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 非常に農業関係にも１億５,０００万円ほど、今答弁にありましたように、組んでいただきました。しかし、先ほ

ど企画観光課の課長が言われたように、１５７事業のうち１５事業ということでございますが、私としては、錦町の

基幹産業である農業にもできれば持続的な支援をしていただきたいなと思っておりますので、そこで、今後の農業へ

の交付金活用についてお尋ねをするところでありますが、先日、畜産振興ふれあい祭りに行ったところでございます。

そこに畜産農家の声でございますが、飼料も高止まり、資材も機械も上がる一方、それに子牛の値段が６０万円から

４０万円ぐらいになったと、とてもやっていけないということで、このままでは畜産農家も廃業せんといかんなとい

うことで離農も考えているという、そんな声が聞かれました。私、前にも言いましたけれども、飼料用米とかＷＣＳ

の活用推進をして、耕畜連携による循環型の農業というのを確立しなければ、畜産農家はもとより、耕種農家、稲を

作ったりしている農家も非常に影響があると。経営もやっていけない、農地も守れないということで、畜産農家を守

るためにも是非その農家を守るためにも畜産農家の支援をということで前回お願いをいたしましたところ、本当に町

長も国県の制度をこの交付金が出た段階で早めに予算をつけて活用すると言われまして、前回の４,７００万円の交

付金を組んでいただいたものと思っているところでございますが、今回、国が新しい交付金、地方経済・生活環境創

生交付金を倍増して前倒して地方創生を取り組むとされておりますが、町長は今後農業への交付金活用について、ど

のように考えておられるのか、町長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  国が新たに掲げる、質問議員おっしゃいました、地方経済・生活環境創生交付金、これは交

付金を倍増しながら、そして前倒して取り組むというようなことのようでございます。利用の自由度を上げ、農業の

生産性の向上や高付加価値化の表記はございますけれども、まだどのような制度になるかというのはよく分かってご

ざいません。しっかりと注視をしていく必要があると思っております。自由度が高いということでありますので、日

頃、一般財源等で対応できないような、より効果的な支援内容を事前にしっかりと検討していく必要があると思って

おります。そして照会があった場合について、すぐ対応ができると、そのような準備をしていきたいと思ってござい

ます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。本当に前向きな答弁、誠にありがとうございます。私も、国の対策とともに、

地方創生交付金などを活用して、錦町でできる対策は是非早めにしていただきたいと思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 次に、農業所得向上に向けた企業との連携についてお尋ねをいたします。 

 今回、錦町議会議員研修が１０月１５日から１７日までありましたので、行ってまいりましたが、その中でツムラ

の本社、２日目に茨城のツムラの工場を球磨郡のミシマサイコの生産者と一緒に視察研修をすることができ、生産者

が抱えている問題を知ることができましたし、ミシマサイコの将来性について、ツムラの会社の話を聞くことができ

たところであります。 

 このミシマサイコの導入については、１４年前にあさぎり町の前町長と森本町長が、特徴的な農産物の産地化が図

れないか、産地化に向けて動かれたと聞いているところでございます。生産者の方も、企業との連携は、全量買い上

げ、価格は設定されていることにより、安定した所得向上につながっていると非常に喜んでいらっしゃるところでご

ざいます。私の会社も、大手の企業との連携をして農業経営をやっておりますが、良い品物を作れば利益に非常につ

ながると思っております。私は、農業経営の一つとして、このような企業との連携は必要と考えますが、町としては
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どのように考えていらっしゃるのか、お尋ねをいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  質問の要旨の６、所得向上に向けた企業との連携についてお答えいたします。 

 ミシマサイコに限った話ではなく、農業全般にわたる話でございますが、契約栽培の最大のメリットは、豊作時に

市場価格が下がった場合においても、あらかじめ価格を決めた上で契約するので、市場価格に左右されず、定額で買

い取ってもらえることだと思っております。品質基準は厳しいものがあるのかもしれませんが、いいものを作れば、

一定量は必ず買い取ってもらえるため、収入面でも結果が見えるので、契約農家の方のモチベーションの向上にも期

待することができ、さらに収益が期待できるものと思われます。 

 また、企業次第では栽培手法などのサポートや資材提供が受けられる場合が多いと聞いており、より安定的な経営

が見込めるのではないかと考えます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。非常に前向きな答弁をありがとうございました。私も、産地化することや良

い品物を作ることによって、会社に対して、自分たちの希望価格、これが価格転嫁なんですけれども、ができますし、

生産に対していろんな意見を言える立場になりまして同じテーブルに着くことができるんじゃないかなと思います。

そうなれば安定した経営につなげることができると思っているところでございます。産地化を進めて契約栽培を定着

するということを是非進めていってほしいと思っているところでございます。 

 次に、次世代につなぐ担い手の確保と育成という中で、このミシマサイコの産地維持に向けた取組についてお尋ね

をいたします。 

 球磨郡のミシマサイコの生産者と一緒に視察する中、くま薬草生産組合から、生産者のアンケートを実施されてお

られました。それを基に会社と意見交換会をすることができました。また、生産者とも意見交換会をする中で、良い

品物を作れば高収入が期待できるし栽培面積を拡大したいが、根を掘り取るトラクターやビーンハーベスター、また

は根洗浄機が、収穫するときみんなが同時になるのでなかなか使えないと。今、あさぎり町の深田にありますけれど

も、薬草合同会社にしかないそうでございますので、錦町でも是非、根の洗浄機や摘芯機の支援をしてほしいという

声がその交換会をするときに聞かれました。また、私もいろんなミシマサイコを作っておられる農家の方を６件ほど

回らせていただきましたが、そういう声が多く聞かれたところでございます。新規就農者の方も増えているというこ

とでございますので、この担い手を増やすためにも機械の補助の支援をしていただき、産地維持に向けた取組も必要

かと考えますが、町の考えをお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  産地維持に向けた取組についてお答えいたします。 

 日本漢方生薬製剤協会によりますと、令和２年度の国内の生薬使用量は、年間２万７,９９７トンで、このうち中

国産が８割を占めているとのことです。 

 錦町におけるミシマサイコの栽培の状況としては、２３名の薬草生産部会員がおられまして、栽培面積は約１１ヘ

クタールとなっております。人吉球磨地域における栽培面積は約９３ヘクタールで、目標は１００ヘクタールだと伺

っております。まだまだ成長が望める分野でありますので、担い手の増加を目指し、普及啓発に努めたいと思ってお

ります。 

 また、農業全般にわたり資材や燃料などが高い水準で推移しておりますので、地方経済・生活環境創生交付金を活
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用するなどして、何が有効的な支援なのかを精査して対応していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。非常に、前向きな答弁をありがとうございました。 

 ツムラと薬草会社との連携もしていただいておりますけれども、生産基盤の整備というのも非常に大事になってく

ると思いますので、そういうことを進めていただきまして、就農定着に向けた支援をお願いをいたすところでござい

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ここでですね、町長。町長が持ってこられましたこのミシマサイコでございますけれども、町長の考えをですね、

どういうふうに進めていかれるのか、もし、いろんな思いがありましたら、是非、一言よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  収益そのものは、収量そのものが反当たり７０万円、本年の場合です。まあ、いろんな経費

を引いて、収益が反当たり５０万円というお話を伺っております。そういうことを考え合わせますと、他の作物より

もですね、本当に高い収益率といいますか、これがあるだろうと思っております。 

 ただ、やっぱり難題は、労働力というですかね、これが非常に要るということでありますので、機械でできるもの

については機械力を使用していくということが重要だなと思っております。 

 あさぎり町の方が、こう言われました。あさぎり町が面積の多いものですから、錦町のシルバー人材の方を利用す

ると。錦町のシルバー人材の方は非常に、球磨弁でいう「がまだしもん」ということで非常に重宝がられて、この錦

町の方を利用していただくと。 

 要は、先ほど言いましたように、どうにか機械力をできれば、機械力でしたほうがいいわけでございますので、そ

このところは今後、部会の方としっかりと調整しながら、必要な分についてはしっかりと対応していこうと思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  非常に前向きな答弁ありがとうございました。是非、考えていただきまして、助成

のほうをよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、帯状疱疹についてお尋ねいたします。 

 帯状疱疹ワクチンに対して、町の考えと認識についてお尋ねをいたします。 

 私の周りで、帯状疱疹にかかったという人がたくさんおられますし、今、高齢者の間で深刻な問題になっていると

聞いております。また、私の周りで、何で錦町はそのワクチンに対しての助成はないのかということをよく聞かれる

ようになりました。本当に社会的に関心が高まっているんじゃないかなと思っているところであります。 

 この「帯状疱疹」とは、体内に沈む水痘・帯状疱疹ウイルスが活性化されて起こる皮膚の疾患で、子どもの頃治療

した水ぼうそうのウイルスが、加齢など、免疫力の低下によって再発する病気で、水ぼうそうの経験がある人ならば、

誰でもなり得る可能性があるそうでございます。日本人の成人の９０％以上は水痘抗体保有者であると言われており

ます。加齢、疲労、ストレスなど免疫力の低下が発症の原因だそうでございます。８０歳までに３人に１人が帯状疱

疹を発症すると言われ、かかった人の２割程度の方が、神経の損傷によってその後も痛みが続き、できる箇所によっ

ては、角膜炎や顔面神経麻痺、難聴などの合併症を起こすそうでございます。 

 予防策としては、５０歳以上の人や感染リスクの高い人を対象に生ワクチンや不活化ワクチンが有効とされており
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ますが、いずれも任意接種で、生ワクチンはおよそ１万円、不活化ワクチンはおよそ４万４,０００円の自己負担が

必要と言われております。 

 お尋ねしますけれども、帯状疱疹について、またワクチン接種について、町はどのように捉えておられるのか、考

えと認識についてお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  吉田保険政策課長。 

○保険政策課長（吉田 誠二君）  お答えをいたします。 

 今、質問議員おっしゃいましたように、帯状疱疹は水ぼうそうと同じように水痘・帯状疱疹ウイルスを原因として

発症すると言われており、水ぼうそうにかかったことがある人は既に水痘・帯状疱疹ウイルスに対する免疫を持って

いても、加齢とともに弱まってしまうと言われております。 

 このことから、ワクチン接種によって、免疫を強化し、帯状疱疹を予防する、また帯状疱疹を発症しても軽症で済

むとのデータもあるようです。本年６月に開催されました厚労省の専門委員会でも、ワクチンの有効性、安全性が確

認され、費用対効果についても効果が期待できるとされておりますので、予防接種につきましては有効であると考え

ております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 

 答弁の中にもありましたけれども、この帯状疱疹ワクチン、生ワクチンは、日本では厚生労働省により２０１６年

３月に５０歳以上の方に対する帯状疱疹の予防として適用が拡大されましたが、２０２０年に使用開始になった不活

化ワクチンは予防効果が非常に高いと聞いております。そして、効果がよく優れているということでございますが、

私が調べたところ４万４,０００円ということで、非常に接種費用が大変高額なため、よいということが分かっても、

ためらっている人が、多いそうでございます。 

 その後、そのような中、全国的に半額助成の自治体が徐々に増えてきております。私が調べたところでは、球磨郡

の中でも水上村、湯前町、相良村、五木村、山江村、これは２０２４年の９月現在でございますが、補助をされてい

るようでございます。また、調べてみましたところ、全国的でも多くの自治体が補助対象になっているようでござい

ます。 

 錦町も補助をしてくださいという状況でございますので、私もこれはしたほうがいいなと思いながら今回の質問に

させてもらいましたけれども、今度、厚生労働省は、接種の対象年齢などについては今から専門会議で正式に決定を

するということでございますが、この帯状疱疹ワクチンについて、有効性や安全性が今確認されたということで、接

種費用を公費で補助する定期接種を進める方針を、今年の２０２４年の６月に決めております。 

 私は、もうこのワクチンの効果や必要性を知っていたら打ちたいという人もいると思います。現に、友達は打って

かかったけど軽症だったということも聞いておりますので、費用助成を私はこの進めてほしいという声に対しても、

健康を守るためにも、このワクチンの周知や予防接種の費用の助成を検討していただけないかと考えているところで

ございますが、町の考えをお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  吉田保険政策課長。 

○保険政策課長（吉田 誠二君）  お答えいたします。 

 先ほどから質問議員おっしゃるとおり、現在、錦町では補助を行っておりませんので、全額自己負担の任意接種と

なっております。 
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 先日、先週末でしたかね、厚労省のほうで、来年４月から、高齢者を対象に定期接種化する方向で最終調整に入っ

ているようです。帯状疱疹ワクチン接種は、高齢者が対象のインフルエンザや新型コロナワクチンなどと同じ、予防

接種法に基づく定期接種のうちのＢ類と呼ばれる区分に位置づける方針ということが言われております。町としまし

ては、この正式な定期接種の決定を待ってですね、検討をしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松議員。 

○議員（６番 石松まゆ子さん）  ６番。ありがとうございました。 

 来年の４月から国の定期接種をするということを聞いて、一安心をしたところでございますが、私としては、一日

も早く、費用の助成をと進めてほしいと思っているところでございますが、是非、この帯状疱疹ワクチンがもう定期

接種になった場合には町としても、いち早く、接種の助成を考えていただければと願っているところでございます。 

 ３分ほど残りましたけれども、これで私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（荒川 孝一君）  ６番、石松まゆ子議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  ここで昼食のため休憩します。休憩後は午後１時３０分から開議します。 

午前11時41分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時30分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ５番、澤田眞二議員の一般質問を許可します。５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  皆さん、こんにちは。５番議員の澤田眞二です。議長の許可をいただきましたので、

令和６年第４回錦町議会定例会一般質問をさせていただきます。 

 １２月に入り、稲刈り後の伸びた稲が黄色く寒さで変色していく姿を見るにつけ、師走の厳しさを体感しておりま

す。本年も残り僅かとなりますが、お体に十分に気をつけて新年をお迎えいただきたいと思います。 

 また、本年の錦町ふるさと祭りが台風接近の予報で中止となり、安全第一とはいえ、寂しく残念な思いをされた方

もいらっしゃったかと思います。次回の開催が、本年の分まで盛大に、多くの来場者を迎えて開催されることを期待

しております。 

 本日は、師走のお忙しい中、傍聴をいただきありがとうございます。 

 さて、今回も町の基幹産業である農業の振興、子どもの可能性を引き出す取組、鳥獣害対策、南部農道維持管理、

自然災害から身を守る対策、特に、今回はミシマサイコ栽培農家からの要望について、通告書に沿って質問をさせて

いただきます。 

 それでは、これより質問席にて質問をいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  それでは、通告書に沿って質問させていただきます。 

 まず、質問事項１としまして農業の振興、ミシマサイコ栽培支援についての事項で、質問の要旨について、１、ミ

シマサイコ栽培にどのような支援が考えられるか、中でもビーンハーベスター、資材等の補助の考えはについてお尋

ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 
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○農林振興課長（東  貴志君）  ただ今の質問にお答えいたします。 

 本年１０月末に行われた薬草部会役員会の意見としては、小面積の圃場で収穫する際に必要となる自走式掘取機を

部会に導入してほしいとのことでしたが、現在メーカーが倒産され、破損しても部品の提供が難しく修理もできない

状況であるとのことでしたので、類似品のようなものがないかも含めて、町で各方面のメーカーに問合せを行ってい

る状況であります。 

 併せて、若い新規参入者が増えるように普及啓発を依頼されておりますので、これまで以上に、播種期、収穫期に

広報紙やホームページ、班回覧などで、ミシマサイコ栽培に興味を持たれるような普及啓発に、今後も努めてまいり

たいと思っております。 

 先ほど、６番議員の質問において町長の答弁もございましたが、農業全般にわたり、資材及び燃料等が高い水準で

推移している状況を考慮しつつ、国、県の動向を見ながら、機械導入及び資材補助等の有効的な支援を検討してまい

ります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。自走式の掘取機、これについては、今、答弁がありましたよ

うに業者が倒産されてということで、探していただいているということで、栽培農家の方も安心して栽培が続けられ

るんじゃないかなと思っております。 

 それと、午前中の６番議員の中にもありましたけれども、農業全般について支援はやっていくというような答弁を

いただきましたので、ミシマサイコに限らず、農業をされている方の資材等についての支援が得られるんじゃないか

なという期待が持てるんじゃないかなというふうに思っております。先ほどの６番議員の中にも重複しますけれども、

よろしくお願いします。 

 この１０月の議会の陳情、視察研修時に、栽培農家の皆さんからの要望であり、自走式掘り取り機の導入はもちろ

んでございますけれども、地上部、ビーンハーベスターという機械ですけれども、それと、一番の資材というのがマ

ルチじゃないかなと思っております。 

 このマルチも、以前は１年ぐらいでよかったんですけれども、今は２年張りっぱなしというようなポリマルチとい

うことで、耐久性に優れて、また単価もそれだけ上がっているというようなお話も聞いております。 

 ビーンハーベスター、先ほど言いましたけれども、これは私、あさぎり町のほうに近いものですから、３０アール

の畑に入って、それを収穫されていたもので見せていただいたんですけれども、本当に昔でいうバインダー、稲刈り

のバインダーのような感じで、きれいに刈り取っていって、それを束ねていく。以前は手刈りして手で束ねていくと

いうのを、本当に便利ですねというふうなお話をしたら、これがないと、今後は作れませんというようなお話をいた

だいたものですから、これの支援のほうもよろしくお願いしたいと思っております。 

 それと、午前中もありましたけれども、根洗いのほうなんですけれども、これも、私のほうも、色々な団体の方に

呼びかけをして、色よい返事をいただいているんですけれども、私が言うわけにもいかないものですから、あさぎり

町の薬草部会のほうに、団体名を出していいのか分かりませんけど、ＪＡのほうに御相談に行ってくださいというよ

うなお話をしております。 

 でも、場所も大体、あそこいいんじゃないですかという提案もしておりますので、そういう関係で、是非、その点

の御相談があれば、そういうところも支援をしていただきたいなと。 

 これは下球磨、錦町から球磨村まで、五木村の方もおられるのかなというようなお話も聞いておりますので、午前
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中に、本当に検討して頑張るというような答弁がありましたので、是非支援の検討をお願いして、次の質問に入らせ

ていただきたいと思います。 

 次に、要旨２といたしまして、このツムラの返礼品に、喉あめ等、ツムラですけれども、検討はできないかという

ことでお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 ふるさと納税の返礼品とするためには、総務省が年々厳格に改正しております地場産品基準を満たす必要がござい

ます。 

 そのため、基本的には、まず町内で生産されたものであること、ブレンドする場合は原材料の５０％以上が町内産

であることと、町内で加工されたものであること、以上のいずれかに該当する必要がございます。或いは、人吉球磨

管内の他自治体が既に返礼品として取り扱っており、その自治体の認可が得られた場合には、自治体間の共通返礼品

とすることができます。 

 町としましては、あらゆる特産品等を積極的に返礼品に当用しており、ミシマサイコを含む製品につきましても、

地場産品基準を満たすのであれば、生産者や事業者の希望に応じて前向きに検討したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。基本的にはということで、町内で生産されたものであること、

ブレンドする場合は材料の５０％以上が町内で取れたこと、町内で加工されたもの、いずれかに該当するというよう

なことでございますけれども、このミシマサイコ、先ほども言いましたとおり、私どもが行ったときに、喉あめの試

供品といいますか、そういうのを頂いて、本当に、何か体にいいなというような思いをしたわけでございます。 

 その喉あめですけれども、あまりお店に販売していないというようなこともお聞きします。そういうものができな

いかなということで、以前の返礼品のサントリーの伊右衛門、県でも５０％で厳しいということでなくなったという

ことは聞いております。 

 先ほどの答弁の中にもありましたように、ツムラさんの喉あめができるならば、町としても潤うんじゃないかと思

うし、何よりも栽培農家、或いは農家の方が元気、やる気が出て、農業の発展につながるんじゃないかなというふう

にも思っております。 

 そこのツムラの茨城県の工場の方に行った折に、展示中の中に世界地図、或いは日本地図があって、その中にミシ

マサイコの栽培地が記載してあり、海外を除けば熊本県のあさぎり町のところが主な生産地ですというような地図が

ありました。 

 先ほどの課長の説明の中に、そういうことであれば何かしらクリアできるんじゃないかなというふうに思っている

わけでございます。 

 そのようなことで検討をしていただいて、町に、どういうふうにかふるさと納税の返礼品にできないかなというこ

とを思いますので、色々なことをクリアしなければならないことはたくさんあるかと思いますけれども、一つとして、

これからの収入の一つとして地域を盛り上げることとして、或いは地域全体でやって盛り上げるのでもいいかなと思

いますし、町単独でもいいのかなと思いますので、今後、そういう検討をしていただければ、非常に助かるなという

ふうに思っております。 

 それでは、質問事項２のほうに入らせていただきたいというふうに思っております。質問事項２、子どもたちの可
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能性を引き出す取組としてということで上げております。 

 要旨といたしまして、子どもたちにスケートボードの練習場の提供の考えはないかということでお尋ねをいたした

いと思います。 

 これは、子ども議会でも要望があったというふうに聞いておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 スケートボード場の整備につきましては、今年１月に開催しました子ども議会において、くらんど公園内にスポー

ツパーク整備ということで、スケートボードに限らず、スポーツクライミングや３ｏｎ３バスケットなど、オリンピ

ック大会の新種目となった新しい競技への関心がある子どもたちからの質問、提案をいただきました。 

 その後の状況としましては、まだ整備計画自体はありませんが、状況等を注視した上で、今後どのような対応が可

能か検討してまいります。 

 また、教育委員会が管理する社会体育施設や学校教育施設で、今後も多額の経費を要する施設改修が残っているこ

とから、まずはその施設整備を着実に実施することが重要であると考えているところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。これは、私も保護者のほうからお尋ねをしまして、また地域

の方から色々な要望もあり、お尋ねでございます。 

 今、言われるように、私も道の駅の駐車場で、夕方ですけれども見回りをしていたときに、子どもがスケートボー

ドをやっておりました。子どもさんにお尋ねして、最初のほうは変なおじさんが来たというような顔だったのですけ

れども、ちょっとお尋ねしていったら、「スケートボード楽しいですか」と言ったら、「楽しいです」「練習場が欲

しいですか」と言ったら、「練習場、是非お願いできないですか」というようなことをお聞きしまして、「町にも聞

いてみるね」というようなお話をしたのですけれども、本当にそのときの顔を見ると、真剣な表情で訴えていたのを

思い出すわけでございます。 

 町にも、色々なスポーツクラブ等があることは十分に分かっているつもりです。その中では指導者、しっかりとし

た指導者がおられるわけでございます。 

 今回のスケートボードについても、私の思いなのですけれども、指導者という面ではスケートボードを得意とする

地域おこし協力隊とか、そういう隊員を募集をしたり、スケートボードをやりたいと、体験したいなら錦町というふ

うになれば、個人的にはいいんじゃないかなというふうにも思っておりますし、ひょっとしたらオリンピック選手が

生まれるかもしれないというのもありますので、子どもたちの、色々な今あるスポーツ体験クラブも、一生懸命頑張

っておられる。その中にも、そういうスケートボードをやりたいんだというような子どもがおれば、先ほども言いま

したようにオリンピックの選手が生まれるかもしれませんので、先ほども言いましたスケボーをやるなら錦町、本当

にあそこの設備がいいよというようなことで、よそからも来ていただいたりと、転入者も増えるんじゃないかなとい

うふうに思いますし、地域おこし協力隊が少ないというようなお話も聞きますので、そういう面でも、隊員の確保で

盛り上げていただけるようなことができないかなというふうに思っております。この件について、町長、いかがでし

ょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  教育課長が言いましたように、子どもの可能性というのは、無限大ですから、その中で町が
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補佐できる部分もあろうかと思いますので、しっかりと検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。本当に子どもたちの一つの夢ではあるかと思うんですけれど

も、先ほども言いましたけれども、そんなすばらしい設備は要らないかなというふうに思っております。 

 子どもたちが安全にできるようなものを造っていただければ、先ほども言いましたようにオリンピック選手が生ま

れるかもしれませんので、そこのところ、御協力をよろしくお願いいたしまして、次の質問に入らせていただきます。 

 質問事項３といたしまして、鳥獣害対策と地域住民を守る取組についてということで、質問要旨の１といたしまし

て、町内全域及び球磨川流域鳥獣害対策についてをお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  ただ今の質問にお答えいたします。 

 本年度の有害鳥獣の捕獲状況につきましては、鹿２２７頭、イノシシ１５４頭、猿につきましては５頭といった状

況で、実施隊の方々に駆除していただいております。 

 現状では、目撃情報や出没した際の対応は、銃免許所持の実施隊の方へ連絡し、駆除や追い払い、または、わなの

設置を依頼しておりますが、緊急で実施隊の方が手配できない場合、職員でロケット花火を使い、追い払いを行って

いる状況です。 

 また、町の有害鳥獣被害対策協議会では、本年、今山地区に総延長１,５００メートルの電気柵の設置を行います

が、これまでに大型の囲いわな４基の設置、機動力のあるくくりわなの購入、進入防止用電気柵の設置に係る費用の

補助を行っており、活用いただいているところです。 

 球磨川流域の鳥獣対策につきましては、特に地域に絞った対策を行っておりませんので、目撃情報や通報などがあ

れば、町内全域で行っておりますように、くくりわなや箱わなの対応を行ってまいりたいと思いますが、地形及び地

面の状況により設置が困難な場合もございます。その設置場所に適したもので対応を行ってまいります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。鹿が２２７頭、イノシシが１５４頭、猿については５頭とい

うことで、実施隊の方には、大変ありがたいなと思っております。 

 また緊急のときは職員が行っていると、本当に職員の皆さんにも、本当に御努力いただいていると、感謝を申し上

げたいところでございます。 

 そこで、球磨川流域の鳥獣害対策に絞った対策は行っていないというようなことですけれども、私、今年も球磨川

の左岸側の水田で稲刈りの請負を行ったわけですけれども、昨年は進入がなかったというふうに記憶しているんです

けれども、今年は４枚請け負ったのですけれども、全ての田んぼに集中が見られ、その中の２枚については、中央部

分でイノシシによる倒状が多く見られ、これ、減収になったんじゃないかと思われるところでございます。 

 特に、球磨川両岸は、よい農地が広がっております。右岸の木上地区でも被害が多いとお聞きしますし、人的被害

が起こらないとは限らないというふうに思っておりますので、球磨川両岸の堤防、それと左岸側の町道尾町福島線、

右側の町道新立岩城線ですかね、夜間の交通量もあると思います。それと、あさぎり町の球磨川両岸の方も、球磨川

に住み着いているというようなお話を、その方たちが言われるのですけれども、球磨川に住み着いているというふう

ないうことを言われます。 
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 先ほども言いましたように、両町道ですか、南部道路については、夜走ると鹿がぶち当たってくるとか、そういう

お話も聞くわけでございます。 

 先ほども言いましたように、去年までは田んぼに見られなかった被害も今年は見ます。私どもが住むところは、町

内全域であると思います。あぜと水稲の間を最初は遠慮してイノシシも歩くのでしょうけれども、次第に中に入って

きて、鹿も今度は入ってくるような感じで被害があるのですけども、そういうふうに農作物への被害、またそれと同

時に今度は人的被害、車にも被害があるのではないかと危惧しているわけでございます。 

 そこで球磨川をすみかと、先ほど言いました球磨川に住んでいるのではないかというようなお話でしたので、すみ

かと考える鳥獣害、鹿、イノシシですけども、そういう話があるときに、すみかがどこなのか、どのような行動をす

るのか、また活動範囲、活動する時間帯を調査、確認するお考えはないかについて改めてお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  お答えいたします。 

 有害鳥獣にＧＰＳを取りつけて、行動、活動範囲、活動時間帯などを調査し捕獲に役立てる仕組みについては、民

間事業者で確立されているところで、非常に面白い、興味のある発案だと思っております。ネット検索をすると数社

の商品が表示されるようです。 

 導入に当たっては、まずランニングコスト面や有害鳥獣にどうやって安全にＧＰＳを取りつけるかなど、課題がま

だあるようですので、ほかの自治体での導入、活用状況を注視しながら、有害鳥獣被害対策協議会及び実施隊の方々

とも協議を行っていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。ランニングコストの面も考えなければならないというふうな

発言ですけれども、なるほどと思います。 

 イノシシに首輪をつけるタイプは、とても危険でありますし、すぐ壊して、外してしまうんじゃないかなというと

ころで、インターネットで私も検索しましたところ、首輪タイプの発信機を取りつけることが困難なイノシシに取り

つける、イノシシ用イヤータグ発信機というものがあるそうでございます。 

 価格は、約７万円で販売されているということでございますので、有害鳥獣被害対策協議会及び実施隊の方々たち

とお話しいただいて、そういうところもつけていただいて、先ほど言いましたどのような動きをするのか、どこに夜

は寝床とするのかとか、そういうのをしていただいて、それを広げていただいて、私が住むような山つきのほうにも、

そういうデータを取っていただいて、駆除に役立てていただければ助かるかなと思っております。 

 私、先ほど球磨川の左岸のほうの水田に、稲刈りに行くと言いましたけれども、場所といたしましては、町長が作

付されているところから、ちょっと球磨川のほうに行ったところなんですけれども、町長のところも、もうすぐイノ

シシの被害が出るんじゃないかなと思っておりますので、町長だけではなく、そういういろんな球磨川一帯、先ほど

も言いましたけれども、いい農地が広がっておりますので、被害が本当、錦町全体からなくなればいいんですけれど

も、あそこは、特にいい農地でございますので、イノシシによる被害が起きないように、減るように、御努力をいた

だきたいというふうに思っておるところでございます。 

 それでは、続きまして、要旨２といたしまして、施工後の南部農道の法面、モルタルの吹き付け予定ということで

再質問、これは令和５年３月に質問をいたしております。 

 写真のほうなんですけれども、これは向こう側が水無川に架かる橋のところが見えるところなんですけれども、こ
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れについて、モルタルの吹き付けの予定がないかということでお尋ねしたいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  お答えいたします。 

 令和５年第１回定例会で御質問いただきました錦南部道路４期地区の大平渓谷付近の、法面モルタル吹き付けにつ

きましては、当時、質問議員がおっしゃられたとおり、イノシシ、鹿と思われる獣の通り道となっており、法面が崩

れ、側溝が埋没していた状況でしたので、令和５年度末に土石の撤去及びフェンス未設置であった約２０メートルに

フェンスを設置しております。侵入路を防いだことで獣の侵入を防ぎ、法面の崩壊はほぼ収まっていると、地元の方

からも報告をいただいております。防草対策にもなり、モルタル吹き付けが望ましいと思われますが、４期地区につ

きましては既に町に移管されており、財源の関係もありますので、しばらくこの状況を静観させていただければと思

っております。 

 なお、現在進行中の５期地区においては、本年度、県が事業主体となり、延長約２,７８０メートルに対し、両脇

合わせて１,２００メートルをモルタル吹き付けする予定となっております。 

 その工事負担金につきまして、本定例会に補正予算を計上させていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  この写真ですけども、今言われたように、前回の質問のときは、この排水が埋まって

いるような感じでしたけども、本当に、法面が崩れているというのは少ない。このときですけど２ヶ所ぐらいは崩れ

て、有害鳥獣が走って登ったのかなというふうに思っているわけでございますけども、フェンスをしていただいたと

いうことで、被害も少なくなっているというふうに思っているわけでございます。 

 先ほど、県のほうには、モルタルの吹き付けを行っていただけるということで、聞いたところによりますと、町長

から強い要望があったというふうにお聞きしております。本当にありがたいなと思っております。 

 予算の関係もあるということですけども、次の写真をお願いしていいですか。こういうふうに草が、鳥獣害ももち

ろんですけども、草が生えてきます。こういう、今後全線開通した場合は、地域住民の方がやらなければならないの

かなというふうにも思いますし、大変な仕事になるのではないかとも思いますので、そういうものを考えたなら、そ

ういうモルタル吹き付け等も、先を見越しての施工もお願いしたいなというふうな質問でございますので、どうか、

そこのところも酌んでいただいて、夜中、イノシシ等に車がぶち当たらないような対策も必要ですし、地域の将来の

ことも考えて、人口が減っていく、若い人は勤め等に出ていくようなことがあれば、この管理は誰がしなければなら

ないんだというふうなことにもなっていくのではないかなと思っておりますので、是非、本当、厳しい財政状況だと

いうことは十二分に分かっているのですけども、どうかこの管理に人手等がかからないようにお願いするところです

けれども、町長、いかがでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  工事をする場合は、補助基準といいますか、これは県のほうでしていただいておりますけれ

ども、基準等がございますから、その基準に合わせて設計しながら道路等を完成していくわけでございますけれども、

ただ公道の場合については、町が管理していくということが原則でございます。 

 ただ場合によっては、地元住民の方もボランティア的な活動の中で、清掃といいますか草払い等をしていただく、

そういうことをしていただければ本当に助かるなと思っております。 

 今後、先ほどから、今、質問に言われますように、造るのは簡単ですけれども、維持管理が大変なことになってい
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くということを思っておりますので、私は担当のほうにも、できるだけ維持費のかからないように、そういう設計、

或いは維持費のかからないような工面、そういうのをしていきなさい。そして、全面的に道を造るんじゃなくて、今

ある道路の部分的な改修、改善といいますか、補修といいますか、それをしていきなさいというようなことは、担当

のほうには話しております。 

 先ほど言いますように、そういうメンテナンス関係がかからないようなやり方というのを、しっかり検討していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。本当にメンテナンスが必要じゃないかなと思っております。 

 町長が言われますように、住民の方の協力、もちろん必要でございますし、間違っても職員がやるということがな

いように、今後は検討していただきたいなというふうに思っております。 

 それと南部農道、１４区ですけれども町道志戸内谷線ですか。こういうところをタッチする、進入するときの道幅、

これがどうにかならないかなというようなお話もお聞きするわけですけれども、拡幅についてのお考えはないかにつ

いてお尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 この件につきましては、先般の町政座談会でも、１４区からの質問があっておりました。 

 現在、町道志戸内谷線から南部農道へ接続するまでの延長約５０メートル区間は林道区間となっており、町道区間

より道路幅が狭い状況ではありますが、町道の拡幅を含めて、接続部分の拡幅計画は今のところございません。 

 しかし、通勤時間帯に南部農道から町道志戸内谷線へ流入する車両が増加しているとの情報もありますので、南部

道路全線開通後に交通量調査等を行いながら検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  ありがとうございます。開通後にということで、前向きな回答で、この進入路を使わ

れる方は、すぐすぐにどうかしてくれるというのは思っておられないと思いますので、そういう交通量を調査して、

交通量が増えれば拡幅もあるんじゃないかなというふうな答弁だったかなと思っておりますので、交通量が増えたと

きは、よろしくお願いしたいというふうに思っておるわけでございます。 

 次に、質問の要旨３といたしまして、住民・子どもたちが集う場所に避雷針設置の考えはについてお尋ねいたしま

す。 

 まず、子どもたちがスポーツ等で集います総合グラウンド関係についての設置についてお尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  対応はどちらでしょうか。尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  失礼いたしました。ただ今の御質問にお答えいたします。 

 社会体育施設における避雷針の設置状況につきましては、国体記念球場のみ設置がなされており、学校施設につい

てはいずれも設置がなされておりません。 

 周辺の建物等、高い施設が別にある場所については設置がなされていないのが現状でございます。 

 設置基準としては、高さが２０メートルを超える建築物や工作物については設置義務がございますが、周辺の状況

やその基準値未満のものについては、任意設置ということになります。 
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 落雷には十分注意が必要であり、基本的には雷が鳴っている、注意報が出ている、周辺の状況が危険な状況である

場合は、屋外での活動を中止し安全な建物の中に待機するなど、注意喚起と指導を行ってまいりたいと考えていると

ころです。 

 御提案の避雷針の設置に関して、状況等を勘案する必要はございますが、今のところ町民グラウンドへの設置の計

画はございません。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 道の駅のくらんど公園の物産館に避雷針の設置をということでございますが、避雷針は建物等に設置することで避

雷針に雷が落ち、避雷針から電線を通り、あらかじめ地面に埋めておく銅などの金属製の電極、いわゆるアースです。

に向かって流れるという理論となっておりますが、実際には雨に濡れた建物の表面にも電気が通ってしまい、建物内

の電子機器や内部設備の故障が起きやすいとされています。 

 このように、必ずしも安全が担保されるわけではなく、落雷しやすい金属棒を建物等に設置することで、むしろ雷

を呼び寄せてしまうことになりかねないこと、また設置費用等を考慮しましても、今のところ設置の計画はないとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田議員。 

○議員（５番 澹田 眞二君）  総合グラウンド、道の駅等、答弁いただいたわけでございます。 

 総合グラウンド、子どもたちと住民が集うところでございます。雷が鳴るといったら、秋関係かなとかいうふうに

私も思っていたわけですけれども、今年の４月３日だったかと思います。宮崎県のほうで、高校生のサッカー大会で

事故が起きているということでございます。４月というと、そのときの雷かなというふうに思うわけですけれども、

もちろん、先ほど答弁の中にもありました十分に注意をして、高校のそういう決まりでやっておられたというふうに

思っておりますけれども、残念ながら１８名の方が落雷の被害にあって、お一人の方、熊本県内の公立高校のお子さ

んだったというふうに記憶しておりますけれども、１名の方が意識不明になられたというふうに記憶しているわけで

ございます。 

 先ほど答弁にもありましたように、そういう指導はされると思います。鳴ったら退避するというような指導はある

と思うんですけれども、もうやんだかなというようなタイミングであることもありますので、そういうのを避ける手

段として、事故が絶対起きないような対策、そういうのの一つとして、そういう要望をしたわけでございますけれど

も、もちろん経費もかかりますし、難しいところもあるかと思うんですけれども、子どもたち、住民の安全第一とい

うところを考えていただいて、もし予算等、そういうところがかなうようであれば、設置のほうをお願いしたいとい

うふうに思っておりますし、先ほど道の駅の答弁にもありましたように、道の駅に、実際、雷が落ちているわけでご

ざいます。 

 そのときは、休日にもかかわらず、企画観光課の職員の皆さんに出ていただいて、事故の対応等をいただいたこと

に対しましては、感謝をいたしたいなというふうに思っているわけでございます。 

 あのときは、店の中にスタッフが２名おりまして、すごい音だったということで聞いております。それと、皆さん

も見ていただいたかと思うんですけれども瓦の、鬼瓦といいますか、それに直撃して散らばっているというような状

態で、本当に、よくお客さん方に被害が広がらなかったな、もちろんスタッフにも被害がなかったというのが、一番
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の喜びというか安心であったんですけれども、そういうこともありますし、今度はくらんど公園のほうにも、今、町

のほうも一生懸命来場者を期待しておられると思うんですけれども、先ほども言いましたように、予期せぬ落雷等が

発生するということもありますので、先ほども言いましたように予算関係もあるかと思うんですけれども、先ほど言

われたように基準があるかと思うんですけれども、呼び寄せてしまうというようなこともあるということですので、

そういうところも考慮していただいて、もしも予算的にも、そういう情勢が変わったようなことでもあれば、設置の

ほうをお願いしたいというふうに思っているわけでございます。 

 それで、大体質問が終わったんですけれども、その中に、私が返礼品の質問をさせていただこうというふうに思っ

ているときに、球磨中央高校と市房食堂さんの共同開発のアイスクリームということで、ふるさと納税の返礼品とし

て総務省に申請し、無事に認可されたというような記事も載っているわけでございます。 

 これ、中で言おうかなと思ったんですけれども忘れておりましたので、最後になって言わせていただきますけれど

も、先ほどのミシマサイコの件もですけれども、錦町にある高校生と企業の方が開発したアイスということで、本当

に町民を挙げての喜びではないかなと思いますし、ふるさと納税の返礼品として、たくさんの数が出ることを期待し

ているわけでございます。御紹介しておきます。 

 最後になりますけれども、今回も地域住民の方々の御意見、御要望をいただいての一般質問でございました。お忙

しい中調査をいただき、また丁寧な答弁をいただいたことに感謝を申し上げまして、私の一般質問を終了させていた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（荒川 孝一君）  ５番、澤田眞二議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  ここで休憩します。休憩後は午後２時２５分から開議します。 

午後２時14分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時25分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ９番、池田秀晴議員の一般質問を許可します。９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  町民の皆様、こんにちは。毎日のお仕事、御苦労さまです。ただ今、議長の許可をい

ただきましたので、令和６年第４回定例会一般質問を行いたいと思います。 

 さて今年も残り少なくなってきましたが、今年を振り返ってみていかがでしたでしょうか。これから寒い時期に向

かってまいりますので、町民の皆様におかれましても、くれぐれも健康に留意されながらお過ごしいただきますよう

お願い申し上げます。 

 では、これから質問席より質問いたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  今回、私は質問事項１として、中村第二踏切事故発生後の対策について。 

 質問の要旨１、踏切の拡幅計画の考えはないか。 

 先日１１月１０日午後６時半頃、列車と普通自動車の衝突事故が発生しました。今から３０年以上も前にも地元の

親子の事故が発生し、お母さんが亡くなられた悲しい事故でした。その時は、まだ国鉄の管轄ではなかったでしょう

か。あれ以来、大小にかかわらず事故が発生しているのも事実です。 

 そこで、踏切の拡幅をお願いできないかお尋ねします。 
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○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 質問議員が言われますように、去る１１月１０日夕刻、木上平良地区の中村第二踏切において、列車と普通貨物車

の衝突事故が発生し、幸いにも人的被害はなく安堵しているところですが、過去何度も事故が発生していることを考

慮しますと、このような事故が発生しない対策は必要であると認識しております。 

 本踏切は、一種全自動踏切ではありますが、道路幅より幅員が狭い構造となっており、現在二輪自動車、農耕用車

両、軽自動車以外の自動車が通行禁止となるＢ規制となっている踏切道となります。 

 本踏切の拡幅については、地元からの要望書も上がっており、必要性は十分に感じているところではありますが、

町道の道路改良工事など継続事業ほか、後に控えている事業が残っておりますので、まずはそちらを優先し、活用で

きる補助事業についても調査しながら検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  先日の事故を起こされました当事者の方の話の中で、看板も見えづらい。夜になると

一段と見えない。 

 それと、私は全線、肥後西村駅から木上駅まで走ってみましたけど、中村第二踏切だけ縁石が一番低いんです、

１０センチ。それで、車が入ってくる可能性が高くなっていると思うんです。ほかのところは３０、４０センチあっ

て、恐らく入りづらいということで、あそこの嵩上げを、もし可能であればということで、くま川鉄道に行きました。

そしたら、踏切内ですので、それは可能でしょうという部長の話でした。 

 そういうことを考えて、地元の方々も農耕車両専用となっていますが、通行される方がほとんどです。これは、本

当にびっくりするくらい通ります。これでは、いつまた大きな事故が発生するか分かりません。人命が大事であるな

ら、どうぞお願いしたいのです。予算的にも大変なことも分かっておりますので、よろしくお願いします。 

 それと、あの後、１１月の２３日午前９時頃、今度はお年寄りの方が、あそこに乗り入れられて、くま川鉄道の職

員の方が対応されてました。それは何でかと言いますと、午前８時半から午後の２時ぐらいまでは、汽車が走らない

んです。恐らく多良木高校がなくなった関係で、免田までしか走りません。その間が、ちょうどその時間帯だったも

んですから、くま川鉄道の職員の方が、来られて対応してくれたと思うんです。 

 そういう形で、いつ何どきそういう事故が発生するか分かりません。もしも死亡事故が発生したときに、都会で恐

らく裁判を起こされるんじゃないかなということも考えます。そうなったときに、どうあるべきかということも考え

ていただきたいなと思っています。 

 この踏切の縁石も、今、農耕車両専用となっています。あそこの縁石も倒れているんです。恐らくトラクター関係

で通って、縁石を倒して通りやすくなっているんじゃないかなと。この農耕車両専用のとこだけが、そういうふうな

形になっているんです。ほかのところは書いてありません。そこのところを考えていただいて、早急な対策をお願い

したいと思います。 

 質問の要旨の２で、もし拡幅が無理なときは閉鎖することができないかということも考えました。 

 私、課長のところに行きまして、看板を、「この先、踏切事故発生 危険 通るな」という看板をお願いに行きま

したら、我々町民の方からはできないということで話をされまして、もしできたら分館でそういう処置を取って、事

故を防ぐような形を取ってみたいと考えたんですけども、それもできないということで、今、Ａ４の紙で書いてある

んですけど、車で通られる方は、そこまで気づかないと思うんです。そういうところも考えていただければなと思っ
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ております。いかがですか、課長。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 質問議員、言われますように、縁石の高さの嵩上げについては、要望等があれば可能な旨、くま川鉄道より伺って

おります。ただ、この嵩上げについても、普段、御利用される農家の方々の意見を伺いながら検討していきたいと思

っております。 

 当面の対策として、現在設置してある通行止めの標識、こちらのほうが色あせて見えませんので、こちらについて

は新調したいというところで、公安委員会のほうに要望したいと思っております。 

 また踏切手前の交差点箇所に、一般車両進入禁止などの注意喚起看板の設置、そういったことをしまして対策を図

っていきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  地元の方は、恐らくそういう話をされると、もういいでしょうと、嵩上げしてもらっ

てもいいんじゃないかなということにはなると思うんです。 

 今、低いもんですから。地元の方が通れるということは、よそから来られた方が知らないで入ってくるという危険

性もありますので、嵩上げをして、地元の区長、また役員さんで話をされて、総会のときにでもこういうふうな対応

を取りたいということであれば、恐らく納得されるんじゃないかなと思いますので、そこのところを早急にお願いし

たいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 地元の方、或いは農家の方で使われる方も含めまして、協議したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  現在、中村第一地踏切のところが拡幅の工事されているものですから、そちらのほう

が通りにくいという形で、地元の方は考えていらっしゃるかもしれませんけども、あそこが来年の２月いっぱいぐら

いで、恐らく３月いっぱいですか、開通したら、恐らく減ってくると思うんです。 

 そういうところを狙って、事前に役員さんと話をしていただければ、できれば、もし閉鎖するのであれば、子ども

が今、あそこを通学路にしておりますので、小学生の子どもが通れるぐらいの範囲でやっていただいて、最終的には

拡幅ということも考えてみてもらえると、地元の方は心よく引き受けてくれるかなと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  地元の方と協議したいと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  最後に、あと２０分ありますけども、検討するということになりましたので、私が質

問するのも先に進まなくなってきましたので、最後に町長に、本当に人命が大事であれば、そういうところも何か考

えていただいて、やっぱり人口減少の時代に入ってきましたので、一人でも守っていただくような対策を町長にお願
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いして質問を終わりたいと思いますけど、町長の見解を一言だけお願いします。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  今のを担当に聞きますと、農道でもない、町道でもない、里道と言いますか、そのような感

じでございます。 

 質問議員おっしゃいますように、しっかりと地元と、それから行政と協議しながら、そして進めていこうと。一番

大事なのは命でございますので、そこはしっかりと守っていく、そして地元の方も遠回りになるでしょうけれども、

もう危ないところは通らないと、そのくらいの気持ちであってほしいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  どうもありがとうございます。本当に地元の方が、そこのところをしっかり考えてい

ただいてやってもらわないと、どれだけ我々が対策を講じても、無理な時点があると思いますので、来年の総会の折

にも、私のほうからでもそういう要望はしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 本日はどうも、時間が余りましたけれども、ありがとうございました。 

○議長（荒川 孝一君）  ９番、池田秀晴議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  ここで、岡田議員にお伺いします。開始の時間が予定より早くなりますが、よろしいでしょ

うか。 

 それでは、ここで休憩します。休憩後は午後２時５０分から開議します。 

午後２時36分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時50分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ８番、岡田武志議員の一般質問を許可します。８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  こんにちは、８番議員の岡田武志です。ただ今、議長のお許しが出ましたので、これ

より令和６年１２月定例会の一般質問を行いたいと思います。 

 一般質問を始める前に一言、御挨拶を申し上げます。今年は１月１日に能登半島地震が起こり大きな被害が出まし

た。その後、９月２１日の豪雨災害で再び大きな打撃を受けることとなり、被災された方々のことを思うと心が痛み

ます。一日でも早い復興・復旧が待たれています。 

 また、世界に目を向ければ、２０２２年２月２４日、ロシアがウクライナに侵攻し、始まった戦争は、いまだに終

わりが見えず多くの人の命が失われています。イスラエルとパレスチナの問題も解決することが難しいのが現状です。

これからの将来、何が起きても不思議ではないのが今の世の中なのではないでしょうか。 

 また、パリオリンピックでの日本人選手の活躍する姿、野球の大谷選手の５０癩５０達成の偉業は、私たちに勇気

と感動を与えてくれました。 

 私自身は農業に従事していますが、４月の遅霜、１０月の長雨、最近まで続いた高温状態などがあり、全般的に農

作物は不作であったと思います。農業は天候に大きく左右されるため、また、為替変動による経費拡大など、不安定

な面が多い産業と言えます。農業が滅べば国も滅びます。今、農家の収入保険制度というものがあります。その制度

に対する理解、問題点を考えることが重要と考えます。 
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 近年、農作業に対して、道路が汚れている、音がうるさい、悪臭がするなどの苦情が多く寄せられています。その

ような問題が起きないように最善を尽くすことは当たり前のことですが、ときにはそういうことも起こり得ると思い

ます。素早い対応が必要だと思いますが、住民の皆様の温かい目で見ていただければありがたいと感じております。 

 それでは、これより、質問席より質問を行ってまいります。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  ８番。質問事項１、西地区グラウンドゴルフ場のトイレの現状について。 

 質問の要旨①西地区の区長から連名で要望書が出されている。町としての対応はということで、ここにその要望書

がありますので、少し読み上げてみたいと思います。 

 錦町長、森本完一様。令和６年７月２４日。代表者、第２区、引地区長、第４区、平野区長、第５区、中村区長、

第６区、那須区長、第７区、鈴木区長、第８区、深水区長の連名で「グラウンドゴルフ場へトイレの設置に関する要

望」というのが町に出されております。 

 従来、西地区（第２区・第４区・第５区・第６区・第７区・第８区）は、大王原公園にてグラウンドゴルフを行い、

トイレは、近くの西コミセン敷地内を使用していましたが、「令和２年７月豪雨」豪雨災害を受けて、球磨村の被災

者向けに「大王原公園仮設団地」を建設されたことで、それ以来、三和エレクトロニクス株式会社南側の空き地を代

替地として町から準備していただき、グラウンドゴルフを楽しんでいます。 

 代替地にはトイレが近くになく（西コミセンまでは距離がある）、現在、仮設トイレを設置し使用していますが、

高齢者にとって利用しにくいことが多いため、トイレに行くことを懸念して飲水を控え、脱水が生じやすくなります。

また、段差があり、転倒のリスクが高いなど、使いづらいため敷地内にトイレの設置を要望いたします。 

 というふうに、要望書が上がっております。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  西地区のグラウンドゴルフ場のトイレの設置の要望につきましては、ただ今、御紹介い

ただきましたように、今年７月に西地区６つの区の区長さん方から連名で要望書を頂いているところです。 

 現在までに隣接する民間企業のトイレの共同利用の協議や新設する際の見積徴収、財源また維持管理の方法等を検

討してまいりましたが、方針が定まらなかったため、要望書に対する回答はまだできていない状態です。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  公共トイレの必要性というのは、もう近年、非常に重要性が増しておるのではないか

というふうに思っております。 

 提出書の中で、この写真は、今の西地区のグラウンドゴルフ場の全景の写真になります。 

 もう一枚お願いします。これは角度を変えたところですが、この白いハウスは休憩場といいますか、ここで雨風を

しのいで、夏場の暑い時期、冬場の寒い時期、右側のは、薪を集めて暖を取ると。こういった形でグラウンドゴルフ

を楽しんでおられます。 

 次の写真をお願いします。これが、現在使用されているトイレの全景なんですが、よく一般であるレンタルのトイ

レといいますか、仮設用のトイレであります。見れば分かるように、養生といいますか、強風で倒れないように。そ

れで、皆さんで掃除をしながら使用しているわけなんですけれども。 

 実際、このグラウンドゴルフ場は、使用する人数が非常に、さっきも言ったように、分館も多く、たくさんの方が

使用されているんですよね。掃除も自分たちでやっておられますが、このトイレでは、とてもではないんですが対応
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できていないというのが現状で。先ほど要望書の中にもあったように、「トイレに入るのが大変で、グラウンドゴル

フに行きたいんだけど行けない」とかそういった形で、グラウンドゴルフに参加するのを諦めておられる方もいると

いうふうに聞いております。 

 もともと、この西地区の大王原公園が、令和２年の水害によって球磨村の方が越して来られました。あそこは県が

整備した被災者住宅であって、錦町は土地を貸すという形で、錦町の中にある球磨村の方の被災者住宅という形であ

りました。もともと、あそこは広い敷地があったので、例えば、「このコート４分館、このコートは５分館」という

ふうに割り当てることもできていたんですけれども、今現在は、日割といいますか、そういった形で回して使ってい

るっていうのが現状なんです。 

 当初は、その応急仮設住宅でしたので、結局、最終的には球磨村の方は帰られる。そして、その後の利用は、その

都度、考えていこうということで、今やっと、まとまった案としては、西側の棟を解体し、駐車場として整備して、

あと残りの分をいろんな改装を加えながら町有住宅として、今、工事の最中であります。ですから、あの大王原公園

は元の形に戻るということはないということです。 

 そうすると、今残った隣の北側の公園部分も、今、子どもたちや家族連れで、普段使っておられます。ですから、

実際、グラウンドゴルフを今の三和エレクトロニクスのところでやっている時間帯と、公園に訪れている他の町民の

皆様が、実際、時間帯にはダブっておりますので、なかなか共同で使うということが難しいのが現状であります。 

 当初は、その大王原公園、今の西コミセン横を使ってはどうかという話もありましたが、現状では、もうやはり、

今のグラウンドゴルフ場が最善のところではないかなと思っております。これは、私の今の意見ですけれども。 

 もう一枚、写真がありますかね。この写真は、西地区の西村大王神社前の公共トイレですね。これは近年、町に整

備していただいて立派なトイレが完成しました。 

 毎年１１月に西村大王神社のお祭りがあるんですけれども、ここもトイレの問題があって、時期的に寒い時期でし

たので、大変、皆さんトイレに行くのも我慢といいますか、大変な苦労をなさっておりました。このトイレが完成し

たことによって、安心で安全で、祭りもできておりますので、本当に、地域住民の方から大変ありがたいという感謝

が寄せられております。今年は１１月１８日がその祭りだったんですけれども、例年になく暑かったので、あまり寒

いというふうにならなかったんですが、でも、このトイレがあることによって、参拝される方も安心して行事に参加

することができ、不安を感じないといった、本当に、公共のトイレの重要性っていうのが、改めて、必要だなという

ふうに感じたものです。 

 前の映像に戻してください。 

 その中で、質問要旨の②として、もともと、大王原公園で行っていたグラウンドゴルフだが、周辺環境が大きく変

化した。高齢者支援・応援の立場からも早急な対応をというふうに、お願いします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 今後も引き続き、設置する方向で財源を見つけ出して、令和７年度当初予算計上に向けて対応していきたいと考え

ております。 

 なお、維持管理につきましては、地元にお願いしたいと考えておるところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  ここは、確かに近くに下水道も通っており、今、三和建設の前のほうから、町道の道
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路改良工事もあと少しというところに来ております。将来的には、その先にある黒辺田野橋も今、架け替え工事に入

りました。そういった形で、周辺に今、住宅、アパートも建設中で、非常に人口的にも密集していく、どんどん家が

建っている地域であります。 

 そういった意味で、この道端に公共トイレを設置するということは、小中学生の通学路でも当然ありますけれども、

散歩とかジョギングとか色々される方も、やはり一番の問題は、途中で、例えばトイレに行きたくなったときに、ど

こでできるか、そういったのが一番不安になって、できない、行けないという人も、中におられるのではないかなと

思っています。こういったトイレ整備っていうのは、非常に大事だなというふうに感じております。 

 質問要旨の１番のこのことについて、町長のお考えをお聞きしたいと思うんですが、よろしくお願いします。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  令和２年７月の豪雨によりまして、球磨村の方をあの場所に避難して生活をしていただいて

いるというのが現状です。 

 今、球磨村の方もそれぞれ元の場所に帰られるということと、それから、今、８０戸だったかな。仮設住宅として

おります建家の中から、６０戸を錦町が引き取って、そして、補正を出しておりますけれども、部分的に工事、玄関

先とか室内の工事、それをしながら、６０戸ほどをまた、いろんな方に貸し出すということで計画をしております。 

 今、貸し出す方法についても、予約といいますか、そこも結構入っているようでございますので。しっかりとして、

場所を整備をしていこうと思っております。 

 その場所として、今、質問議員おっしゃいました、グラウンドゴルフをあそこでしていただいた、その方々が、今、

三和エレクトロニクスの今の場所のほうに来ていただいて、そこでプレーを楽しんでいただくということで。 

 今回、トイレの建設ということで要望があっているところでございます。しっかりとその対応をしていこうと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  ありがとうございます。今、町長が「しっかりと対応を取る」というふうにお答えを

頂きました。 

 本当に今、財政も大変な、この時期の中で、優先順位をつけながら、「これは必要だ」と、「これはちょっと我慢

してもらわなければならない」といった、そういった形で町長も色々とかじ取りが大変だと思いますが、そういった

中での、この要望に対する対応ができたということは、非常にありがたく思っています。ありがとうございます。 

 それでは続きまして、質問事項の２、鳥獣害対策の現状とこれからの取組について。 

 質問の要旨①今、全国で鳥獣害が問題となっている。町としての対応はということで質問いたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  質問の要旨①今、全国で鳥獣害が問題となっている。町としての対応と課題はとい

う質問に対して、お答えいたします。 

 先ほどの５番議員の質問に対する回答と重複いたしますので、実績及び対応状況などにつきましては割愛させてい

ただき、課題を含めたこれからの取組についてお答えさせていただきます。 

 現在、猟期内のイノシシの捕獲分については補助対象外としているため、猟期内の捕獲意欲の低下につながり、伴

って、捕獲数の減少、その結果、生息数の増加という悪循環を招きかねないことから、来年度から猟期内の捕獲分に

ついても補助対象として取り扱う方向で進めてまいります。 
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 実施隊の現状として、銃の免許保有者が２５名、平均年齢が６３歳です。わなの免許保有者が３６名で、平均年齢

はこちらも６３歳となっております。 

 自らの仕事の傍らで活動を頂いていることから、出動に限界があることや、近い将来、実施隊の高齢化に伴い、猟

銃を扱える人材の減少が予測されますので、今後の実施体の確保、育成のために、これまでの免許取得者への講習会

受講料の補助やセミナーの開催は継続的に行いながら、免許更新に係る費用に対する補助を行う方向で進めてまいり

ます。 

 また、農家以外の方々にも身近な問題であることを認識してもらい、わな免許取得者が増えるよう、広報活動にも

積極的に取り組みたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  今、課長の答弁から、前までよりも、かなり踏み込んだ内容だと思います。来年度か

ら、狩猟期間の間ではあっても、鹿やイノシシに対しての駆除対象の補助金は支払っていくということ。それと、免

許更新に関わる補助も行っていく。 

 それから、はっきり言って、今、数字的な問題でいいますと、銃の免許を持っている方が２５名であって、わなの

免許を持っている方が三十何名だったかな。（発言する者あり）なんですよね。 

 当然、この中でも６３歳ぐらいですので、私よりも平均年齢が高いということなんですけど。やはり、毎年新たに

新しい人たちを取り入れていかないと、結局、継承ができていかないと思うんですよね。 

 だから、今、全国で鳥獣害が、非常にテレビやいろんなところで問題になっていますね。北海道では熊が出て、そ

の駆除する駆除隊のハンターと警察が、色々もめているわけですけどね。 

 それと、例えば、前も一回、例に挙げたように、千葉県では鹿の仲間のキョンが生息していると。福岡、熊本もア

ナグマが非常に増えていると。このキョンとアナグマは外来生物ですので外来種。日本以外から来た種ですので、こ

れは完全に駆逐するということができるそうです。ゼロになるまで駆逐するのが目標で、ただ、とてもそれが追いつ

いていなくて、どんどん増えているというのは現状ですね。 

 そのほかに、この錦町でも先ほど言った猿や、イノシシ、鹿、アナグマ、ヒヨカラスとか色々な被災が出ています。 

 今、問題になっているのは、熊本ではまだ起きていませんが、野犬の問題もあります。コロナ禍の中で、皆さんが

家の中に閉じこもっていた関係で外出をしなくなって、犬を飼う人が増えたそうです。それで、今度はコロナ禍が収

まって、今度はその犬を持て余して、結局その犬を捨ててしまうわけです。その犬が野生化して、自然繁殖をしてい

る。要は野生化した犬ですよね。俗に言う野犬ということになって。我々がこの間、研修で行った茨城県ではニュー

スで、養豚農家に野犬が来て、子豚を襲って食べる。岡山県とか山口県では、小学生や高齢者に対して野犬が襲いか

かったり、そういう事例が今、増えているということで、これは決して他人事ではないということです。 

 熊はいませんけれども、いないという話になっていますが、調べてみると昔はいたそうです。ただ、今は絶滅した

ということになっておりますが、目撃情報はあるということで、分かりませんが。九州は自然林が少ないそうです。

人工林が多いということですね。杉やヒノキが多いものですから、熊の餌となるドングリとかああいうものが少なく

て、熊がなかなか生息できない。そういった事情があって、九州では減っていったんだろうということです。 

 先ほど言った、私もアナグマとかイノシシ、鹿には大変悩まされております。今年はＷＣＳ、上大鶴地区に作って

いる五反ゼマチがあったんですが、そこに、一晩で鹿が数十頭が入って、一晩で３分の１、半分ぐらいが倒れてしま

いました。そういった形で非常に問題も起きていますし、畜産農家にも迷惑をかけると。そういった形で、非常に苦
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労をしているわけです。 

 そういったものを駆除するためには、当然、わななり銃なりが必要なわけですけれども、先ほど言われたように、

人数的にも、かなり高齢化していることもありますので、今の時代ですから、農業をしない人ですね、例えば猟に関

心がある方、あとは、ジビエとか肉の加工であったり、料理であったり、皮や角の加工であったり、そういう使途に

興味がある方、あとは地域の環境や生態系に興味を持っている方、食育に興味を持っている方、いろんな人がいると

思うんですよね。そういう人とのネットワークというか、「あなたに、イノシシを捕ってください、鹿を捕ってくだ

さい」じゃなくて、こういう鹿が捕れましたよとか、イノシシが捕れましたよっていうような、いろんな情報交換を

しながら、そういったものができるようにネットワークがつくられればなと。そうしたことが農業者や生産者以外の

方たちに、いろんな情報提供を行い、みんなでこの地域を考えるというようなことにつながるのではないかと私は思

っています。 

 命は大事なことです。それを教えるのは、やっぱり子どもたちにも教えていかなければならないし、命は１つしか

ないんだからっていうことで。食育やそういう教育にも非常に関与しているというか寄与するものではないかなと思

いますので、なかなか大変ですけれども、頑張っていただきたいと思っております。 

 それでは、質問要旨の②として、高齢化などにより農家数が減少している。耕作放棄地が増加するのではと危惧し

ている。町としての考えはということで質問いたします。 

○議長（荒川 孝一君）  東農林振興課長。 

○農林振興課長（東  貴志君）  質問の要旨の②にお答えいたします。 

 農林業センサスによりますと、平成１２年と令和２年の２０年間で総農家数、基幹的農業従事者数共に３割減少し

ています。年齢構成も、６５歳以上が４１.４％から６５.７％へと、ピラミッド型に推移をしております。併せて、

新規就農者もコロナ期は一時増えたものの、令和３年度以降減少している状況です。 

 高齢化に加えまして、現在の円安や紛争等の世界情勢や気候変動が続く場合、依然として高い水準にある農業資材

等の経費が経営を圧迫し、離農される農家が増加し、担い手だけでは引き受けられない、耕作されない農地も増加す

る懸念がありますが、当町だけでなく全国的に抱えている問題になります。 

 農地を守るという観点では、農地パトロールや、農地中間管理機構において機構が借り受け、認定農業者等の担い

手に貸付けを行い、荒廃農地発生の予防を行っている状況です。 

 水利や農道等の維持管理を地域で支えていくための制度として、多面的機能支払いや中山間地域等直接支払事業な

どの日本型直接支払事業に町としても取り組んでおりますが、これらを今後もしっかり継続していく必要があると思

います。 

 併せて、今年２５年ぶりに改正された食料・農業・農村基本法では、柱の１つ目として、「農業の持続的な発展」

となっており、これは多様な農業者による農地の確保、スマート技術を活用した生産性の向上、農業資材の価格変動

への影響緩和、コスト高騰の中での価格転嫁が規定されております。 

 ２つ目に、「農村の振興」が掲げられております。これは、農地の保全に資する共同活動の推進や、鳥獣害対策等

が規定されておりますが、今後、新たな施策が展開されることになると思われますので、国の動向を注視しておかな

ければならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  大変、この農業を取り巻く情勢は厳しいものがあり、これは決して農業だけに限った
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ことではありませんけれども、やはり、人材不足といいますか人手不足、これが非常に大きな問題となっております。 

 農家の規模拡大というのは、集団化、大型機械を導入するスマート農業、いろんなことを駆使すれば、ある程度の

大規模経営は実現できると思いますが、残念ながら、大規模経営をするということは、条件の悪い小規模な農地、

（コゼマチ）であったり、道が狭い、水が少ない、そういった農地は切り捨てるわけです。そうしないと経営が向上

しないというか。ですから、大規模農家は、結局、そういうふうに動いていくわけです。 

 そうなると、今、残っているほかの小さな農地ですね。機械が大きいので、一反程度にも満たないと。そうなると、

そこは非常に耕作がしにくいわけですよね。 

 今からは、じゃあ、それもお願いします。それもお願いしますといっても、今までは何とか担い手の方もある程度

いたのでできたけれども、今、担い手の方も高齢化しております。いくら技術が進んでも、それを使いきる人がいな

くなってしまうとなかなか難しいところがあるので、やっぱりこれからは小規模農業っていうんですかね、例えば、

家庭栽園でもいいんですよね。家庭栽園の延長が、ちょっと欲出して、一反作ってみよう、２反作ってみようと、そ

ういうことにもなりますので、そうなると、やはり問題があるのは、先ほど言ったような鳥獣害対策が非常に大きな

ネックとなってくるわけです。一晩で小規模な面積はやられてしまいますので、何ヶ月もかけて一生懸命作った農作

物が一晩で駄目になるっていうことは、非常にショックで、もう作るのを諦めると。そういう話をよく聞くんですよ

ね。 

 ですから、そういったことのノウハウっていうのは、例えば新しく農業を始めてみようとか、自分は退職したけど、

今度は農業をやってみようかなとか、猟をやってみようかなってそういう人たちに、ノウハウっていうか指導者、ア

ドバイザー的なそういうことができる人、先生というかそういう人たちがいれば、かなり継承とか技術を教えるのも

できるんではないかって。そういうリーダー的な人たちの育成も必要ではないかなというふうに考えております。 

 だから、農業も二極化が進んでいくと思いますので、大きいところは、もう大きくなるばっかりです。途中から小

さくなることはあんまりないので。あとは残った土地、残った農地をいかに無駄なく作っていくっていうか、そこが

難しいところだなと考えておりますが、そこをみんなで知恵を出し合いながらいくしかないと今は思いますので。 

 課長も、新しく今度、農林振興課に入られましたけれども、大変でしょうが頑張っていただきたい。私たちも知恵

を出して頑張りますので、一緒に頑張っていきたいというふうに思っております。 

 それでは、質問事項の３番、公共交通機関の現状と取組について、質問の要旨①現在、町から出している補助額は

ということで質問します。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  ただ今の質問にお答えいたします。 

 令和５年度決算で説明いたします。バス運行対策として３,０３７万３,０００円、乗合タクシーの運行対策として

３５３万円、くま川鉄道の経常損失、施設整備、災害復旧に対する補助として９,４１３万６,０００円となっており

ます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  今の説明の中で、バス運行対策として３,３７３万円、乗合タクシーに対して

３５３万円、くま川鉄道の経常損失、施設整備、災害復旧に対する補助として９,４１３万６,０００円ってなってい

るということですが。 

 以前、くま川鉄道が完全な状態であったときに、錦町が、くま川鉄道に大体、年間１,２００万円ぐらい出してい
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たと思うんですよね。この金額、今の９,４００万円というのは、これはそのプラス何が増えた数字なのかをよろし

くお願いします。説明を。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 先ほどの９,４１３万６,０００円の内訳としまして、まず経常損失分が６２７万２,０００円、施設整備分が

８６０万７,０００円、くま川鉄道再生協議会負担金が３１１万９,０００円、残りが災害復旧費となっております。

約７,０００万円程度ですね。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  ニュースでもありましたように肥薩線も今、復旧に向けて動いておりますが、結局、

くま川鉄道は人吉駅まで乗り入れをしますので、肥薩線との利便性というか、当然、共同体といいますかそういう面

も大きいわけです。 

 ただ、実際、今、子どもさんが非常に減ってきている世の中で、この、くま川鉄道を残さなければならないってい

うのは、結局、高校生の通学の足を確保するというのが一番大きな問題だったんだろうというふうに思っています。 

 しかしながら、年々、子どもさんが減ってきておりますし、その中で、今、郡外に出られる子どもさんもかなり多

くおられるわけですから、もう今は、本当に、日本中で子どもの取り合いが起きています。 

 そういった現状であって、当然そのことを考えますと、これから、くま川鉄道が全線復旧した場合に、利用客の増

が望めるのかっていう、その点は課長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 まず、バスやタクシーにつきましては、地域住民の生活の足として必要な路線の維持、確保のために、国からの手

厚い財政措置があるところですが、鉄道に関しましてはそういった手厚い財政措置もないところです。 

 日常利用の促進などの取組も必要かと考えますけれども、人吉球磨の地理的な要因を考えますと、車社会の中、集

客を伸ばすことは非常に困難なことだと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  今の「手厚い財政措置」とありましたが、具体的にどの程度の措置が講じられている

のか、お願いします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  まず、先ほど申し上げました、バスの運行対策の３,０３７万３,０００円、乗合タク

シーの３５３万円に対しては、８割が特別交付税措置となっております。鉄道に関しましても、完全にないことはな

いんですけれども、ごく僅かなものとなっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  それでは、質問要旨の②に移っていきたいと思います。質問要旨の②バス、鉄道会社

が集客に努力するのは当たり前だが、町としての利活用案はどのように考えているのかということで質問いたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 
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 先ほど申し上げましたように、日常的な利用というのはなかなか、日常的な利用で集客を伸ばすことは非常に困難

なことだと考えております。ですので、人吉球磨が一体となって、観光需要の拡大や駅周辺の活性化等に取り組んで

いくことが必要かと考えております。 

 また、毎年、市町民の皆様に除草作業をボランティアで行っていただいておりますけれども、このようなマイレー

ル意識を醸成していくことも必要かと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田議員。 

○議員（８番 岡田 武志君）  確かに、「じゃあ、くま川鉄道を利用しましょう」と言われたときに、「どうしよ

う」っていうのが正直なところなんですけれども。 

 今年、私、議員全員で視察研修に行ってまいりました。それは、茨城県のひたちなか海浜鉄道というところで、や

はり、くま川鉄道と一緒で、第三セクターで運営されておりましたが。違う面は、鉄道の路線自体が市街地といいま

すか、各駅周辺に人口がある程度、集中したところであったので、鉄道の利便性が非常に高いということで、我が錦

町を見てみますと、肥後西村駅、一武駅、木上駅を見てみれば分かるように、駅周辺にはなかなか人が、ゼロではな

いけれども多くは住んでいません。ですから、利用が難しいかなというふうに思った次第であります。 

 また、その、ひたちなか海浜鉄道というのは、ひたちなか市の第三セクターなんですけれども、結局、市町村が、

１つのまちと１つのまちが合併して１つになっていますので、球磨人吉のように１０市町村で運営するということで

はないので、進める上でも、やりやすいのかなと。我々は錦町の言い分、例えば、あさぎり町の言い分とか多良木町

の言い分があっても、それを集約していくのは、ちょっとなかなか難しいところもあるのかなというふうに感じてお

ります。 

 そういった中で、この、くま川鉄道のこれからの運営っていうのは非常に厳しいものがある。でも、結局、皆さん

で残そうと決めたわけですから。完全復旧しても当然、毎年補助金は出し続けることになるわけです。 

 それで、私が思ったのは、ひたちなか海浜鉄道の印象としては、地域住民の応援団がすごいっていうことで、地域

住民が一生懸命盛り上げてくれているわけですよね。 

 ただ、今回、錦町でも除草作業がありましたから、実際、あの日は錦中学校の錦学祭と同じ日でしたので、いろん

な行事が重なって、実際的な人数はかなり少なかったのではないかというふうに、実際は除草作業に行きたかったけ

れども行けなかった。そういうことはありますので、そういったイベント、イベントというのはちょっと変な感じで

すけれども、せっかく除草作業をするのであれば、何らかの皆さんが参加しやすいような対策を講じる必要があるの

かな。やっぱり、せんばいかんと、どうにかしてやろうっていうような、その気持ちっていうか、そういうのが非常

に大事じゃないかなというふうに思った次第であります。 

 私なりに考えたのが、例えば、今、コロナ禍の中で学校行事なんかも、遠足なんかも今、どうなっているのかよく

分からないんですよね。自分たちもコロナ禍の中では学校に行くことがなかったので、その３年、４年ぐらいの間の

中で、学校の行事がどういうふうに変わったのかちょっとよく分からないんですけれども。大体、昔は遠足というも

のがあったり、いろんな行事があったんですけれども、それが今、やっと元のとおりに戻りつつあるのかなというふ

うにするんですが。 

 昔は、西小学校のときでしたら、くらんど公園まで遠足に来たことがあるんですよね。でも、それがやっぱり遠い

から、くらんど公園は遠いから、もうそういうところに行かんでくれということで、今、西小学校は大王原公園に、

ずーっと遠足に行っていた経緯があるんですよ。でも、大王原公園も、今はああした事情で、西小学生が全員が今の
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あの公園に行くっていうと、ちょっと狭いかなっていう事情があって、今は一体、どういう形で遠足が行われている

のかどうか私は分かりませんけど、例えば、西小学校の学年でもいいですし、全体でもいいんですけれども、肥後西

村駅まで歩いて行って、おかどめ幸福駅まで乗って、おかどめ幸福駅であそこの公園で遠足をするとか。例えば、多

良木町、あさぎり町のほうから錦町に来てもらって、一武駅で降りてもらって、くらんど公園に遠足に来てもらうと

か。そういった遠足といいますか、いろんな社会科見学でもいいんですけれども、鉄道を利用しましょうよというか、

そういったことも必要かなっていうふうに考えております。 

 それに、例えばですが、老人会という言葉はなかなかどうかよく分かりませんが、シニアクラブといいますかね。

例えば、肥後西村駅から、くま川鉄道を利用して湯前駅まで乗って行って、湯前駅で、できれば湯前駅にはバスがあ

りますので、そこからちょっと送迎してもらって、グリーンパレスでグラウンドゴルフ大会をするとか。あそこはグ

ラウンドゴルフ場が整備されております。温泉もありますので、そういったイベントを町ぐるみで、必ずしも錦町の

中でやる、錦町だけがやるというのじゃなくて、錦町のないものを、湯前町は持っていると。ほかの町村にないもの

が錦町にはあるというわけですから、そういった意味での広域連携というのはあっていいんじゃないかというふうに

思うんですよね。それで、球磨郡の中にはこういう施設がある、錦町はこういう町ですよ。そういったことでも社会

勉強にもなるんじゃないかというふうに私は思っております。 

 せっかく、くま川鉄道にお金を出すわけですから、人が乗らないからお金を出すんじゃなくて、人が乗るために出

したほうがいいんじゃないかなと。そのほうが、やはり、人の動きっていうものをつくっていくことが大事じゃない

かなっていうふうに思いますので、色々、各町村、考え方があるかと思いますが、そういった協調性といいますかそ

ういったものを持って、どうかしよう、何とかしようっていうことでいうのが、子どもたちに対する教育であったり、

我々が、大人がやるべき動きではないかなというふうに考えております。これは私の個人的な考えですけれども、何

かと応援をよろしくお願いしたいと思います。 

 すみませんが、時間がちょっと余ってしまいましたが、私の一般質問はこれで終わりたいと。ただ、今日の一般質

問の中で、色々、鳥獣害対策、トイレに関しても、非常に前向きな建設的な意見が頂けたことは本当にありがたいと

思い、感謝しております。 

 これにて私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（荒川 孝一君）  ８番、岡田武志議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  梶原議員にお聞きします。開始予定時間が早くなりますが、よろしいでしょうか。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  はい。 

○議長（荒川 孝一君）  では、ここで休憩します。休憩後は午後３時４５分から開議いたします。 

午後３時36分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後３時45分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ３番、梶原誠二議員の一般質問を許可します。３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  皆様、こんにちは。３番議員の梶原誠二です。ただ今、議長より質問の許可をいただ

きましたので、令和６年第４回錦町議会定例会一般質問を行います。 

 また、本日は傍聴席において、最後まで傍聴ありがとうございます。また、執行部におかれましては、非常にお疲
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れのことと思いますけれども、最後まで前向きな答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

 今回、人事評価に関する質問をさせていただくのは、今年度の議会全員協議会で職員の事務処理等に対する報告が

２回ほどありました。その内容から職員の職務に対する基本的な姿勢が不足していることを感じました。日頃の業務

の中での指導教育の必要性があることをまたそのときに感じました。その対応として人材育成に力点を置いた人事評

価等への提言を含めた質問となります。 

 地方公務員においては、人事評価は平成２８年４月に施行された改正地方公務員法により実施が義務づけられてお

ります。人事評価は、職員の職務遂行能力と業績について評価し、結果を賞与、給与及び人事異動などに反映するた

めに実施されております。 

 本町においても、錦町職員の人事評価実施規程が平成２８年１０月１日に施行され、平成２９年度から実施されて

おります。その人事評価実施規程の第１条、後段には「職員の執務について勤務成績を的確に把握し、公正な評価を

行い、もってこれを職員の能力開発及び人材育成に活用し、適正な人事管理を図る。」と定めてあります。その規程

による評価ツールをより効果的に運用されることを期待して、質問をさせていただきます。 

 質問内容は、質問事項、人事評価による人材育成について。 

 質問要旨１、現行人事評価の内容は。評価期間、評価項目、評価者、評価方法、評価結果の反映方法をまずお尋ね

し、あとは質問席で行います。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  現行の人事評価の内容についてお答えいたします。 

 まず、評価期間につきましては、職員に求められる行動が安定的に取られているかを評価し、人事評価の結果を

１月の昇給や４月の人事異動の際の係長、課長への昇格人事へも活用できるよう、国と同じ１０月から９月までの期

間で実施しております。 

 次に、評価項目につきましては、職員によって異なりますが、一般職を例に説明しますと、倫理・知識・技術・コ

ミュニケーション・業務遂行等の個人の能力に関する項目の能力評価と、組織としての業務目標への取組などを評価

する業績評価となります。 

 次に、評価方法・評価者についてですが、評価方法につきましては、まず個人が評価書を、評価書の様式は総務省

が示した様式がモデルとなっておりますが、この評価書に目標への取組結果や普段の行動について自己申告を行いま

す。 

 次に、所属課の課長が提出された評価書を確認し、これまでの仕事ぶりや業務の達成具合等を基に５段階で一次評

価を行います。その後、二次評価者は副町長となりますが、各課から提出された評価に隔たりがないかという観点か

ら審査をします。仮に均衡が取れていない場合は、一次評価者に再提出を求めます。最後に町長による確認が行われ、

評価が決定します。 

 最後に、評価の反映方法についてですが、人事評価の結果は被評価者の任用・給与・分限その他の人事管理の基礎

として活用しております。具体的には、成績上位者へは１月の昇給の号俸数及び賞与における勤勉手当成績率のかさ

上げを行っております。 

 また、４月の人事異動の際、係長や課長への昇格人事の参考ともしております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  きちんとしたシステムによって評価されることを確認できました。 
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 この今の答弁の中で、一次評価において５段階評価ということでしたけれども、国家公務員の人事評価制度は令和

３年１０月以降、ランクがＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄというランクがありますけれども、５段階評価からＢを優良・良好に

分けた６段階評価になっておりますけれども、それはまだ反映されてはいないのですか。 

 また、能力評価と業績評価がありますが、賞与に反映するのはどちらの評価でしょうか、お伺いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えします。 

 評価段階につきましては、現在も５段階となっております。賞与への反映は、能力評価・業績評価、両方の結果と

なっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  評価書は総務省モデルということですけれども、その各評価項目の着眼点についての

内容は検証されているでしょうか、お伺いします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えします。 

 総務省モデルを基本に評価項目着眼点につきましては、検証を行い、町独自の項目として、チームワークの項目で

あったり、コスト意識、変革力等を追加して実施しております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  モデルをそのまま使わなくて、それなりの町村独自の取組もされていることを確認で

きました。 

 次に、質問要旨２、年度としての業務期間と評価期間が合っていないようですけれども、業績評価の目標管理はど

うしているかについて質問をさせていただきます。 

 業績評価の目標設定は、基本的に民間事業の目標管理制度と同じ考え方と言われております。その目標管理制度は、

企業の経営方針と社員個々の目標を調整し、双方の方向性をすり合わせながら一人一人が達成すべき具体的な目標を

設定し、その進捗や結果を管理する方法であります。 

 本町における経営方針といえば、施策目標である総合計画がそれに当てはまるものだと思います。その総合計画の

業績評価指標（ＫＰＩ）ですけれども、その目標管理は年度単位になっております。しかし、業績評価の評価期間は

１０月１日から翌年９月３０日となっておるようですけれども、施策目標と業績評価の目標期間が連動していないよ

うに思いますが、職員一人一人の目標設定やその進捗管理についてはどのようにされているのですか、お尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えします。 

 １０月から９月までの目標設定となり、４月の人事異動により部署が替わることが十分あり得ます。そのような際

には、新たに部署において目標を立て直し、新たな目標についての業績評価を行っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  目標設定期間と人事異動時の目標設定は分かりますけれども、各課各業務の業務期間

は４月１日から翌年３月３１日という年度単位になっています。評価期間は１０月１日から翌年９月３０日となって
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おるということですけれども、この期間のずれによる目標管理はどのように捉えていますか。 

 全国市町村の中には評価期間を年度単位でされているところもありますけれども、その目標設定の内容はどのよう

なものでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 評価期間につきましては、各自治体の判断に委ねられておりますが、総務省から示された運用に関する通知に基づ

き、当該職員に求められる職務行動が安定的に取られているかどうかを評価するための観察期間や任用・昇給への活

用を念頭に現在の評価期間としており、１２月期の勤勉手当、１月の昇給に活用ができるスケジュールとして運用し

ているところです。 

 目標管理につきましては、総合計画の基本構想などを基に各課の目標を定め、それを踏まえた個人ごとの具体的な

「いつまでに何を」「どの水準まで行う」などの内容となっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  目標期間の整合性についてはちょっとまだ理解がしにくいところもありますけれども、

次の質問に行きたいと思います。 

 その中で、６月の勤勉手当の活用の評価期間はどうなっていますか。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 評価自体が年１回となっておりまして、その１回の評価で１２月期及び６月期の手当の評価の対象としております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  評価結果の活用サイクルという事例を見たところ、これは主に国家公務員の例だと思

いますけれども、１０月から３月の業績評価を６月の勤勉手当に、４月から９月の業績評価を１２月に活用されてお

ります。 

 本町では、１０月から９月の業績評価を１２月と６月の勤勉手当と１月の昇給に活用されているということになり

ますけれども、ということは、評価期間終了後、１２月勤勉手当は３ヶ月後、１月昇給は４ヶ月後、６月勤勉手当は

９ヶ月後の活用ということになるというふうに思います。 

 先ほど述べましたように、全国市町村の中には施策目標期間に合わせて評価期間が４月、３月ベースでのところも

あります。地方公務員法では、実施方法については市町村に委ねられているということもあり、これについても目標

管理としてはなかなか整合性を取りにくいとも感じますけれども、検討されてはどうでしょうか。 

 個人目標は組織目標に、組織目標は施策目標に連動していなければ目標管理としては非常に方向性が取りにくいん

じゃなかろうかと思っているところです。これについても、それぞれ事情があると思いますけれど、この期間の管理

をもう一度お尋ねいたします。 

 その業務の目標が年度単位で評価が若干ずれている。それで、個人目標は取ることができますけれども、個人目標

は組織目標、或いは町全体の施策目標と当然連動すべきかと思いますので、そういった評価期間を捉えた理由を分か

る範囲で答えていただければと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 
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○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 錦町の場合は人事評価制度を導入しまして、本格運用が令和３年度からとなっております。その間、各種研修等と

かを受けておりますが、実際に国のほうは年２回の業績評価のほうを行っているようで、先ほど議員が言われるよう

な事例というのはかなり解消しているのかなと思います。 

 うちのほうは、まだ運用上１回としておりますけれども、今後の検討事項かと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  そうですね、私も民間のほうで人事評価をやっていましたけれども、なかなかこれを

変えるというのは多大なエネルギーといろんな職員に浸透させる時間が要しますので、急に変えることはできないと

思いますけれども、やっぱりいろんな良い要素は取り入れられて、ますますこの評価システムがレベルアップするよ

うにお願いしたいと思います。 

 次に、質問要旨３、人事評価制度の導入目的である人材育成につながっているかについてお尋ねいたします。 

 実施規程に「公正な評価を行い、もってこれを職員の能力開発及び人材育成に活用し、適正な人事管理を図る。」

とあるように、人事評価は人材育成と密接な関係があると思います。人事評価がうまく機能しないと不満の温床にな

ることもあり、職場の活性化を図ることが逆に職場の成長の足を引っ張ってしまうこともあります。一人一人の職員

の成長が職場全体の成長につながる人材育成について、人事評価を運用する中で、どのような取組が人材育成につな

がっているかと考えられるでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 制度を導入したことによって、職員一人一人が自分の業務と達成具合を意識できるようになりましたので、仕事に

対する向上心や動機づけにつながっているものと考えております。 

 また、評価結果につきましては、一次評価者である所属課長より面談を通し、成長を促すアドバイスとともに個人

へ返しておりますので、人材育成にもつながっていると考えているところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  民間の人事評価には、業績評価、能力評価、情意評価の３つの要素で構成されており

ますけれども、職員の態度や感情、チームワークといった情緒的な側面を評価する情意評価に当たる部分は、現在の

評価項目でどの部分に当たるでしょうか、お尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 能力評価の様式におきまして、コミュニケーションの項目の中に指示・指導の理解、情報の伝達、上司への報告、

住民への対応、チームワークに係る項目があり、この部分が該当するかと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  今まで色々現行の人事評価の内容についてお尋ねいたしました。 

 次の質問要旨は、これは実際、自分が民間でやっていた人事評価の内容をまずは紹介して、その良いところを人事

評価のレベルアップの要素にしていただければということで、ちょっと時間はかかりますけれども、様式を使いなが
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ら説明させていただきたいと思います。 

 質問要旨４になりますけれども、職員が目的意識を持って取り組むことができるキャリアパス制度を参考にした人

事評価の検討をということをまずは説明させていただいて、それに対する考えをお聞きしたいと思います。 

 キャリアパスとは、目標とする役職や立場などに到達するために必要なスキルや経験などを示した道筋のことであ

り、経験を意味するキャリアと道筋や方針を意味するパスを組み合わせてキャリアパスと表現してあります。 

 民間事業者では組織の生産性向上のため、職員の成長や定着率を高めることを目標として導入されております。特

に介護事業者においては、介護職員処遇改善加算の満額受給の必須要件としてキャリアパス制度導入が定められてお

ります。平成２３年度から導入され、運用をされております。 

 まず、キャリアパスシートを御覧ください。このシートは、人事評価における能力評価と業績評価の両方を評価で

きるようになっております。このシートの……。見えますかね。これはちょっと拡大して見られてください。この

シートの右側と左側の区分Ａとありますけれども、この部分が現行人事評価における業績評価になります。シートの

左側の区分Ｂと区分Ｃが現行人事評価の能力評価になります。評価の方法は、一次評価、二次評価、最終評価の３段

階で実施しております。 

 まず、現行人事評価の評価書です。ちょっとここに持ってきていますが、評価書の評価項目ですかね。それに当た

る部分が、この評価シートでは評価要素という言葉で表現してあります。本町の現行の人事評価では、４項目１２着

眼点、この着眼点がそれぞれチェックを入れる場所ですけれども、このキャリアパスシートは９項目２９着眼点があ

ります。 

 被評価者は、このキャリアパスシートでまずは自己評価を行います。評価は、この人事評価ではＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄというアルファベットでランクを付けると思いますけれども、この評価シートはまず点数を付けていきます。その

点数を付けた自己評価で一次評価者は、このキャリアパスシートを使って一次評価を行います。一つ一つ着眼点につ

いて面談をして、ここで点数調整をしていきます。それの合計点で、最終的に点数範囲を設けてＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄのラ

ンクを付けるようになっています。そのとき次のキャリアパス評価シート、これが一次評価者が付ける評価シートに

なります。 

 先ほどのキャリアパスシートの着眼点をこの評価要素にまとめます。評価要素にまとめたところでまたその点数を

付けることになっています。点数ですので少数点以下も付けます。５と４の間の４.５とか、４と３の間の３.５とか、

そういった点数を付けて、かなり細かく人物像をつかめるようになっています。最終的な合計点でランクを付けるよ

うになっています。 

 ちょっと見にくいですけれども、今のこの評価シートの評価要素の隣に素点とあります。素点の隣にウエイトとい

う項目がありますけれども、このウエイトはこの評価要素の重要度とか或いは職位とか、役職によってまたウエイト

は変えるようになっています。一般職とか管理職とか或いは、ここで言えば係長とか課長とか、それによってウエイ

ト調整、もちろん評価要素も違いますけれども、重要度によってこの評価要素で調整するようになっています。 

 これの評価シートでもって一次評価が終わり、二次評価は非常に手間はかかりますけれども、このキャリアパス

シートを基に職員一人一人を一次評価者全員で行うというやり方をしています。名前は合議会議と言いますけれども、

決裁で言えば合議という言葉がありますけども、あれと同じ言葉で合議会議というやり方で多面的な視点を取り入れ

て勤務態度や業務に取り組む姿勢、チームワークなどの評価も複数の評価者で確認ができるシステムとなっています。

これが二次評価のやり方です。最後にもう一つシートがありますけれども、最後に評価結果を各被評価者に返すとき、

このフィードバックシートを用いて面談して返すようになっています。 



- 70 - 

 このフィードバックシートの上段の枠で、成果や成長が認められた点と、なぜこの評価なのかの根拠をこの枠の中

で伝えます。下の枠で、次期評価期間で課題や点を伝えるようになっています。これは実際、介護事業所でやってい

ます。あくまでも参考例です。実際に使えるのは、またその事業所に応じて改良を加えていますけれども、こういっ

たものを使ってやっています。 

 キャリアパスを含め、人事評価で人材育成に最も効果的なものは、このフィードバックだと言われております。被

評価者は、成果や成長を認めるポジティブフィードバックを受けることによって向上心が湧き、このフィードバック

により自分一人では気づきにくい問題点に気づくことができる効果もあると思います。人事評価と実施内容は、ほと

んど基本的なものは変わりませんけれども、職員一人一人の育成が強化できるものと思います。 

 このキャリアパスの要素を取り込んだ今後の人事評価の取組について、一つの考えをお尋ねしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 今回の質問に当たりまして、キャリアパスシートを確認させていただきました。今後、どのようなスキルを身につ

けて成果を出していけばよいのかが分かりやすく、評価の仕組みが透明化される面などから評価の妥当性につながる

かと感じました。 

 しかしながら、本町におきましては、先ほど申し上げましたように、現在の人事評価制度もこれまで評価者、被評

価者の研修を重ね、令和３年度より本格運用しており、軌道に乗ったばかりですので大幅な変更は考えておりません

が、他の自治体のやり方も研究しながら、よい部分を少しずつでも取り入れて、よりよい制度にしていきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  そうですね、これまでも多分いろんな御苦労をされて今の形ができているものと思い

ます。ただ、もう少しこの評価要素を細分化して、その全体像が誰でも分かるような評価方法も大事かなと思ってい

ます。 

 私もこの公務員の人事評価を見て、実際に自分も評価したことがありますけれども、この評価項目ごとにＡ・Ｂ・

Ｃのランクを付けるのは非常に難しいことだと思います。ここで、ある程度の全体像をつくってつけていくので。た

だ、その前に点数化した項目があれば、ある程度それが客観的に捉えられるかなと思ったところです。 

 キャリアパスによって、職員一人一人の強みや弱みを把握することで成長を促すきっかけになります。また、評価

面談やフィードバック面談におけるコミュニケーションを通じて、組織内の意識の共有化や組織力向上も期待できる

と思います。運用における負担感は、評価着眼点の増と細分化された点数による評価で被評価者の全体像が見える化

され、評価者、被評価者共に、その負担感がある程度軽減できるかなあというふうに思っております。 

 本当に人事評価とは難しいもので、人が人を評価する形で、評価を付けるのにその都度解釈がいるとか説明がいる

とか、そういったことじゃなくて着眼点を細分化することによって、それを点数化することによって、点数の幅でラ

ンクを付けるという形で、その話をちょっと。フィードバックシートをちょっと展開してください。 

 このフィードバックシートの下のほうにランクごとの点数の範囲を書いていますけれども、これはこの施設の例な

んですけれども、このランクの中の点数の範囲を書いてあります。この範囲に該当するところをＡ・Ｂ・Ｃランクで

付けるという形になります。いきなりＡ・Ｂ・Ｃランクで付けるんじゃなくて、その前段階である程度全体像をつか
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めるような点数化でしたほうが評価の労力の軽減はされるかなと思ったところです。 

 今度、補正の中にありましたけれども、令和６年の人事院勧告は約３０年ぶりの高水準のベースアップと言われて

おります。このベースアップの目的の一つに、職員の成長支援と組織パフォーマンスの向上が挙げられております。

今後、キャリア形成支援などの取組も予定されております。人材育成におけるキャリア形成の必要性はますます高ま

ってくるというふうに思います。 

 そのような状況下において、人事評価における人材育成のあり方について、色々と現状の評価シートのことを述べ

ましたけれども、課長の答弁の中にありましたように、やはりこれが完成形じゃなくて、より人材育成として達成で

きるようにバージョンアップしていく話もありましたけれども、こういったキャリアパスという一つの方法なんです

けれど、こういった方法の要素を取り込むという形の人材育成の在り方について、最後に町長のほうから御意見を伺

えればと思います。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  現在の人事評価につきましては、総務課長が話をしたところでございます。 

 今、職員が９６名います。まず、その方法として自己評価をしていただき、そしてその課の課長の評価をしていた

だき、そしてその上司であります副町長の評価をしていただき、そして人事の最高責任者として町長として、やはり

その職員その者がいかにその住民のサービスを促していくか、住民サービスに徹しているかという評価だろうと思っ

ております。 

 先ほど質問議員、民間の立場で民間の評価制度を取り入れて話をいただきました。総務課長が話しましたように、

今後においてもよい制度、民間の制度と。民間はあくまでもそのコストに関しての部分が強うございますので、そう

いうのもしっかりと取り入れながら最高の住民サービスができるようにして人事評価もしていこうと思っております。 

 今後ともよい制度等がございましたならば、御紹介をいただければなと思っております。よろしくお願いします。

ありがとうございます。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原議員。 

○議員（３番 梶原 誠二君）  非常に前向きな御答弁ありがとうございます。 

 職員一人一人の成長が職場全体の成長につながり、それが町の成長につながることと思いますので、この人づくり

のツールとしての人事評価、これ以上にバージョンアップを図りながら、よりよい人材育成になることを願って、私

の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（荒川 孝一君）  ３番、梶原誠二議員の一般質問が終了しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（荒川 孝一君）  本日予定されました日程が全部終了しました。 

 これにて、令和６年第４回錦町議会定例会３日目の会議を散会します。 

午後４時18分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和６年 第４回 錦 町 議 会 定 例 会 議 録 （第３号） 

招 集 年 月 日 令和６年１２月１０日 招 集 の 場 所 錦 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 及 び 宣 告 
開 議 

閉 会 

令和６年１２月１３日 

令和６年１２月１３日 

午前１０時００分 

午後 ２時２７分 

  出 席 及 び 欠 席 議 員 
議 席 

氏     名 
議 席 

氏     名 
番 号 番 号 
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議事日程 

  日程第１ 一般質問 

  日程第２ 議案第82号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第３ 議案第83号 令和６年度錦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  日程第４ 議案第84号 令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第５ 議案第85号 令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第６ 議案第86号 令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第７ 陳情第１号 農業委員会への女性登用に関する要請書について 

  日程第８ 議員派遣の件について 

  日程第９ 委員会の閉会中の継続調査申し出について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

  日程第１ 一般質問 

  日程第２ 議案第82号 令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第３ 議案第83号 令和６年度錦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  日程第４ 議案第84号 令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

  日程第５ 議案第85号 令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第６ 議案第86号 令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第７ 陳情第１号 農業委員会への女性登用に関する要請書について 

  日程第８ 議員派遣の件について 

  日程第９ 委員会の閉会中の継続調査申し出について 

 

午前10時00分開議 

○議長（荒川 孝一君）  おはようございます。定刻となり、出席議員が定足数に達しておりますので、ただ今から令

和６年第４回錦町議会定例会４日目の会議を開きます。 

 なお、２番、丸小野聖一議員から、本日の会議を欠席する旨の届けがありましたので、報告します。 

 本日の日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（荒川 孝一君）  日程第１、ただ今から一般質問を行います。 

 本日は、１０番、金山民幸議員、１番、谷口一也議員、１２番、荒川孝一の予定です。 

 １０番、金山民幸議員の一般質問を許可します。１０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  皆さん、おはようございます。ただ今、議長の許可をいただきましたので、ただ今

から令和６年第４回錦町議会定例会一般質問を行います。 

 まず、質問の前に、傍聴者の方にお礼を申し上げます。 

 今回は、質問事項１、小・中学校の制服指定について、質問事項２、職員提案制度の設置について、質問事項３、

ふるさと錦寄附金についての質問を通告しております。 
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 あとは質問席より行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。まず、質問事項１、小・中学校の制服指定について質問いたします。 

 要旨としまして、小学校の制服指定はできないかについて質問します。 

 実は私、今からもう１０年ほど前になりますが、中学校同様に義務教育の場である小学校でも、意義ある制服の指

定はできないかと質問した経緯があります。そのときの答弁では、郡内小学校での制服指定がないこと、それから、

委員会や校長会での議論や保護者からの要望も出ていないこと、児童の成長に伴う制服の買換えが高額になることな

どから、実施については考えていないという、当時の教育長、そして担当課長の答弁でありました。 

 このことは、１０年経った今でもあまり変わっていないかという感じがしないでもありません。その後、１０年に

わたり、入学式及び卒業式に出席するたびに、高額と思われる服装を目の当たりにしてきたところです。 

 保護者の方々の人生の節目における児童に対する思いは十分理解しているところですが、義務教育の場である小学

校制服の指定については長短あると思いますが、私は保護者の経済状況に関係なく、同じ服装で学ぶことができ、毎

日の服装に悩まなくてもいいことや、また、入学式をはじめとして卒業式までの間、修学旅行等や様々な発表会、そ

して、学校行事における保護者の経済的負担軽減等につながるのではないかという思いで、制服の決定は校長権限と

は聞いておりますが、再度小学校の制服指定はできないか質問します。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  ただ今の質問にお答えいたします。 

 小学校の制服については、町内３校とも指定はありません。各学校の決まり事として、服装については、学校生活

にふさわしい服装であること程度の明記にとどまっております。特に明記していない学校もございます。 

 したがいまして、町としては今のところ制服指定の計画は行っていませんが、今後においては、保護者の方々の意

見を聞きながら検討することは可能かと思われます。日々成長していく子どもたちですので、買換えも必要ですし、

制服を指定することで保護者の負担が増えるのか減るのかなど協議検討の上、取り組む必要があると思われます。 

 制服指定については、質問議員おっしゃられましたとおり、学校長の権限で実施が可能ですが、先週実施しました

校長会においては、３小学校の校長ともメリット・デメリットを検討した場合、どちらとも言えないという状況でし

た。 

 また、保護者からの要望等も特にないとのことであり、今後、要望等があった場合には、協議検討してまいりたい

と考えているところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。今のところ計画はしていないとのことです。先ほど、校長会の協議の内容

を答弁いただきました。 

 私は、私なりに保護者あたりにお尋ねをしたところでございます。私が聞いたところの範囲内では、肯定的な意見

がほとんどでした。 

 ただ、言われますように、懸念されますのが、いわゆる何といいますか、価格あたりにちょっと課題があるかなと

いうような条件でした。 

 ですが、今、保護者からの要望がないからということですが、保護者が要望する機会があるとすれば、私はＰＴＡ

活動であると思いますが、保護者からないからじゃなくて、そういった声に出して言えない声も聞く機会があるので
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はないかと思います。 

 と言いますのは、私、先ほど言いましたように、やはり保護者は我が子どものために一生懸命でございます。です

から、中にはやはりちょっと考える家庭もあるんじゃないかなという私の思いで、今回も質問したところでございま

す。 

 今度、今の校長会の結果では、そういうことでございますので、ここでまたそれをしなさいということ言いません

が、私としては、先ほど言いましたように校長権限でございますので、保護者と学校関係者とで、もし協議できる場

があるとすれば、場を設けていただいて、どうにか検討の土俵に上げてもらえないかなという願いであります。 

 そういうことで、私としましては、今後、先ほどの答弁等のことは理解しますが、今後そういう、先ほど色々述べ

ましたけども、そういう趣旨をお酌みいただいて、協議を今後も続けていただいて、私としては取り組まれることを

要望しておきたいと思います。 

 以上です。そのことについては終わります。 

 次に、質問要旨２ですが、中学校制服の検討状況について質問します。 

 現在、中学校では、生徒会において制服見直しについて検討中であるとのことですが、検討状況について質問しま

す。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  ただ今の質問にお答えいたします。 

 中学校の制服については、昨年１２月の４番議員の質問の中でも答弁を行っておりますが、今現在、錦中学校の生

徒会と教職員との協議が行われ、アンケート調査等を取り組んでおられます。アンケートは、在校生及び保護者並び

に小学５年生の児童と保護者に調査が行われています。 

 調査の結果についてですが、中学生においては、６４.４％がブレザー制服への変更に賛成の意見であり、気候の

変化に対応するため、動きやすさや機能性を高めるため、個人の価値観・多様性を尊重するためなどの意見が出てい

ます。 

 また、小学生については、今の学生服のほうがよいという意見が６９％を占めており、中学生とは反対となってい

ます。小学生については、学生服への憧れがあるのではないかと思われます。 

 保護者については、中学校も小学校も約６０％がブレザー制服への変更に賛成ではあるものの、より洗濯や手入れ

など扱いやすいポロシャツなどの活用による見直しを希望されている方もいるということがうかがえました。 

 一方で、反対意見の中には、経済的負担が増えるため、お下がりや頂き物が使えない、そのままでも問題ないなど、

制服の見直しによる新たな負担に対する抵抗感があることも事実です。 

 児童生徒の中には、スカートをはきたくない女性や、詰め襟つきの制服は苦手だという男性もいることから、様々

な意見を取り入れつつ、人権尊重社会に対応した錦中学校生らしい制服となるよう、協議検討がなされるものと考え

ているところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。中学校の服装の検討状況について答弁ありました。アンケート結果の報告

もありましたし、ほかの色々なことの答弁もありましたが、引き続きこのことについては議論されることと思います

ので、この件については現状ということで分かりました。 

 最後に、校長を経験されております教育長に、教育長の制服の指定についての所見といいますか、考え、意見等を
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お尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  毎床教育長。 

○教育長（毎床三喜男君）  ただ今の御質問にお答えします。 

 学校で制服を着用することの意味は、児童生徒の一体感や帰属意識など、スクールアイデンティティーの醸成に有

効であることはもちろんですが、成長期・思春期の子どもたちの学びの場に、家庭の経済状況を持ち込まないという

役割がとても大きいと思っております。華美になることなく、学ぶ場にふさわしい服装、学業に集中させるという意

味で、制服を着用することはとても大事だと考えます。現在、制服を着用している中学校において、今までその役割

を果たしてきましたし、今後も果たしていくものと思います。その有用性については、小学校にも同様に通じるもの

であり、制服着用の要望があれば、それぞれの学校で検討を進めることになります。 

 ただ、身体的成長の著しい小学校の段階で、何度か買い換える際の経済的負担と現状との比較、或いは一斉に導入

したときに、例えば６年生は１年きりの使用ということになります。また、保護者の転勤等で転校する場合は不要と

なるというようなことが懸念されます。あわせて、多様性を尊重するという社会の流れの中で、導入についての理解

をどう進めていくかということも検討しなければならないというふうに思っております。 

 質問議員が憂慮されている式典、特に小学校入学式の服装について経済的負担が大きいのではというのは、私も同

様の思いを持っているところです。各学校で卒業学年の保護者と、できるだけ華美にならない服装を事前に申合せを

していただく。 

 実際、校長先生に伺ったら、そういうふうにやっている学校もあるということですので、そういう方法を取るのも

一つの対策となると考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。懇切丁寧に教育長の思いをお聞きしたところです。言われますことは十分

分かります。私も言いたいことも分かってもらったものと思いますので、そういうことで、今の答弁を聞きまして、

この件については終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 次に、質問事項２、職員提案制度の設置についてです。 

 質問要旨１、事務事業の改善等に関する職員提案の状況と取扱いについてお尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  事務事業等に対する職員提案等の状況と対応についてお答えいたします。 

 職員が自分の意見、思いを町長に伝える機会として、まず初めに、身上調書があります。その中では、人事に関す

る希望をはじめとして、町政を含め、あらゆることに対する意見、提案、要望、相談を記載することができます。 

 中には、個人的な悩みや相談事を書く人もいますので、限られた人、町長しか全体を知ることはできませんが、そ

の中から検討すべき事項があれば、町長から各課へ指示があり、実施に向けた検討を行うような流れとなっておりま

す。 

 次に、新規事業や新たな取組、財源確保対策など、直面する課題に対応する必要があると判断した場合は、これら

のテーマを設けて、課を超えたメンバーで構成するプロジェクトチームによる検討を行い、課題解決に向けた提案を

行うこととしております。 

 最後に、これは職員が自発的に始めたものだと思いますが、職員が通常使うパソコン上の電子回覧板を使って、各

種の行事・イベントの終了後に、反省点や改善点を全職員から意見を募って、次の開催に生かすというようなことを
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しております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。ただ今、総務課長より、事務事業の改善等に関する様々な職員提案等の状

況と、その取扱いについて答弁ありました。その状況については分かりました。 

 次に、質問要旨２として、職員提案制度を設置し、職員の意識改革や能力向上を奨励し、事務事業の改善等や住民

サービス向上を図ってはどうかについてですが、先ほど総務課長答弁ありましたように、職員提案の状況と取扱いに

ついての説明がありましたが、身上調書提出による町政に対する職員提案等の取扱いや、また、新たな事業の取組や

財源確保対策等の課題に対するプロジェクトチームの設置による課題解決方法等は、私は大変よい方法だというふう

に思っておりますが、さらに、私は職員の意識改革や能力向上を推奨し、事務事業の改善等や住民サービスの向上を

図るために、身上調書の中に色々な事項があるわけですが、人事に関する以外の提案事項等に関する制度を設置して、

年間を通じて随時、そして、１人、或いは複数による提案等を受け付けてはどうかと、考えたわけです。 

 そして、その中で優れた提案や顕著な功績があった場合は表彰等の規定を設けて、さらに職員のやる気といいます

か、そういった行政に対する意識の改革を求めてはどうかということで質問したわけでございます。いかがでしょう

か、お尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 現段階では職員提案を制度化する予定はありませんが、先ほど申しました身上調書による提案、プロジェクトチー

ムによる提案以外にも、予算要求と併せての改善提案、町長に直接、或いは課長を通じてボトムアップ方式で提案す

る仕組みもございますので、現行の仕組みを継続しながら、職員の政策立案能力の向上や人材育成を図ることとし、

あわせまして、職場内のコミュニケーションを促し、日頃から事業立案、事務改善を提案しやすい職場環境づくりに

努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。現段階では、私が先ほど申し上げましたことについての制度化は予定はな

いということでございます。 

 先ほど説明あったようなことで、さらに職場環境づくりに努力していくということでしたので、そのことについて

は十分分かりました。 

 それで、これは最後になりますけども、この身上調書は、町長に直接関係ございますので、私が質問したことも含

めて町長に、所見をお尋ねしたいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  失礼しました。お答えいたします。 

 私はいつも職員に対しまして、我々の仕事というのは、いかにして住民に皆さんにサービスを提供するか、それを

いつも言っております。 

 そのサービスを提供するためには、質問議員おっしゃられる、常に勉強していく、常に何かを考えていくというの

が重要だなと思っておりますし、毎日の話でございますけれども、８時半から業務が始まりますけども、始業１０分

前に、各課において、例えば、今日１日の仕事というのをお互いに出し合って、そして、職員同士が、この仕事につ



- 79 - 

いてはこういうことをしていきます、或いは、出されたことに対して、他の職員が、いや、ここはこうですよという、

お互いに始業前に話をするとか、意見を出し合って、そのサービスをしていく、それが慣例化しておりまして、朝、

職員は１０分前に来て、そういう話をしておりますので、意見を出し合うということも、冒頭言いましたように、住

民サービスの向上につながっていると思っております。 

 意見とか、窓口は常にオープンにしておりますので、今後も、そういうことを常にオープンにしながら進めていき

たいと思っております。先ほど総務課長が言いましたとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。分かりました。よろしくお願いいたします。 

 次に、質問事項３、ふるさと錦寄附金、通称ふるさと納税と言っておりますが、質問要旨１、ふるさと錦寄附金の

状況について質問します。 

 議会ごとに、私も含め、議員からふるさと納税に関することについての質問が続き、又かと思われるかもしれませ

んが、このふるさと錦寄附金は、それほど大変本町にとりまして貴重な財源と考えているからであります。 

 ふるさと納税に関する寄附金は、本町は人口減少対策等として、福祉、それから保健、農商、観光、建設、教育と

全ての分野に使ってあるわけでございますが、そういうことで常に関心を持っているところでございますので、度々

質問をしておるわけでございます。 

 担当課におきましては、ふるさと錦寄附金の増収といいますか、増加について、常日頃、返礼品返す等に様々な対

策を講じて努力をしておられることは十分承知しておりますが、ふるさと錦寄附金の現状についてお尋ねをしたいと

思います。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 本年の１１月時点でのふるさと錦寄附金の、いわゆるふるさと納税の金額は３,０２８万３,０００円で、前年同月

比９.９％となっており、厳しい状況となっているところです。 

 このような中、寄附推進の取組としまして、委託業者との契約内容を、委託料の支払い料率を従来の寄附額に対し、

最大７％から一律３％にという交渉をいたしまして、変更契約の締結に至ったところです。 

 これによります削減額は、９月以降の３ヶ月の寄附額ベースで約６０万円となっており、この削減により、ほぼ全

ての返礼品におきまして寄附額の引下げが実現でき、寄附件数及び寄附額は１０月以降、増加傾向になっているとこ

ろです。 

 ふるさと納税制度につきましては、昨年１０月に総務省から通達がございました寄附額に対する経費の割合、いわ

ゆる５割ルールにつきまして、現在もより一層シビアに確認する傾向にあり、違反した場合は即、寄附受付が停止さ

れることから、引き続きルールを逸脱しないよう努めながら、さらなる寄附獲得に向けて取り組んでいるところです。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  １０番。本年度ふるさと錦寄附金の予算は、２億円計上しております。昨年１０月

の制度改正や天候不順等による果樹等による影響も多分あっているのかなと思っているとこでございます。１１月現

在で約３,０００万円ということですので、数字から見れば厳しいということは言えるかと思います。 

 ですが、今後、年末年始を控えとりますので、ある程度の増加はあるものと期待しているところでございます。 
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 私は、何といいますか、減った等、どうのこうのということじゃございません。皆さん一生懸命頑張って、これも

相手があることでございますので、ここだけでコントロールできるものでございませんので、そういう事情も十分に

分かっているとこでございます。 

 次に、質問事項２、返礼品開発の状況についてですが、日頃、返礼品の開発に努力されているところでございます

が、先ほども十分説明あっておりますが、実は先日、ふるさと納税のことがテレビで放映されておりました。 

 県内で返礼品としてユニークな例として、御承知と思いますけど、昨日、一般質問で２名の議員の方が、有害鳥獣

対策について質問がなされておりました。 

 私が今から述べますのは、これは県内の山都町のことですけれども、昨日も話がありましたが、普段は、農作物に

被害を与えている、本当に迷惑な鹿でございますが、その鹿の角を返礼品にしたところ、角は１年に１回は生え変わ

るそうでございますが、鹿の恩返しではありませんが、何といいますか、家の中の調度品といいますか、置物といい

ますか、そういうことで、大変好評で増額につながっているということでした。 

 そのやり方、方法については、私は詳細については分かりませんが、考えてみますと、このことは考えようでは個

人の収入の増にもつながるし、それから、町の収入にもつながります。 

 その収入の増えた分を、さらに有害鳥獣駆除対策に、取り組むことにより、ひいては鹿が理論的に減少していくの

ではないかなという考えを持ったところです。 

 それと、もう一つは、全国どこにもあるお米が、全国返礼品の十傑にありました。２０２４年は総額１兆円を超し

ております、ふるさと納税の総額が。 

 その返礼品の十傑の中に、上位は御承知のとおり、宮崎牛ですか。それから、北海道のホタテ貝、これは定番でご

ざいますが、８番目に、何と甲佐町の米が躍進し、増加につながったということでした。 

 なぜかということは、私もよく分かりませんが、テレビで言っていましたのは、ＴＳＭＣの熊本進出の影響があっ

ているというような話でしたが、なぜかといいますと、あそこの工場はきれいな水を使うということだそうでござい

ます。 

 ですから、熊本の水はきれいというイメージと、何といいますか、普通は米を出荷、返礼品を発送する場合に、精

米して保管してそれを発送すると思います。 

 ですが、甲佐町は出荷するときに精米して出すという方法を取っているようなことも言っておりました。 

 それから、ほかにも色々あると思いますが、そういうことが増加につながったということでございました。 

 それで、なぜなのかなということも考えましたが、私、先ほど職員の提案制度も質問しましたが、ひょっとすると

職員のこういった提案制度から、そのようなヒントを得てしたもんかなということも、ちょっと頭をめぐりましたの

で、１回参考までに、照会して検討してみる必要があるかと思います。 

 特に米につきましては、私はあそこの甲佐町の米もおいしいでしょうが、錦町の米もうまいと思っております。 

 ただ、御承知のとおり、例の新潟県の米と甲佐町辺の米は単価が若干違いますね。そういったあたりの差も、甲佐

町の米が増えた原因かなということで思っているところでございます。 

 それで、よそはよそで頑張っております。本町も頑張る必要がありますが、担当課長に本町の返礼品開発の状況に

ついてお尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 ふるさと納税の返礼品につきましては、寄附に対する感謝の気持ちとして、寄附された方に対し、本町の特産品や
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名産品を送るものであり、昨年度の指定期間、昨年１０月から本年９月までにおきましては、新たに２０３品、現在

総数は４６８品ですけれども、その返礼品の掲載をスタートしております。 

 ふるさと納税制度は、自主財源の確保や地域経済の活性化に寄与し、地域課題解決のための重要な財源であると認

識しておりますが、一方で過度な返礼品競争により、ここ数年におきましては、国も毎年のように制度改正を行って

おります。 

 本町におきましても、昨年１０月には主力となっていた返礼品の掲載が認められないなど、今後も先行き不透明な

状況が続くものと考えております。 

 そのため、ふるさと納税のみにマーケットを絞った商品開発ではなく、贈答品やお土産など新たな地域の特産品と

なるような商品開発を進めており、これらのうち、ふるさと納税の年々厳格に規制がなされております地場産品基準

を満たすものにつきましては、返礼品として登用していく予定でございます。 

 なお、現在の新商品の開発状況につきましては、現在５つの商品につきまして試作を進めており、まさに、おとと

いですけれども、試食を行ったところです。私も試食してみましたが、なかなかの味で期待できるものかなと思った

ところです。 

 今後、テストマーケティング等を行いながら、商品化に向けて進めているところです。 

 あと、昨日、５番議員から御紹介いただいたところですけれども、球磨中央高校のチャレンジショップ班と地元の

飲食業者で開発した地元農産物を活用しましたアイス、そちらのほうが１２月５日から、ふるさと納税の返礼品とし

て認められましたので、今後しっかりとＰＲを行っていって、寄附額の増に努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山議員。 

○議員（１０番 金山 民幸君）  ありがとうございました。私、先ほど１兆円を超えたと、総額が。申し上げました

が、今、課長答弁されましたように、様々な事情が介在しておるわけですが、私は、これ負け惜しみではございます

が、そもそもふるさと納税の趣旨、出発点から、どうもこの頃は若干逸脱して加熱、何ていいますか、争奪戦の加熱

ぎみじゃないかなという気がしないでもないわけです。 

 そう言えば、何か負け惜しみにも聞こえますが、同じ国民であまりにも格差が、ふるさと返礼品の資源の違いによ

って、こうも格差がついていいものかと思うこともあるわけでございます。 

 皆さん御存じのとおり、地方交付税というのは、いわゆる全国どこにいても均一の行政サービスが受けるように、

国が国税等々を集めて地方に配分している制度ですね。これは私、すばらしい制度と思いますが、このふるさと納税

は税はつきますが、全く税じゃございませんもんですから、話聞きますと、何十億円もらうところが、やっぱり交付

税は当たり前、国からもらうというような話を聞きますので、どうもその辺のところが私はしっくりこないところが

あります。 

 さて、こんなことを言っても始まらないわけで、町にとりましては増収に努力する必要があります。 

 先ほど答弁がありましたが、返礼品の開発状況等について分かりました。 

 その中で、先ほど言いました球磨中央高校と町内の飲食店が共同開発したアイスが返礼品として認定されたという

ことは、先ほどありましたが、私も切り抜きを持っております。 

 そしてまた、町の対応も早くて、これを認定品として認めてもらったような、そういった対応が素早くて、額は別

として高校生が考案したということで、何といいますか、久々の、私に言わせれば、クリーンヒットだというふうに

感じております。 
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 返礼開発は、担当課は企画観光課ではございますが、高校生もこのようにして応援してくれています。全町一丸と

なって、もちろん議会も我々も協力して取り組むべき大きな課題と考えております。 

 そういうことを申し上げて、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（荒川 孝一君）  １０番、金山民幸議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  谷口議員にお聞きします。開始予定時間が早くなりますが、よろしいでしょうか。 

 ここで休憩します。休憩後は午前１０時５０分から開議します。 

午前10時40分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時50分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 １番、谷口一也議員の一般質問を許可します。１番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  質問の前に、せきが出るもんですから、マスクをつけての質問の許可を願います。 

○議長（荒川 孝一君）  許可します。 

○議員（１番 谷口 一也君）  こんにちは。せきが出るもんですから、マスクをつけたままの質問をお許しいただき

たいと思います。年末になりまして寒くなりましたもんですから、私も風邪を引いてしまいまして、来年に向けて体

調を整えなければならないなというふうに考えております。 

 それから、区長会の皆様には傍聴においでいただきまして、誠にありがとうございます。 

 それでは、質問席にて質問をさせていただきます。 

○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  １番。本日は、質問番号１番の球磨大橋の建設状況と今後のスケジュールについて、

それから、質問番号２番について、町道、資料では荒田覚井線となっておりますけれども、これは町道明覚寺線の誤

りでした。小学校通学の安全確保についてを質問させていただきます。 

 令和４年の９月に被災しました球磨大橋ですけれども、たくさんの方の御尽力のおかげで仮設が建ちまして、そし

て今、工事が進められております。河川内の橋脚部分が大分出来上がりまして、新しく生まれ変わるのだなというふ

うに実感しております。 

 橋脚部分と、今度はそれぞれの道路への接続の工事が今後進められていくわけですけれども、現在、用地の取得と

か進行状況、そして、大体どれくらいに橋が完成するのか、それについてお尋ねしたいと思います。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 質問議員言われますように、令和４年９月の台風１４号により被害を受けた球磨大橋の災害復旧事業については、

橋梁本体については国が権限代行で、その前後の取付け道路、県道覚井一武線については熊本県が行うこととなって

おります。 

 新たな橋梁については、現行の橋から約４０メートル上流側へ架け替えることとなり、取付け道路も大きく東側へ

移動することとなります。 

 現在の状況としては、下部工として球磨川左岸・右岸側の橋台、河川内に設置する橋脚３基分の復旧工事について

は発注済みとなっており、現在施工中となっております。工期については、来年３月末までとなっておりますが、現
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場の状況により、工期の延期もあり得るということでございます。 

 なお、上部工については未定とのことでした。 

 また、県が行う取付け道路については、現在、用地測量、それから用地交渉及び建物の調査を進めており、工事に

ついては来年度以降ということになっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  １番。それでは、まだまだ完成に至るようなスケジュールがまだ見えないというよう

な感じで、橋の部分に関しては大分見えてきましたけれども、全体的にはまだまだというところでよろしいですかね。 

 機会があるごとに、私、述べさせていただいておるんですけれども、写真の１番をお願いしたいと思います。これ

が、県道人吉水上線の木上コミセンの前の歩道の部分であります。歩道に道路標識の柱が立っております。 

 写真の２番をお願いします。これは横断歩道に信号機の柱が立っております。 

 ３番の写真をお願いします。これは、あさぎり町側の商店さんと理髪店さんの前のとこに立っとる柱です。 

 このように、県道人吉水上線の歩道にこういった柱が立っておって、機会があるごとに、これをどうにかしてほし

いというふうにお願いをずっとしてきたわけですけども、今年、令和６年の３月に、錦町の障がい福祉計画７期、障

がい児福祉計画３期の計画の報告書が提示されまして、この中に、どうですか、大体この計画の骨格となるものが地

域共生社会の実現ということがうたわれておりまして、そう言いながら、こういった歩道が、これ車椅子で通られん

ですもん。 

 それとか高齢者の電動シニアカー、歩道を通るのか、車道を通るのか分かりませんけど、そういった方が、これ通

られんですもんね。 

 こういった現状があるものですから、是非、球磨大橋の建て替えの機会を活用していただいて、こういった問題の

解決をしていただきたいというふうにお願いをしたいと思います。 

 これが、ここに道路計画ということで、橋の平面図の計画書が載っておるんですけども、ちょうどこの写真のとこ

ろから改良の部分が始まりまして、ずっと行って、木上コミセンの前の２番目の奥の橋ぐらいまでが、この球磨大橋

の道路計画の改良部分になっておりますので、是非こういった地域共生社会の実現と言いながら、車椅子で通れない

歩道の解決を、是非県のほうに要望していただきたいと思いますが、いかがでしょうか、どうぞ。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 現在、国の権限代行にて実施される球磨大橋災害復旧事業と併せて、その前後の取付け道路の改良事業については

熊本県が行うことになっており、ただ今の県道３３号人吉水上線交差点改良事業についても、併せて実施されること

になっております。 

 熊本県に問合せしましたところ、質問議員が言われます標識柱及び信号柱につきましては、交差点改良事業の中で

移設、或いは位置の変更等を考えるということであります。 

 なお、ただ今、モニターに映されております商店前の案内標識につきましては、質問議員言われますように、今回

計画の終点部でございまして取付け部分となるため、歩道幅員については現況と変わらず、案内標識の位置も変更は

ないということでございます。 

 ただ、先ほど申しました車椅子も通れないということであれば、県のほうへ要望をしていきたいと思っております。 

 以上です。 
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○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  １番。是非、車椅子の通れるような歩道にしていただきたいと願っております。 

 それでは、２番目の質問事項に移らせていただきます。木上、町道、資料では荒田覚井線となっておりますが、町

道明覚寺線の小学校の通学路の安全性確保についてを質問させていただきます。 

 写真の４番ですかね。これが町道明覚寺線のところの部分なんですけれども、今年だったと思うんですけども、小

学校の女子児童が下校時に川に転落がありまして、その保護者の方から、子どもが落ちないように安全対策はできな

いかというふうに相談を受けました。 

 色々ほかに場所を見させていただいたとき、奥のほうはガードパイプが設置されておりますけれども、手前には設

置されていないということで、住民の方にお話を聞いたところ、車の出入りでガードパイプがあると、ちょっと大変

不自由な部分があるので、子どもさんの安全が大事だけれども、どうでしょうかというガードパイプに賛成の声があ

りませんでした。そういったところを色々お話ししていたところが、４番議員さんから、福島保育園の前はガードパ

イプじゃなくて、安全確保のためのプラスチックのポールが立っているよというふうに教えていただきまして、次の

写真をよろしいですかね。 

 これが福島保育園前に設置してある注意喚起のためのポールですけども、これはいいんじゃないかなというふうに

感じるわけです。ちゃんとした転落防止ではありませんけれども、注意を喚起するためのポールでもありますし、そ

ういった高額な工事費がかかるわけでもないですので、是非こういったものを取り付けていただければと思うんです

が、いかがでしょうか。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 町道明覚寺線につきましては、道路に沿って水路があり、部分的に転落防止柵がない状態となっております。水路

の高さが高いところで約９０センチ、平均して５０センチと低いために、柵が設置されていないものと思われます。 

 また、本路線の有効幅員が３メートル未満と狭いため、ガードパイプを設置しますと、付近住民の方には、家から

の出入りや車の離合等などに支障があると思われます。 

 ラバーポールであれば影響が少ないと考えられますが、まず利用される住民の方の意見を聞きながら、また通学路

であり、先ほど小学生が下校時に落下する事案があったということですので、そのことも考慮しながら検討していき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  是非検討していただきたいと思います。 

 住民の方も、高さがないならいいんじゃないでしょうかという方もいらっしゃいまして、落下した保護者の方も、

確かに住民の方が不便ならば、そういったのも仕方ないのかなというふうな感じでおっしゃっておりました。 

 是非検討していただいて、設置までもっていただければなというふうに思っております。 

 町道明覚寺線をずっと上がっていきますと、町道高原線、資料では覚井高原線となっておりますけれども、私の間

違いでした。町道高原線ですけども、町道高原線の歩道の整備はということで、次の写真をお願いします。 

 これは、実は去年、写真を撮って相談に伺ったときに撮った写真ですけれども、水道工事があった部分が道路が下

がってしまって、車で通行する分には全然気にはならんとばってんが、小さいトラクターで通行すると、非常に斜め

になって恐怖感を覚えるというような相談がありましたので、こういった写真を撮ってお願いに伺ったところ、歩道
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の設置計画があるということで、歩道を設置するときに、この問題も解消したいというふうに回答をいただきました

けれども、その後どうなったのか、お願いいたします。 

○議長（荒川 孝一君）  上野地域整備課長。 

○地域整備課長（上野 陽一君）  お答えします。 

 町道高原線については、現在、歩道の設置の工事をしているところでございます。 

 計画としては、現在、開渠となっている水路に蓋を設置しまして、歩行者が歩けるスペースを確保することとして

おります。あわせて、歩車道境界にはラバーポールを設置して区分けするということにしております。 

 先ほど言われましたように、舗装については、今のところ予定はしていないところでございますけども、予算もあ

りますので、今現在の歩道の設置工事について予算があれば、舗装についても併せてできるんですけれども、それが

今年度できない場合は、また次年度継続してする場合に、舗装のほうも考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口議員。 

○議員（１番 谷口 一也君）  １番。予算のこともあるとおっしゃいましたけども、是非、これ坂になっとるもんで

すから、車でもバウンドして危ないですから、たばこ１箱分以上下がっているんですよね。是非危ないですから、こ

ういう部分にも是非改良のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 写真は以上だったですね。 

 球磨大橋の取付けの歩道の部分のお願いと、通学路の町道明覚寺線、町道高原線のお願いをしました。 

 ちょっと風邪を引いて、皆様、風邪に注意して年末を乗り切っていただきたいと思いますけども、時間が余りまし

たけれども、これで私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（荒川 孝一君）  １番、谷口一也議員の一般質問が終了しました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（荒川 孝一君）  ここで議員各位にお諮りします。午後の開始の予定は１時３０分から開議する予定でありま

したが、午前中の質疑が早く終わりましたので、休憩後は午後１時１０分から開議したいと思いますが、いかがでし

ょうか。よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  それでは、ここで昼食のため休憩します。休憩後は午後１時１０分から開議します。 

午前11時08分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時10分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

 ここで議長を石松副議長と交代します。 

○副議長（石松まゆ子さん）  議長を交代しました。 

 それでは、これより１２番、荒川孝一議員の一般質問を許可します。荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  こんにちは。１２番議員の荒川孝一です。ただ今より、私の２０２４年、令和６年

１２月定例会の一般質問を始めたいと思います。 

 昨年の１２月定例会以来、１年ぶりの質疑となります。前回は、人吉球磨の将来をおもんぱかり、市町村合併課題

などを質疑させていただきました。その後、人吉市長が合併を目指すと明言されたり、また、合併問題を主題とはし
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ていませんが、私ども錦町議会の呼びかけに人吉市議会が応じていただき、８月に意見交換会をする予定としていま

したが、あいにく台風接近で実施はできませんでしたが、来年２月の球磨郡議長会主催の議員研修会に人吉市議会が

参加することになっております。首長たちだけではなく、議会も１０市町村連携の動きが出てきているようでありま

す。 

 さて、今回は、質問事項１、「老いても生き生きと暮らせる町」へ人材の発掘と活用への質疑・提言、質問事項２、

全国町村議会議長会の決議よりの２題を通告しております。 

 質問事項１ですが、今、テレビ、マスコミ等では２０２５年問題を盛んに取り上げています。団塊の世代が７５歳

以上になり、５人に１人が後期高齢者で、雇用、医療、福祉などに影響が出てくるということですが、私に言わせれ

ば、何を今さら、地方ではとっくの昔に少子高齢化が進んでおり、１０年前、平成２４年に近い将来を見据えて同様

の質問を私はしております。そこで、改めて、「老いても生き生きと暮らせる町」へ人材の発掘と活用への質疑・提

言を令和６年度版として取り上げました。 

 まずは、壇上より、質問事項１の要旨１、本町の高齢化率動態と少子化動態（出生率と小学生児童数）の担当の分

析はを質疑し、あとは質問席にて順次質疑してまいります。 

○副議長（石松まゆ子さん）  山園住民福祉課長。 

○住民福祉課長（山園 琢磨君）  高齢化率動態と少子化動態についてお答えいたします。 

 町の合計特殊出生率は、平成２７年の前後５年間は２.２６、令和２年の前後５年間は１.９５と低下しております。

出生数も、平成２６年は１０９人、令和元年は７９人、令和６年は６１人程度の見込みです。 

 少子化の原因は、２０歳代の人口が少ないことが原因です。令和２年の国勢調査の結果では、２０歳代の人口が

６０６人で、他の年代と比べて少ないことが分かります。 

 令和４年人口動態調査報告では、熊本県の出産時両親年齢は、第１子の場合で母の平均３０.１歳、父の平均年齢

３１.９歳となっております。親になる世代の人口が少ないことで少子化が進んでいます。 

 考えてみますと、高校を卒業後、都市部に進学して、そのまま都市部で暮らす人が増えております。歩いて行ける

範囲にお店があり、学校も通学距離が近いため暮らしやすく、人口も多いことで仕事もありますので、暮らしやすい

地域に人口が集中していることが原因です。そのため、子どもは３人いるが、１人しか地元に残っていない家庭や、

子どもたちは都市部で暮らしているため、両親と高齢者のみの世帯が増えております。 

 令和６年３月の高齢者世帯は１,３１６世帯で、全世帯数の３３％が高齢者のみの世帯となっております。 

 今から１０年前の２０１４年に、全国で地方創生の取組が始まりましたが、その１０年間で出生数が４０人程度減

少しております。また、高齢化率も２７.３％から３４.９％になっており、７.６％の上昇となっております。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  質問の要旨１、本町の少子化動態、小学生児童数についてお答えいたします。 

 モニター及びお手元に資料を掲載しております。資料に沿って御説明いたします。 

 小学生児童数については、これまで例年、１００名前後の児童数で推移しておりましたが、平成２８年度出生、こ

れは現在の小学２年生になりますけれども、より下の１年生及び未就学児からは１００名を切って減少し、これまで

の児童数から１割から３割程度減少することとなります。 

 既に一武小、木上小が各学年１学級となっており、木上小学校が平成２８年度、一武小学校が平成２９年度から全

学年で１クラスとなり、現在に至っています。西小学校においても、２年生と５年生の２学年が２クラスあるだけ、
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残りの４学年は１学級という状況です。 

 学級編制の定数は１クラス３５人となっており、各年度の地区ごとの出生の状況から、西小学校は令和７年度以降

も数年間は２クラスとなる見込みですが、今後の異動の状況により変化することが想定され、将来的には３学校とも

各学年１クラスになることが予想されます。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  まずは、この場にいらっしゃる皆さんを含め、あいねっとをお聞きの皆さんに、質

問に当たり、データというか、高齢化率、少子化に関して、あと学童を含めて、錦を含めての共通データとしてお聞

きしました。ありがとうございました。 

 今回、私も、これは先ほど壇上で申し上げましたが、少子高齢化というのはかなり、一般質問で１０年前にやった

ということで申し上げますが、やはりかなり進んでいるのかなと思っております。中には、出生率に関しては錦町が

いいデータが出ているということで、先月ですか、三重県のほうから研修にも来られたりしておりますが、ただ、ど

うしても出生率がいいといっても、実感として、館報も見ますけれども、子どもが生まれてくるのは少ないなと。ま

た、先ほど学校関係のデータも頂きましたけど、小学生を含め、子どもの数が減ったなと思っております。 

 そこでもう一度、一点ちょっとお聞きしたいんですが、これは教育振興課に。西、一武、木上、３校区ありますが、

最近、西校区だけ小学校入学者が多いようになっています。一武小学校、木上小学校は、今の動態の話を聞くと、そ

の動態どおりかなと。ただ、西小だけが少しだけ多いなというように思いますが、その点はどう考えていらっしゃい

ますか。 

○副議長（石松まゆ子さん）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃられますとおり、西校区につきましては、今現在も児童数の推移としても約４０名ほどです。今後、

今現在の未就学児につきましても４０名程度ということで推移しておりまして、通常であれば小学校２クラスが編制

できるような子どもの数で推移をしていると思います。 

 一武地区、木上地区につきましては、やはり減少が大きくなってきておりまして、特に木上地区の減少幅が大きく

なっているというのを感じております。 

 西地区に子どもが多いというのは、住宅等が建設されやすいといいますか、そういった民間のアパート等もたくさ

んありますので、そういったところへの入居の方がいる関係でやはり多くなっているというのを感じているところで

す。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  今、担当課長がおっしゃったように、私もそう思っています。賃貸アパートを含め、

新築の家もかなり建っている状況はあるかと思いますが、あまりにも西地区に次から次へと建っているので、そこに

入っていらっしゃる方も多いのかなと。特に若い方ですよね。 

 錦町が子育てに先行して、色んなところに先行して保育料無償化または学校給食費無償化という形でやっていらっ

しゃいますが、あくまでもこれは、今おっしゃったように、若い世代の親御さん、子育て中の親御さんたちには便利

なところだと思っております。 

 以前、担当の企画観光課にお聞きしたんですが、移住者として錦町はどうなんだということをお聞きしたことがあ
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ります。これは、先ほど、今回、質問の前に担当のほうにもちょっとこういうことで話を聞くかもしれませんと振っ

ていましたので、移住者に関しての球磨郡内か、県外か、その辺りの分析をお願いします。 

○副議長（石松まゆ子さん）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 令和元年度から創設いたしました移住促進関連の補助金に係る管内・管外からの転入者についてお答えさせていた

だきます。 

 まず、令和元年度が１０件の３０人、うち熊本市から１件３人の方が転入されております。令和２年度、８件

２０人に対しまして、うち菊陽町のほうから１件お二人と鹿児島県から１件お二人、合計の２件４人です。令和３年

度が８件の２５人、うち熊本市が１件の４人。令和４年度につきましては１２件の３３人、うち八代市から１件の

５人。令和５年度ですけれども、１３件の４２人、そのうち八代市が１件で４人、長崎県が１件で６人、合計の２件

１０人ということで、５年間のトータルとしまして、総計５１件１５０人に対しまして、人吉球磨管外からの転入者

は７件の２６人ということになっております。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  今、移住者の話をお聞きしたのは、結局、移住者を含めて球磨郡内からの異動が多

いのではないかと。先ほど申し上げたように、賃貸アパートだけではなく新居もそうですが、私も近所に球磨村の方、

今度の豪雨の関係上、こちらに移り住まれた方も結構いらっしゃいます。となると、今、こういう状況が、今はそう

いう状況も分析もできますし、今後に関しても、あまり動態に関しては基本的動態は変わらなく少子高齢化が進んで

いくのではないかと思っております。 

 その中で、少子高齢化に関して、特に少子化に関して解決ができるなら、例えば森本町長もそういう解決策が今度

出来上がったなら、町長だけではなく総理大臣に持っていくぐらい、日本もそういうふうに、今、少子高齢化という

のは全国で進んでいるわけですから、これは止められないかなという思いであります。 

 そこで今回申し上げたのが、若い人は若い人で、もちろん施策を今やっていらっしゃいますけれども、先ほど冒頭

で申し上げたように、これからの高齢化の中で、その高齢化というところで、私も１２年前はまだ５１でした。町長

もまだ６０代だったと思いますけれども。ですから、高齢化と言われると、私もだんだん高齢のほうに入ってきたの

かなと思っていますけれども、ただ、高齢化の中でできる、まだまだ頑張れる人、そういった方がたくさんいらっし

ゃいますので、そういった方々にどうやってちゃんとコンタクト、錦町自体を発展するために頑張ってもらおうかと

いう気持ちを込めて今回質問いたしました。今のデータをしっかりと頭に皆さん刻んでいただいて、次に入っていき

たいと思います。 

 質問の要旨の２、本町出身者へのコンタクト状況、例えば県人会等、これについてまずはお聞きします。 

○副議長（石松まゆ子さん）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 質問議員もおっしゃっております、全国的な問題ではございますが、本町におきましても喫緊の課題であります人

口減少対策を講じる上で、令和３年度に東京の民間企業を退職され、錦町にＵターンされた方を錦町ふるさと支援大

使に任命し、関係人口を創出するための取組を進めてまいりました。この方は、本町に帰省後も東京熊本県人会の理

事を務められており、幅広いネットワークを活用されているところです。 

 令和４年７月には、本町の果樹農家さん宅と本町御出身で熊本市内において経営されている居酒屋をオンラインで
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つないで開催する熊本にしき会と、本町御出身で東京において経営されている居酒屋で開催いたします東京にしき会

を企画したところですが、コロナ禍によりやむなく中止したところです。 

 令和４年１０月には、町外の方を対象としたふるさと住民票制度を開始しましたが、東京県人会の御協力も頂きま

して、現在のふるさと住民登録者数は１５６名となっており、このうち本町御出身の方は３４名となっております。 

 令和５年度からはコロナ禍も落ち着きましたので、７月には熊本にしき会を開催しました。１３名参加で、うちふ

るさと住民の方は４名。１０月には東京にしき会、１８名参加で、うちふるさと住民の方は１４名。これがきっかけ

でふるさと住民になっていただいた方３名を含みます、を開催し、本年度には９月に東京にしき会、こちらが１２名

参加で、うちふるさと住民が７名。１０月には関西熊本県人会の御協力を頂いて、本町初となります大阪にしき会、

１５名参加で、うちふるさと住民は２名、これがきっかけで登録いただいた方１名を含みます、を開催し、錦町産の

食材や球磨焼酎でのおもてなしを行い、交流を深めたところです。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  お一人の方はそういう形で色々活動していただいているというお話です。ただ、錦

町だけがあんまり議会のほうにはそういう県人会という交流の中には全然入っていないものですから。というのが、

湯前、山江、あさぎり、多良木、これに関しては議会議員も色々県人会のほうに出向いて色んな話をさせていただい

ているという話だったんですけど、私は議会を長くおりますけれども、そういう話は全く聞かなかったので、どうい

うふうになっているのかなというので、分からなかったのでお聞きしました。 

 今おっしゃったように、県人会の中で錦町出身の方、もちろん皆さんは御存じでしょうけど、橋本さんですか、日

本製鉄会長の。あと、日本郵政のほうにもいらっしゃいまして、お名前はちょっと申し訳ありませんが忘れましたけ

れども、私どもは表敬訪問をしたことがあります。郵便局の大幹部です。そういった方もいらっしゃいますし、色ん

な分野で活躍してこられた方、活躍されていらっしゃる方、いらっしゃると思います。そういった方々にお知恵も頂

きながら、それに関して色々コンタクトはしっかり取っていかないと、これからは、先ほどのデータの中じゃないで

すけど、出生率に関してもあんまり人口が伸びていくわけないので。というよりも、錦町出身者というのはかなりい

るはずです。その家族もいらっしゃるわけですから。そういった方々にしっかりとちゃんとコンタクトを取っていく、

これがつながりだと思っております。 

 また、そういう県人会で、ただ「焼酎がよかですよ」とかそういう話じゃなくて、例えば、これは３日前ぐらい、

２日前ぐらいにちょっと来たんですけど、人吉高校の同窓会のパンフレットなんです。今までは、ただ同窓会に寄附

してくださいという形で、名簿とかつくりますからという話だったんですが、今回、新しくこういう昔の写真とかそ

ういったのをちゃんと交ぜ込んで、やっぱりくすぐるというんですか、こういうときがあったなとか、こういう講師

やったよなとか、そういったくすぐるようなつくりになっています。やはりそういった、現在のもちろん焼酎アピー

ルもいいですけど、例えば、こういう時代がありましたよと、こういうことに今錦町はなっていますよという、こう

いう簡単なやつでも。館報ははっきり言って、多分見ても面白くないです。面白くないというか、何か心に来るもの

はないかなと。だから、そういったアイデアも必要ではないかと。酒をかまして「はい」ってなっていますよりも、

目に映るもの。例えば、同窓会で私も幹事を、何回かやったんですけど、卒業アルバムをただのスライド写真でＤＶ

Ｄで流しただけでも、もう同じやつを卒業２５年かな、急遽集めた還暦のときに流して、同じやつだったんですけど、

やっぱりみんな感動します。やっぱり映像とかですね。そういったのを含めると、そういった工夫はしているのかし

ていないのか分からなかったので、その点はしっかりとやっていくべきだなと思っていますけど、そういった工夫と
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かはやっていらっしゃいます。 

○副議長（石松まゆ子さん）  岩尾企画観光課長。 

○企画観光課長（岩尾 和文君）  ただ今の御質問にお答えいたします。 

 質問議員おっしゃいますとおり、現在の状況等を発信することは当然やっておるところですけれども、そのような

今おっしゃったような取組に関しては、これまで乏しかったのかなと感じているところです。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  今、申し上げたのは、実はつい何日か前だった、２週間近く前だったですけど、テ

レビのニュースで、今、移住者ですよ、以前は群馬県が、相談窓口に一番多かったのは群馬県だと。だが、現在は宮

崎県が１位だそうです。なぜかというと、宮崎県でふるさと納税でアクセスする方が増えて、そこで対応として錦町

がやっている子育ても色々頑張っているということで、まずは興味を引く窓口としてふるさと納税があって、その後

に移住相談という形で、こういうことをやっていらっしゃる町なんだという形で宮崎県がどんどん伸びてきていると

いう報道がＮＨＫでやっていましたので、間違いないと思います。そういったことも含めて、新しい移住者の方はそ

ういうパターンもあるでしょうけど、これから、次の質問にも絡んでくるんですけれども、ふるさとというのを考え

てくる人がこれからもう増えてくるのではないか。 

 例えば６０歳、今、定年はもう６０を越して、企業でも色々あるでしょうけど、還暦、ある程度年を取って、でも、

今度はふるさとに帰ろうかと思っても、ふるさとに帰っても全く預金があって、ただ悠々のんびりと自適悠々に暮ら

そうかというのも、それはあんまりないかもしれません。というよりも、多少はそれなりに収入もあって、１０３万

円の壁じゃないですけど、そのくらいの年金とは違うやつもあってという形の考え方も出てくるのではないか。そう

いった少子高齢、子どもたちにもちろん期待はしているんですが、錦町を出身にされた方々、そういった方々とこれ

からちゃんとコンタクトを取って、さっき言ったように仕事なり、または、色んなアドバイスなり、人脈なりはつな

げていくべきだと思うんですが、この点は町長いかがでしょうか。 

○副議長（石松まゆ子さん）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  先ほど担当のほうから合計特殊出生率とか、或いは現在においての人口の割合等、話をしま

したけれども、この人吉球磨において錦町だけが過疎から外れていますように、減少しているとは事実ですけれども、

俗に言う減少割合、減少幅というのは小さいということから、その制度の中で過疎から外れていると。いいことでは

あるんですけれども、そういうふうにこの人吉球磨の管内の中でも少しほかの町村とは違うというのがございます。 

 それは一つとして、御存じのように大きな災害があって、そして、錦町そのものが人吉球磨の真ん中であるという

こと、或いは、企業誘致が進んで大きな企業があるとか、或いは国道が、或いは県道がというような地理的な条件も

ありまして、この地域が先ほど言いますように人吉球磨全体の受皿になっているというのも事実です。 

 その中で、今度は、西、一武、木上がございますけれども、西地区が特に子どもの数も、ほかのところは小学校が

１学級と、全学年１学級ではありますけれども、西小学校だけではそうでないというようなことで、その時代その時

代のそのときそのときといいますか、そこの社会条件が今そういうふうになっているのではないかなと思っておりま

す。 

 ただ、うれしいことには、合計特殊出生率が先ほど言いましたように１.９５ありましたから、全国的には直近で

は１.１５が平均のようでございますので、そういうことからしますと、多くの方が子どもを産んでいただいておる

という面では、今までのやり方、議員の皆さん方の御協力を頂きながら色んな支援制度をやっておりますけれども、
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そういうのが評価されているんじゃないかなと思っております。 

 今日は午前中、婚姻届が１組ございまして、どうしてこの錦町に居を構えましたかという話をしましたところ、御

主人の方は農業をしていらっしゃいますけれども、女性の方は圏域外といいますか、熊本県内から来ていらっしゃっ

て、そういう制度があるということも非常に助かりますという話でございましたので、今後においてもそういう制度

を続けていければなと思っております。 

 先ほど、広報紙と、それから同窓会の同窓会誌ですか、その話をされましたけれども、広報紙とそういう同窓会誌

とはまた目的が違いますから、そういう嬉しさもあろうかと思いますけれども、多くの皆さん方に広報紙を通じなが

ら、この町の在り方、或いはよさというのをしっかりと話をしていければなと思っております。 

 そして、冒頭言われました議長会、すいません、議会への東京県人会、大阪会、それから熊本というのも、今後、

議会の皆さん方の御協力も得ていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしまして、色んな回答に

話をしましたけれども、答弁とさせていただきたいと思います。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  申し上げにくいんですが、今、私が聞いた主題とはちょっと違う答えだったかなと

思いましたので、私が申し上げたのは、県人会とかそういう県出身者にコンタクトをどんどん取っていくべきではな

いかということで、この次もちょっとそういう関係でしますので、またお答えいただければと思います。 

 大体、出生率に関しても、高齢化率は単純に６０歳、総人口に占める６５歳以上の割合ということなんですけど、

出生率に関しては、ただ人口１,０００人当たりにおける出生数という形で、東京が低いといっても東京の全体的な

分母が大きいわけですから、出生率が下がるのは当然だと思うんです。低いだのどうのこうの言っていますけど、そ

ういうデータの取り方自体が私もこれはちょっと比べるのも変かなと思っております。 

 次の質疑に入りたいと思うんですが、質問の要旨３、成人式（二十歳を祝う会）同様に還暦同窓会も町としては行

われないかと。 

 担当課もちょっと戸惑ったんでしょう。私に成人式みたいなというのは全然違いますので、例えば、錦町では二十

歳を祝う会です。成人式と言うと間違いなのかな。二十歳を祝う会ですけれども、町が色んな会場を用意して、祝辞

述べて、記念撮影して送るという形なんですが、そういったものではなくて、何かしら還暦となるとやっぱり集まっ

てくるんです。３年前、私もコロナ禍の中での同窓会だったので、急遽、どうにかなれということで、役場職員の同

級生と私とで幹事をやって、取りあえず、コロナもあるので郡内だけでもしようかと、そういう形でして３０名ぐら

いしか集まりませんでしたけど、でも集まってくるし、その後は、今度は県外の人間から「１回でいいからまたせん

とや」という形で言ってきます。特に役場職員の方々、幹事は無理やりやらされるのかなと思っています。大変だと

ちょっと思うんですけど、こういった還暦会に錦町を出ていって今は違うところに住んでいらっしゃる方に、同級会

と一緒で、名簿という言い方は御無礼ですけれども、コンタクトは取りやすい状況ではないかなと。 

 そこで、何かできないのかなと思って色々調べたところ、１件ありました。北海道の空知管内、秩父別町というと

ころなんですけど、Ｉターン・Ｕターン組に、Ｉターン・Ｕターンって同窓会ですね、それに、一つの同窓会で約

３万円程度、予算を立てて大体１人幾らって同窓会をするときに補助をすると。その代わりに町をアピールしてくだ

さいと、県外に出ている人というアイデアを持ってやっているところがありました。こういった感じで、単純に言え

ば、今、錦町を出て県外で頑張っている人たちに対しても、経験上ですけど、役場職員なり、私みたいな今議会議員

やっていますけど、幹事やれというのが絶対来ますから、そういった助成もあるし、その代わりちゃんとＰＲ的なも

のもできるような、堂々とできるような、そういう感覚も通るのかなと。同じことをやりませんかというのではなく
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て、こういうアイデアって私は必要だと思うんです。先ほどの問題と一緒に、県出身者、錦町出身者、それに対して

色々これからのふるさと納税にしかり、今後の錦町がこういう町で、こういう経験がある。人脈があると。これは企

業誘致につながる。大きくよくいけば企業誘致にもつながるかもしれない。それくらいの期待を持って進むと。そう

いう県出身、錦町出身者に対して、これからはちゃんとコンタクトを取っていくというのは、私はこれは大事だ、こ

れからのことではないかなと思うんですが、改めて、先ほどのこういう趣旨です、町長、もう一度お答えいただけれ

ばと思います。 

○副議長（石松まゆ子さん）  森本町長。 

○町長（森本 完一君）  色々なアイデアは、それはあって当然だろうと思います。今後、そういう話がございました

らば、しっかりと検討をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  是非、やり方を含めて色んなアイデアは、特に自治体の場合はまねしてもいいと思

うんです。ほかの自治体でここはいいかなと。もしそういうのがあったら情報を集めて、子どもたち、そういう人た

ちが今後色んな成長していく、社会人になっても、金銭的余裕とかはなかなか生まれにくいのかなと。それよりも、

ある程度、地位、名誉、または仕事関係とか成り立って、そこでふるさと納税でちょっとふるさとを応援してやろう

かとやるときには、本当のふるさと納税ですよね。そういった意味では、こういった方々にしっかりとまた錦町を再

アピールしていくと、これが必要ではないかと私は思っていますので、是非、そのことに関しては検討をよろしくお

願いいたします。 

 次の要旨に入りますが、平成２４年１２月定例会質疑応答を振り返ってということで、これは１２年前です。

５１歳の時でしたが、そのときに質問をさせていただいて、質疑・提言させていただいて、一点は、役場のＯＢの

方々が退職されて、是非、そういうＯＢの方々の力を借りて錦町を盛り上げるリーダー的なものになっていただけな

いかなという形で質疑をして、町長もそうですなという形だったんですが、まさか、その後に再雇用制度が、再雇用

が制度となりまして、おっしゃるとおり、錦町の役場職員の方々も今は再雇用という形で力になっていらっしゃると

いうことで、私もまさかこういう制度になるとは思いませんでしたけれども、やはりそういったのは必要かなと思っ

ていますし、あと、６次産業のことも申し上げたと思うんです。色んなところに研修行って、６次産業で、今、高齢

者の方が色んなことを開発したりつくったりして、町を盛り上げているという形でやっていらっしゃったんですが、

あれから錦町も色々試行錯誤はされたみたいですけど、６次産業がなかなか育たなかったのかなという現状があると

思います。 

 これは、色んな道の駅もはやって、色んなところで物産館とか色々できて、ライバルというか、色んなところがで

きていますので、よっぽど「おお」というくらいのやつじゃない限りはそうヒット商品、または産業として成り立た

ないかなと思っております。ただ、そのときにまた申し上げたのが、ＮＰＯ法人とか色々講習会なり色んなことをや

って、高齢者の方々、リタイアした方々、職場をリタイアした方々を人材発掘していくべきではないかというのは今

も変わらないと思います。 

 先ほどのつながりですが、錦町出身のＵターンしていただければ、その方々をどうにか受け入れられるような、そ

ういったのもまた必要じゃないかと思います。町長は今、あれから１２年たちましたけれども、私が申し上げたこと

を含めて、リーダー育成とか色々やられたと思いますが、どうだったでしょうか。 

○副議長（石松まゆ子さん）  森本町長。 
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○町長（森本 完一君）  お答えいたします。 

 おっしゃいますように十数年経つわけでございますけれども、考えてみますと、高齢社会がこれだけ進んでくると

は、想像以上な進展の仕方ということでございます。ただ、あのとき申し上げておりましたのは、お年寄りが増えて

いくのであれば、お年寄りの方ができるだけ長く勤めていただく、長く仕事をしていただく、そういうことを当然考

えていく必要があるというようなことを申し上げてまいりました。 

 その一つとして、道の駅もその一つの施設でもございますし、それから、町の施設でありました、施設といいます

か、そこを利用したお年寄りの弁当等といいますか、作っていただいて宅配もしていただくというような対策といい

ますか、そういう６次産業を目指してやってまいりました。道の駅については、今、計画したとおりに進んでおりま

すけれども、あと一つの高齢の進みながらの６次産業化というのは非常に厳しいものがございまして、既にもう廃業

という形を取っておられます。 

 お年寄りの方が６次産業化を進めていくということにつきましては、つくって物を売るということでありますので、

物をつくるのはそう難しくはございませんけれども、やはり物を売り出すというのは非常に厳しいと。それは６次産

業が一番厳しいところであるという話でございますけれども、それに対応し切れなかったということでございますの

で、今後については、そういうのを含めたところの６次産業化といいますか、それを目指していく必要があると思っ

ております。 

 担当課によりますと、アンケートを色々取ってみて、高齢者の方の色んなアイデアを持っていらっしゃるという報

告を受けておりますので、そういうのをもう少し今後検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  今、町長がおっしゃったように、私もまさかここまで、これはもちろん錦町だけで

はなくて、特に錦町はまだいいほうかな、球磨郡全体で考えるとかなり人口もかなり減っている町村もありますし、

少子高齢化として、まず子どもたち、それだけではなく、申し上げたように錦町出身者を含めて球磨郡、人吉球磨で

すよね、全体の出身者を含めて、今後のこともしっかりと応援をいただくという体制も必要ではないかと私は思って

いますので、それも含めて御検討いただければと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、質問事項の２に入っていきたいと思います。全国町村議会議長会決議より、議員報酬改善のため、特別

報酬等審議委員会招集諮問をという形で提出しております。この問題に関しては、本来なら、私と、私、今、議長を

やらせていただきますので、当期副議長とかで町長室に行って、こういったことをして答申という形で申し込めばい

いはずの話かもしれません。ですが、あえて今回、一般質問をさせていただいたのが、もちろん、議員発議でという

ような方法もあります。ただ、議員の中には、私はもうこの報酬でいいという方もいらっしゃるかもしれませんし、

この問題に関してはまだまだ議会の方とかの総意というのがないかなと思っていますので、まずは全国の町村議会議

長会で決議されたことを含めて提言、質問形式としてさせていただきました。 

 ここに決議を含めて資料があるんですけど、平成８年１２月１８日、錦町議会議員の報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例ということで、そのときの町長は園田町長になっていますが、３２万２,０００円を３２万

９,０００円という形で一度上がっておりますが、その後、平成１８年には３２万２,０００円を、これは議長のほう

ですけど、まずは単純に言っておきます、３０万５,０００円にという形になっております。現時点では３２万

６００円です。議長で、ほかの方々、副議長も含めて段階的に下がっているんですけれども、これを申し上げたのは、

実は全国の町村議会議長会で決議された文書の中に、資料として出しておりますが、諮問委員会の方々に対して、議
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会のことを理解している、そういった文言があります。また、議会に意見聴取を聞くということを求めております。 

 令和３年から令和６年の間に、全国の町村議会で４０.１％が報酬を引き上げております。これはもう私が議長に

なって初めての決議文ではなくて、もう随分昔からこういう決議案は出ていたんですが、どうしても議員報酬となる

とやはり言いにくいのがあるわけです。また、町民の方の理解を含めて、いまだに議員年金があるとやろうがと。と

っくに１４年前ぐらいに廃止にはなっておりますし、そういうこともありますので、非常に誤解も含めてありますし、

館報で、議会のほうにもありますが、議会費という形で数字は上がりますが、その中に共済組合負担と。これは議員

年金を頂いている方、ほぼ２０年ぐらい前に議員を３期やられた方に対して約１０分の３ですか、錦町も払っている

と、それが計上されています。そういったことの差で議会費があって、単純にそれを１２ぐらいで割って、「お前ら、

これはもらえるとやろう」と言う方もいらっしゃいます。まずは、町民の方に、このあいねっとを通じて、現状はこ

うですよということもお伝えしなければならないし、これは町民の方の理解も必要です。 

 また、町長が初当選されたときに、町の財政難ということで、私も１期目だったですが、町長、職員をはじめ、全

員報酬カット、そこからされて、２年、共済組合で議員年金を私も天引きされましたけど、その後に廃止は決まって

いたのに天引きされて、返ってきたのは８０％、七十何％やったかな、取られっ放しという感じなんですけど、そう

いう状況があって、私も最初の頃は「こんなに報酬って低かったの」というぐらいあったので、アルバイトのメール

便というやつを議員になってアルバイトを始めたという状態がありました。そういった状況です。 

 正直申し上げますと、単純に申し上げますと、今まで１回下げてから、だんだんすぐ下がっていって、先ほど言っ

た平成８年よりか下がっていると。これはあまりにもと思います。申し訳ないですが、議長、副議長はそれなりに役

職手当がありますが、せめて議員さんだけでも上がるような。今、特に議員定数が減って、役がつく方、委員長、多

いんです。結構出なきゃいけません。結構また意見をまとめていかにゃいかん。それでもないんです。含めてこうい

った状況ですので、まずは町民の方にも説明していただき、町長には、そういう諮問委員会の方々に、議会のことを

分かっていただける方含めて、それでは駄目よって、「あんたらはまだよかたい」と言われたら、もうこれはしょう

がないです。ただ、その前にこういった意見をしっかりと、また、これを議事録でもいいですから、そういう諮問委

員会には提出していただきたいなと。議員の一人の意見ですけど、ただただ長くやっているので、議長というよりも

長くやっている議員からこういう意見が出ていますという形でお願いしたいなと。まずは、上げてくれる前に、諮問

委員会で理解していただきたいと思いまして提出しました。いかがでしょうか。 

○副議長（石松まゆ子さん）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 答弁的には、今後の議員の成り手不足の観点から準備していたものですから、答弁にちょっとそぐわない部分があ

るかと思いますけれども、今後、諮問委員、開く場合、言われたような行政または議会に見識のある方という方を選

任していくということはもう十分理解しております。また、今後、見直しするにしても、議会の皆様におかれまして

も、特別委員会等の検証組織の中でまた検討を重ねられると思いますので、そういった中での報告書等が出来上がっ

たらまた町のほうに意見を頂いて、それからまた審議会のほうに諮問するというような流れがいいかなと思っている

ところです。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  今、総務課長が言われたように議員の成り手不足、これも私も一つはあると思いま

す。これが議員報酬が低いからというのが、それが決定的な原因だとは思っていません。ただ、あさぎり町、そして
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湯前町と、町会議員の選挙があったとき、いずれも無投票でした。 

 先にやられたあさぎり町の議会の選挙結果に対して、熊日新聞だったかな、人吉新聞だったかはちょっとあれです

けど、論評が出ておりました。議会議員の活動が目に見えないと。そういう言い方だったんです。私からすれば、議

会議員は今、活動はあさぎり町の方はもう一生懸命やっていらっしゃいます。それを単純に目に見えないからと。取

材もろくにしていないんじゃないかなと思っています。 

 湯前町ですが、一般質問を全部ユーチューブで流しております、個別に。それでしっかりとカウント数を取って、

誰が一番人気だとか、そういったのもやっていますし、この前、広報委員会でもすばらしい広報紙をつくられて、町

民の方の意見を聞いてしっかりとやられているというふうにやっていらっしゃいましたけど、無投票でした。 

 議会議員が幾ら頑張って色んなことをやっても、結局は、議会議員は自分たちですから、出るのは議会議員の方以

外の方が出られるわけです。その方々がどう思っているかは分かりません。ただ、一つには、そういう報酬が、錦町

の若い人と話して「お前、出らんや」ってちょっと軽く言ったら「低かもん」と、給料がって。「報酬が低かもん」

ってやっぱりありました。ですから、そういったことを考えていらっしゃる方もいらっしゃるし、前は、町長選挙に

落ちて、３ヶ月後に町議選がありましたので、その方がそのまま町議選に出るというパターンもありました。ですか

ら、前回もそうですが、錦町もぎりぎりもしかしたら無投票かという形であります。 

 私は議員をやらせていただいて長いですけれども、もちろん、町長みたいに退職するために退職金もあるわけでは

ないです。終わったらもうそれで終わりです。それは腹積もりで、志で仕事も辞めて議員になりましたけど、今後は

ないと思います。こういう愚かな考えを持つ若いやつは。その頃はまだ４６歳だったので若いと言わせていただきま

すけど。 

 今後のことを考えたとき、一つの手立てとして、ある程度の報酬は、都会では生活費どうのこうのやっていますけ

ど、そこまでは私も求めません。ただ、今ここにある事実として、錦町はそういう状況です。議長として私はそうい

う点をちょっと議長会でも話が出ていましたので、そういう話をさせていただきます。 

 最後に、先ほどおっしゃったように、肝腎な部分が聞けていないんです。諮問委員会、審議委員会を招集していた

だけるのでしょうか。 

○副議長（石松まゆ子さん）  有瀬総務課長。 

○総務課長（有瀬 耕二君）  お答えいたします。 

 先ほど少し申し上げたんですけれども、まず、議員の皆様におかれまして特別委員会等で検証していただいた上で

町のほうに意見を上げていただいて、その後、審議会に諮問するというような流れで今のところは考えているところ

です。 

 以上です。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川議員。 

○議員（１２番 荒川 孝一君）  では、こちらのほうからまとめて、そういう方針を含めて出して、それで招集、諮

問にかけるという形はもう段取りとしては間違いなく、こっちも手順を追えばという手順でやっていただけるという

ことで確認しておりますが、よろしいでしょうか。 

 時間があと４分ほどで終わります。ここからもうあんまり言うことはもうございません。ただ、先ほど申したよう

に、錦町に関しては、数字は出生率で色んな方も来ていらっしゃいますけど、現実的には人吉球磨というのが、錦町

はやっぱり人吉球磨の町村の一つであるし、錦町だけがというわけにもいきませんし、人吉球磨を考えたときに、今

は多分、少子高齢化とか色々横並びでどんどん来ているでしょうけど、この動態でいくと、今後の若い人たちが伸び
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ていく世界もなくなってくるのではないかと。その中で、昔は老害と言われましたけど、老害じゃなくて老益で色ん

なことをやっていく時代に、そこに若い人たちがついてくるという形をシフト的にも考えられたほうがいいのではな

いかということを申し上げ、私の一般質問を終わります。 

○副議長（石松まゆ子さん）  １２番、荒川孝一議員の一般質問は終了しました。 

 ここで議長を荒川議長と交代いたします。 

○議長（荒川 孝一君）  ここで休憩します。休憩後は午後２時２０分から開議します。 

午後２時07分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時20分再開 

○議長（荒川 孝一君）  休憩前に引き続き開議します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第８２号 

日程第３．議案第８３号 

日程第４．議案第８４号 

日程第５．議案第８５号 

日程第６．議案第８６号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第２、議案第８２号令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号）から、日程第６、議案

第８６号令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号）についての５議案を一括議題とします。 

 本案につきましては、去る１０日に提案理由の説明が終わっております。 

 ただ今から本案に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。９番、池田議員。 

○議員（９番 池田 秀晴君）  ７１ページの教育振興費、木上小学校グラウンド排水対策工事の４２０万円、これに

ついてはどの部分の排水になるとですか。全体ですか。お尋ねします。 

○議長（荒川 孝一君）  尾方教育振興課長。 

○教育振興課長（尾方 良一君）  お答えいたします。 

 木上小学校グラウンド東側のコーナー部分のところになります。予定としては、５１メートル相当分の１０メー

ターで５１０平米ほど、実施予定としております。 

 以上です。 

○議長（荒川 孝一君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 それでは、討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 よって、これから採決に入ります。 

 お諮りします。議案第８２号令和６年度錦町一般会計補正予算（第６号）については、原案のとおり可決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。議案第８３号令和６年度錦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。議案第８４号令和６年度錦町介護保険特別会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８４号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。議案第８５号令和６年度錦町水道事業会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８５号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。議案第８６号令和６年度錦町下水道事業会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、議案第８６号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．陳情第１号 

○議長（荒川 孝一君）  日程第７、陳情第１号農業委員会への女性登用に関する要請書についてを議題とします。 

 本件については、厚生文教経済常任委員会に付託しておりますので、ただ今から審査結果の報告を求めます。厚生

文教経済常任委員長、髙田孝徳議員。 

○厚生文教経済常任委員長（髙田 孝徳君）  報告いたします。 

 令和６年１２月１３日、錦町議会議長、荒川孝一様。錦町議会厚生文教経済常任委員会委員長、髙田孝徳。 

 陳情審査報告書。本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、錦町議会会議規則第

７４条の規定により報告します。 

 記。受理番号、陳情第１号。付託年月日、令和６年１２月１０日。件名、農業委員会への女性登用に関する要請書。

審査結果、採択すべきものと決定。委員会の意見、願意妥当。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（荒川 孝一君）  委員長報告が終わりましたので、委員長報告に対する質疑を許可します。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。審査の結果は採択であります。 

 お諮りします。陳情第１号農業委員会への女性登用に関する要請書については、厚生文教経済常任委員長の報告の

とおり採択とすることに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、陳情第１号は採択することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議員派遣の件について 

○議長（荒川 孝一君）  日程第８、議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり派遣したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認め、議員派遣の件については名簿のとおり派遣することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．委員会の閉会中の継続調査申し出について 

○議長（荒川 孝一君）  日程第９、委員会の閉会中の継続調査申し出についてを議題とします。 

 各委員長からお手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出があっております。 

 お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認め、よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定します。 

 お諮りします。本定例会の議決の結果、生じた条項、字句、数字、そしてその他の整理を要するものについては、

その整理を議長に委任されたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 孝一君）  異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他整理を議長に委任することに決定

しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（荒川 孝一君）  本日予定されました日程が全部終了しました。 

 これにて、令和６年第４回錦町議会定例会を閉会します。 

午後２時27分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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